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は   じ   め   に   

昭和61年度の当センター処理業務の概要を取りまとめ，ここに「福岡県衛生公害センター年報，第  

14号」として上梓し，刊行致しました．   

例年にもれず，この1年間も，又，多事多端な年でありましたが，就中，特筆すべき事項として，  

第1に全世界を震撼させた昭和61年4月のソ聯，チェルノブイリ原発大事故発生による日本列島全島  

に及ぶ核放射性物質汚染問題があります．次に国内的に大きなショックを与えた昭和62年1月の神戸  

市におけるAIDS女性患者の死亡によるAIDSパニックの発生があります．更に県内的には，昭和61  

年10月，戦前，戦後を通じて，本県民に県内保毒地感染による初のツツガ虫病患者の局地的多発があ  

ります．   

これらの諸問題は，何れも突発的緊急事態の発生であり，その公衆衛生上の対応は，当センターに  

とっても，又担当行政部局にとっても，初体験的な異常事態でありましたが，先ず何よりも優先する  

のは，実状の正確な把握と認識であり，次にそれに基づく現状の的確な評価，更に確率論的な将来の  

発展，或は帰趨等の将来予測が要請されるのであります．その為には，判断の根拠となるべき，本県  

の地域特性に立脚した過去の豊富，且つ体系的に蓄積された科学技術資料，情報が不可欠であります．  

例えば，放射能汚染に関しては，幸いにして，昭和32年以来，現在まで，福岡県衛生研究所時代か  

ら，毎年，克明に分析，測定された，米，ソ，中国の大気圏内核実験による各種放射性物質の本県産  

食品，飲料水，雨水，空気，土壌等に関する膨大な汚染環境調査資料の蓄積があり，これらとの比較  

により，今回のチェルノブイリ事故の本県における放射能汚染レベル，或は県民に対する被爆線量の  

推定評価等に誤りなきを得た次第であります．AIDSについては，かねてより我国への侵入の不可避性  

を前提とし，人的物的検査体制の整備に意を払い，鋭意準備中の処でありましたので，果然，迅速に  

血清検査に着手し既に現在まで，約1400人以上の検査を終了し，尚続行中でありますが，この間，貴  

重な技術的知見，情報を得て居り，この世紀末的な人類の業病の将来帰趨を決する基本的な検査体制  

に万全を期している処であります．   

ツツガ虫病についは，夙に，本県のみが九州における患者未発生地たる空白への疑問から，その解  

明を図る為，既に長年に渉り，逐次，県下各地の野鼠，寄生媒介ダニ等について，地道な分布調査を  

継続して行ってきたその最近の結論として，県下の特定地区において，患者発生の高い可能性を指摘  

し，広く、予報的警報を発してきたのでありますが，まさに，その正確な的中を得た想いであります．   

これらの事例は，何れも，当センターにおける平素の目立たない地味な持続的調査，研究活動の累  

積成果が，一旦緩急の場を得てその真価を発揮したものであり，十年，兵を養うは，一日の需に用い  

る為であると称される所以であります．   



環境科学の分野においても，事態は全く同様であり，昭和40年代の災害的産業公害時代に比べる  

と，その後の広範，且つ持続的な環境汚染物質に関する分析，測定資料の蓄積は，県下各地の汚染の  

特性，分布について，汗牛充棟もただならぬ莫大な資料，情報の集積をもたらしており，今後のこの  

種の緊急，異常事態の発生に対する正確な事態の把握と評価に基づく迅速，的確な対応を可能にする  

ものと期待されます．   

最近の都市公害や，自然保護，或はハイテク産業等の新たな環境保全問題の多様化，複雑化に鑑み，  

この方面へも長期的な科学技術情報基盤の構築が，今後の重要課題として提起されており，それへの  

対応として高度技術の開発導入，精密分析機器の更新，整備に鋭意努力を傾申している処であります．   

尚，昭和62年1月より，当センターの刊行物として新たに「福岡県衛生公害センタニュース」を発  

行し，公衆衛生関係機関への定期的な，関係情報，解説等の提供と共に，センター業務の紹介を行っ  

ています．当年報と共に，このニュースにつきましても，忌博のない御意見御批判を期待する次第で  

あります．   

年報の発刊は，これを手にする時，過ぎた1年への回顧といささかの感傷と同時に，次の1年への  

期待と前進への意慾を強く喚起するものを感じます．   

関係各位の一層の御指導と御鞭捷をお願いする次第であります．  

昭和62年7月31日  

福岡県衛生公害センター  

所 長 高 橋 克 巳   
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次  

業 務 報 告   

組織機構と業務内容  

管  理  部  

総  務  課（庶務・会計）  

管  理  課   

環境情報業務  

1 公害常時監視業務  

2 航空機騒音モニターデータ処理  

3 福岡県大気管理システム  

4 電子計算機の管理・運用  

中央分析業務  

1 化学物質環境汚染実態調査  

2 環境測定分析統一精度管理調査  

3 ガスタロマトグラフー質量分析計の利用  

4 蛍光Ⅹ線分析装置の利用  

電子顕微鏡管理業務  

保健科学部  

細  菌  課  

病原細菌検査  

1 法定伝染病に係る病原細菌検査  

2 食中毒原田調査  

3 苦情処理に係る細菌検査  

4 真菌同定検査  

5 肉種鑑別  

食品の細菌汚染に関する調査   

1 輸入魚介類の細菌検査  

2 輸入食肉の細菌検査  

3 鶏肉類の細菌検査  

4 缶詰及び真空包装食品の細菌検査  

環境及び汚濁源監視調査  

1 河川水水質調査  

2 湖沼及び水道水源の環境水質調査  

3 海水水質監視調査  

4 事業場排出水調査  

5 海水浴場水質調査  

6 生活雉排水処理システム検査調査  

苦情処理調査  

一般細菌検査  

1 食品細菌検査  

2 健康食品の細菌検査  

3 無菌試験  

4 殺菌効力試験  

5 水道原水及び浄水の細菌検査   



‾▼‾‾ ll ‾  

6 飲料水等の細菌検査  
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7 浄化槽放流水の大腸菌群最確数検査  

8 生活用品の細菌検査  

がん研究事業  

1 厚生省指定研究ヒトがんの第一次予防に関する基礎的研究  

2 環境庁委託大気汚染物質の変異原性に関する規格化の検討  

ウ イ ル ス 課  

伝染病流行予測調査事業  

1 日本脳炎  

2 インフルエンザ  

3 風しん  

4 ポリオ  

感染症サーベイランス事業   

行政依頼検査  

疫  学  課   

衛生統計業務  

1 衛生統計年報  

2 感染症サーベイランス業務  

疫学統計業務  

1 がん死亡地理疫学的調査  

2 カネミ油症検診データ処理  

衛生化学課   

食品化宇検査  

1 農薬及び抗菌性物質の残留調査  

重金属調査  2
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食品添加物調査  

魚介類中のPCB調査  

表示栄養成分の分析法と摂取量に関する研究一食物繊維分析法の検討－ ‥‥……………………・・ 32  

規格基準適否検査  

健康食品中のシアン調査  

食中毒及び苦情の原因調査  4
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貝毒検査及びフグ毒検査  

10 その他  

油症検診関連業務  

1 血液中のPCB調査  

2 血液中のPCQ調査  

家庭用品検査  

医薬品検査  

1 収去検査  

2 苦情の原田調査  

環境放射能測定調査  

1通常の放射能測定  

2 ソ連チェルノブイル原発事故に伴う緊急事態放射能測定  

1 薬剤中のクロルデン  

環境科学部  
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大  気  課  

排出基準監視調査  

1 県内ばい煙発生源施設立人調査  

2 燃料中硫黄分調査  

排出状況把握調査  

1 粉じん発生施設基準設定調査  

2 未規制大気汚染物質発生源等対策調査  

3IC産業環境保全実態調査  

大気環境監視調査  

1 大気汚染測定車による環境大気調査  

2 大牟田市における浮遊粉じん調査  

3 行橋市，苅田町，水巻町及び豊前市における大気汚染調査  

大気環境把握調査  

1 未規制物質モニタリング事業  

2 昭和61年慶大気中化学物質環境調査  

3 光化学オキシダント調査  

悪臭物質調査  

1 悪臭物質の簡易測定法に関する調査  

2 魚腸骨処理場に係る悪臭物質調査  

苦情処理調査  

1 金属溶解炉に係る調査  

2 研磨工場に係る調査  

その他の調査  

1 環境測定分析統一精度管理調査  

2 エアロゾル中炭素系成分分析精度調査  

水  質  課  

環境基準監視及び排水基準監視調査  

1 河川調査  

2 海域調査  

3 湖沼調査  

4 工場排水調査  

環境状況把握及び浄化対策調査  

1 富栄養化に係る調査  

2 化学物質に係る調査  

3 河川浄化対策に係る調査  

飲料水，温泉に係る試験検査  

1水道原水及び給水の精密検査  

2 一般飲料水水質検査  

3 各種水質試験及び検査  

4 鉱泉分析  

水環境に係る調査研究  

1 水生態環境把握手法調査  

2 水質分析方法検討調査（地下水汚染物質分析法検討調査）  

被害及び苦情処理調査  

1 直方・小竹汚濁水湧出調査  

2 魚類のへい死に係る原因調査   
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3 西川汚濁原田調査  l
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4 苦情処理  

環境理学課  

廃棄物に係る調査  

1 工場団地の観測井に係る地下水の分析  

2 最終処分場に関する苦情処理  

3 不法投棄物の性状調査  

4 最終処分場浸出水の調査  

5 金属等を含む産業廃棄物の性状調査  

6 し尿処理場付近の地下水調査  

7IC産業環境保全実態調査  

騒音振動に係る調査  

1 築城飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査  

2 芦屋飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査  

3 福岡空港周辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査  

4 新幹線鉄道騒音振動実態調査  

5 新幹線鉄道振動指針達成状況調査  

6 新幹線鉄道沿線騒音振動対策推進調査  

7 未規制騒音発生施設対策検討調査  

環境生物課  

環境関係  

環境指標の森調査  1
 
2
 
3
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5
 
 
 

松くい虫媒介昆虫薬剤防除安全確認調査  

大気汚染指標動・植物に関する調査研究  

陸水域における水質汚濁の生物学的調査研究  

リモートセンシングによる植物解析の基礎的研究  

衛生関係  

生物同定依頼検査  

学 術 事 績  

資  料  

誌上発表論文抄録  

学会・研究会等発表抄録  

行政運営の改善に関する提案（知事感謝状）  

集  談  会  

講師派遣・技術研修  

職 員 名 簿  
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組織機構と業務内容  

務  

管理部｛ 
課：庶務，会計に関すること．  

課：試験検査，分析測定及び調査研究等の総合企画，調整及び連絡に  

関すること．  

公衆衛生及び公害に係る科学技術の情報管理に関すること．  

公衆衛生及び公害に関する研修等に関すること．  

テレメーターによる大気汚染等の測定，解析及び調査研究に関す  

ること．  

特殊精密分析機器による試験及び調査研究に関すること．  

細 菌 課：細菌性疾患及び病原細菌の細菌学的及び血清学的検査，調査研究  

に関すること．  

食品，水及び環境の細菌学的検査，調査研究に関すること．  

消毒薬，殺菌剤及び細菌製剤等の効力試験，無菌試験及び毒性試  

験に関すること．   

ウイルス課：リケッチア性及びウイルス性疾患並びに病原ウイルスのウイルス  

学的及び血清学的検査及び調査研究に関すること．   

疫 学 課：各種疾病及び環境汚染等による不健康要因の人体に及ぼす影響に  

ついての疫学的調査研究に関すること．  

衛生統計資料等の疫学的解析に関すること．  

臨床医学的及び医化学的検査及び調査研究に関すること．   

衛生化学課：食品，医薬品及び衛生材料等の理化学的試験及び調査研究に関す  

ること．  

放射能による食品及び環境の汚染の調査研究に関すること．   

大 気 課：大気汚染及び悪臭の分析測定及び調査研究に関すること．   

水 質 課：工場排水及び公共用水等の水質基準に係る試験，分析測定及び調  

査研究に関すること．  

上水，井水等の水質試験及び調査研究に関すること．  

下水，し尿浄化そう排水及び清掃処理施設排水等の調査研究に関  

すること．  

温泉試験に関すること．   

環境理学課：廃棄物の試験，分析及び処理方法等の調査研究に関すること．  

騒音振動の分析測定及び調査研究に関すること．   

環境生物課：衛生動物の同定，生態，分布及び駆除の調査研究に関すること．  

環境汚染の動植物に及ぼす影響及び環境指標動植物の調査研究に  

関すること．  

自然保護に係る動植物の分布及び生態の調査研究に関すること．   

所長一副所長  保健科学部  

環境科学部  
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理  

総  務  課（庶務・会計）  

定 員 現 員 調  
（昭和62年3月31日）  

職  種  定  現   員  

医師職  

行政職（喜≡  
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歳出決算→覧（単位 千円）  

河
川
総
務
費
 
 

指
 
導
 
費
 
 

林
業
振
興
 
 

防
 
除
 
費
 
 

森
林
病
害
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薬
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費
 
 

医
 
務
 
費
 
 

保
健
所
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境
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計  

節・細節  

7）貸  金  

8）報 償 費  

9）旅  費  

11）需 要 費   

食 糧 費  

光 熱 水 費  

その他需要費  

12）役 務 費  

通信運搬費  

その他役務費  
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7  13，824  

44 189  91．221  
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試 験 検 査 一 覧（件数）（厚生省報告例）  

（昭和61年4月一昭和62年3月）  

一 般  行 政  計  一 般  行 政  計   

細  28   28   細菌学的検査（諷   46  46  
水道水  

菌  水  理化学的検査（39）   162  162  

検  清  検  査㈹  細菌学的検査如）  531  531  
用  

査   理化学的検査㈱   457   63  520   

ウ  質  細菌学的検査㈹  
その他  

イ 凹 ス  
同  

291   291  理化学的検査（㈹  

リ  細菌学的検査㈹  
ケ  
ツ   259   検  1，439  1．439  

チ ア 等 検  
1．503  1，503  生物学的検査購）  

査   23   23  細菌学的検査折）  

病原微生物の動物試験（川  査   水                        理化学的検査旬8）  967   967   

原  虫02）  13   13  生物学的検査舶）  

生  虫q3）  廃  451  
棄  

彗 ● 生                                   寄  

18   物  理 化 学 的 検 査醐  
関  

旧  係  
検  

結  養朋）  査   の  他伽）  559  559  

核   大  52   260  312   
性  毒㈹  音字遊粒子状物質 （粉じんを含む）（55）  492  492  

り  ん  病u9）  公 ≡巨 ⊂コ  降 下 ば い じ ん㈱）   960  4，320  5，280  

痛   の  他（2D）  関  の  他（57）  522   522   

食  570   係  2，208  2，208  
中  
毒   5   検  の  他（59）  60   71   131   

血  液  型（23）  査  901   901  

臨  そ  の  他齢  6   22   28  

生 化 学 検 査（乃）  一  般 室 内 環 境¢2）  

床  般   72   48   120  
環  

そ  の  他（抑   50  境  の  他伽  48   161   209  

検  尿  （Z8）  雨  水     陸  水（65）  181   181  

放  
便  （珊  空  中㈹  114   114  

射  
査   食  品即）  73   73  

能  
そ  の  他（沌  そ  の  他（66）  292   292   

食  296   68   364  温泉 （鉱 泉） 泉質検査伽）  14  14  
口  

ロロ   36  876   912  家  庭  用  晶  検  査（袖  
検  

98   98  

査   の  他（謝  5   5  薬  薬  品（用  90   91   

水  細菌学的検査（35）  19  口 ロロ   の  他（用  2   2  

質   63  
検  

63  栄  養の）  

査  134   134  そ  の  他（袖  2  2   

計  3，344  16，660  20．004  
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管  理  課  

当課で研究管理業務として行った，当センターの当年度における衛生部長の承認を得て実施した調査研究は，前年度  

からの継続39件，新規18件であり，そのうち当年度で終了したもの20件，中止したもの4件であって，これらを部別  

にみると，管理部7件，保健科学部24件，環境科学部26件であった．また他の管理事務の主なものは，昭和60年度に  

更新整備された汎用コンピュータ システムによる研究職職貞の過去からの研究実績の整備を行い，研究管理事務のOA  

化を図ったこと，年報及び当年度から発刊を開始した福岡県衛生公害センターニュースの編集事務並びに環境庁委託の  

化学物質環境汚染実態調査及び環境測定分析統一精度管理調査に係るプロジェクトチームの調整推進事務であった．   

環境情報業務では，汎用コンピュータ システムの円滑な管理運用及び全所的に業務のOA化を図るための支援並び  

に例年のテレメータ システムによる大気汚染常時監視及び航空機騒音モニターに関する業務の他，福岡県大気管理シス  

テム開発の業務であった．   

中央分析関係業務では，当年度の化学物質環境汚染実態調査の分析法開発調査，一般環境調査及び水中微生物分解性  

試験並びに環境測定分析統一精度管理調査の一部を担当すると共に，ガスクロマトグラフー質量分析計を用いて環境中の  

微量有機化合物の同定・確認を行った．   

電子顕微鏡管理業務では，複合型電子顕微鏡を有効利用するための試料作成及びそれに伴う機器操作法の習熟に努め  

ると共に，発生源及び環境中のアスベスト粉じんの定量等を行った．   

当年度に誌上発表及び学会発表を行った研究は“飲料水中の化学物質の簡易測定法一農薬及び多額芳香族炭化水素へ  

の応用－’’ほか9編であった．各業務の概要は以下のとおりである．   

環境情報業眉   

1 公害常時監視業務   

テレメータ システムによって公害常時監視を実施し  

ている県内の測定局数及び測定項目数は，昭和62年3月  

末日現在，前年度と同様に大気関係61局403項目，水質  

関係3局18項目及び気象関係2局10項目であり，地域  

ごとには表ト1及び表1－2に示すとおり，県設置12局  

99項目，北九州市サブセンター25局154項目，福岡市サ  

ブセンター17局99項目，大牟田市サブセンター12局79  

項目の計66局431項目であった．   

当年度は，福岡市サブセンターの南局及び県測定局の  

直方局，豊前局の3測定局において浮遊粉じんの測定か  

ら浮遊粒子状物質の測定に切り替えられた．この結果，  

県測定局の半数（6局）で浮遊粒子状物質の測定が行わ  

れることになった．ただし，豊前局については昭和61年  

12月から昭和62年3月まで浮遊粉じんの測定と浮遊粒  

子状物質の測定が並行して実施された．   

県測定局の移動1局及び移動2局は前年度に引き続い  

て，行橋市行事及び筑後市役所敷地内で測定を行った．  

大気汚染測定車“さわやか号”による環境大気調査は宗  

像市，中間市，飯塚市，久留米市及び太宰府市の5箇所  

＼ で計100日間実施され，当課はテレメータによるデータ  
の円滑な収集に協力した．  

1・1 大気汚染常時監視測定結果   

当年度の県設置測定局における大気汚染常時監視測定  

項目のうち二酸化硫黄，浮遊粉じん，一酸化窒素，二酸  

化窒素及び光化学オキシダントの測定結果を表2－1か  

ら表2－5に示した．表中の平均値，最小値及び最大値は  

1時間値を基礎として算出した．   

二酸化硫黄の年平均値は0．004－0．007ppmで前年度  

よりやや高めになっている．1時間値で0．1ppmを超え  

たのは苅田2局で4月に1時間だけ記録した．浮遊粉じ  

んの年平均値は0．018－0．052mg／m3で前年度と大差は  

ない．1時間値が0．2mg／m3を超える濃度は苅田1局以  

外の全局で記録し，特に，移動2局において11月に1  

mg／m3を超える濃度を1時間だけ記録した．一酸化窒素  

及び二酸化窒素の年平均値は，それぞれ0．003－0．021  

Ppm，0・008－0．020ppmで測定局による差が大きく，測  

定局の設置環境による特性も前年度と同様の傾向を示し  

郊外，道路近傍，市街地の3グループに分けられる．光  

化学オキシダントは，前年度に比べ昼間の1時間最高値  

の年平均値が国設小郡局で0．002ppmほど高くなった  

他は測定を行っている全ての局において0．002－0．012  

ppm低くなった．特に，瀬戸内海に面した苅田1局，行  

橋局，豊前局で著しく低下した．1時間最高値も0．089  

ppmで前年度に比べ低かった．また，測定機の故障で久  

留米局では4月－7月の間全て欠測した．   

1・2 環境基準の適合状況   

各測定局における二酸化硫黄，二酸化窒素及び光化学  

オキシダントの環境基準を超えた回数を表3に示した．  

二酸化硫黄について1時間値の環境基準を超えたのは，  

苅田2局で0．160ppmの1時間であり，1日平均値の環   



ー 6 －  

表1－1 テ レメ ータ測定局及び測定項目  

区分NO．測定局  測  定  項  目   

N
O
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 

O
 N

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 

〃
〃
〃
〃
〝
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 

D
 

W
〝
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 

卜
 
れ
″
P
M
″
れ
P
M
″
″
ス
″
″
 
ダ
 
 
S
 
 
ダ
 
S
 
 
 
 
ダ
 
 

2  
2
 
0
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 
 

1
 
2
橋
前
書
川
方
米
1
2
車
 
 
 

田
田
 
 

留
動
動
定
 
 

苅
苅
行
豊
香
田
直
久
移
移
測
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
1
0
 
1
1
 
 

PC－Ox  

PC－Ox  

ノ／  

PC・Ox  

PC－Ox   

／／  

／／  

／／  

福
岡
県
測
定
局
 
 

。
 

U
M
V
U
M
。
…
 
 
 
 
H
 
U
 
H
 
R
 
 
 

O
O
 
 
 

T
E
T
E
 
 

C
 
C
 
H
H
 
 
N
M
O
3
N
M
O
3
 
 

C
 
 

H
 
 
〃
 
 

O
〃
〃
 
〃
 
 

C
 
 

12国設小郡  〃り  M
 
P
 
 

S
 
 

／  〃  

2  
M
 
 
ス
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
n
 
 

S
 
 

ダ
 
 

0
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 
 

司
倉
野
倉
根
畑
松
島
石
幡
崎
尾
設
 
 
 

／
 
 
 

門
小
城
東
曽
戸
若
二
小
八
異
折
国
 
 

0
 
 

1
 
2
 
3
 
4
5
6
 
7
 
8
9
 
1
 
1
1
 
1
2
 
1
3
 
 

N
O
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 

O
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 

N
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 

D
 
 

W
〃
 
〃
 
〃
 
〃
〃
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
〃
 
 

X
 
O
 
 

P
 
 

X
 
X
 
 

X
 
 

C
 
 

C
 
C
 
 

P
 
P
 
 

P
 
 

北
九
州
市
サ
ブ
 
セ
 
ン
タ
ー
 
 

X  
H
U
M
。
椚
 
 

E
 
V
 
 

T
 
U
 
 

C
 
 

H
 
O
 
N
M
皿
 
 

▲
■
 
H
 
 

C
 
 

O
 
C
 
 

O
 
 

C
 
 

P
 
 

畑
〃
S
P
M
畑
講
和
 
 

〃
〃
〃
〃
T
E
．
W
D
恥
 
 

14塔   野  一
h
■
 
〃
〃
〃
〃
T
E
 
 
 

5
 
〃
〃
〝
〃
 

T
 

一
■
 
〃
〃
〝
〃
T
E
 
 
 

〃
〃
〃
〃
 

T
 

15松  

16企  

17安  

18皿  

江  

丘  

屋  

山  

ケ
救
 
 
倉
 
 

X  

C
 
 

H
 
 
 

M
 
 

N
 
 

▲
’
 
 
 
H
 
 

C
 
 V

 
 
 
W
 
 

D
 
 

〃
W
 
 

P
 
 

19安   瀬  

20半 固 定  

21門 司（自）  

22三萩野（自）  

23室 町（自）  

24西本町（自）  

25黒 崎（自）  

’■  X  

C
 
 
 
 
H
 
 

M
 
 

N
 
 

▲
▼
 
 
 
 
H
 
 

C
 
 

O
〃
〃
〃
〃
 
 

C
 
 

O
 
 

C
 
 

P
 
 

N
O
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 

N
O
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 

V
 
W
 
 

D
 
 

W
 
 

SO2：二酸化硫黄，ダスト：浮遊粉じん，SPM：浮遊粒子状物質，WD：風向，WV：風速，PC・Ox：光化学オキシダント，NO：一酸化窒素，  

NO2：二酸化窒素，CO：一酸化炭素，T・HC：全炭化水素，CH▲：メタン，NMHC：非メタン炭化水素，TE：温度，HF：弗化水素，  

TR：自動車交通量，HUMD：温度，Os：オゾン，RAVO：雨量，INSO：日射量，UV：紫外線，COND：電気伝導度，DO：溶存酸素，  

pH：水素イオン濃度，TURB：濁度，（自）：自動車排出ガス測定局，（水）：水質測定局   

境基準を超えた測定局はなかった．二酸化窒素について  

日平均値の環境基準を超えたのは．苅田1局及び久留米  

局でそれぞれ1日であった．光化学オキシダントについ  

ては，前年度と比較して苅田1局で10時間増加した他は  

4時間から172時間減少した．特に，豊前局及び移動1  

局で100時間以上減少した．   

2 航空機曝書モニターデータ処理   

福岡空港周辺における航空機騒音の実態を把握するた  

めに，当所に設置された航空機騒音モニターのデータを  

収集した．なお，当年度は，築城及び北筑前の月報に関  

する処理プログラム（日別・時間帯別の飛行方向別記録  

機数，パワー平均騒音レベル，WECPNL値，機種別の記  

録機数・パワー平均騒音レベル）と年報に関する処理プ  

ログラム（月報の集計，各項目の年間平均値，環境基準  
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表1－2  テ レメ ータ測定局及び測定項目  

区分NO．測定局  測  定  項  目  

1市 役 所 SO2  
2  西  〃  

3吉   塚 ／／  

4  南  ／／  

5  東  ／／  

6長   尾 ／／  

7香   椎 ／／  

M
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

P
 
 

O
〃
〃
 

N
〃
〃
〃
〃
 
 
 

V
 

W
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 

D
 W

〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 

つ一  Ⅹ
 
O
 
C
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

P
 
 

N
O
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 

O
 
S
 
 

N
 
T
・
－
▲
 
 E

 
T
 
 

CH． NMHC  

福
岡
市
サ
ブ
 
セ
 
ン
 
タ
ー
 
 

れ
″
P
M
 
 

ダ
 
 
S
 
 

C
 
 

H
 
 

M
 
〃
 
〃
 
 

N
 
 

H
 
〃
 
〃
 
C
 
 

O
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 

C
U
 8天 神（自）  

9千鳥橋（自）  

10平 尾（自）  

11西 新（自）  

12別府橋（自）  

13警 固（自）  

14比 恵（自）  

15那珂川（水）  

16室見川（水）  

17御笠Jtl（水）  

〃
 
〃
 
〃
 
〃
り
 
〃
 
〃
り
 
〃
 
 

H
〃
〃
 
 
 

p
 
 
 

∞
〃
〃
 
 
 

D
 
 

N
 
〃
 
〃
 
 

O
 
C
 
 

E
 
〃
 
〃
 
T
 
 

B
 
R
 
 

U
 
 

T
 
 

1国  

2上  

3三  

4明  

5七  

6新  

7八  

8  

M
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

P
 
S
 
 
 

O
2
〃
 
〃
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 
 

設
宮
川
治
浦
地
本
 
 

橋
 
 

2  

D
 
 

U
M
〃
 
 

H
 
 
 

E
 T

〃
 
 
 

C
 
H
 
 

M
 
 

N
 
 
 

C
H
 
O
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
’
一
 
 

O
 
 

C
 
H
 

X
 
 〃

〃
 
 

P
 
 

O
〃
〃
〃
 
 
 

N
 
 
 

O
 N

〃
〃
〃
 
 

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 
 

D
 

W
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 

大  

牟  

田  

市  

サ  

ブ  

セ  

ン  

タ  

C
 
 

H
 
 

M
 
〃
 
 

N
 
 

H
 
〃
 
 

C
 
 

F
 
O
 
 

′
 
 
H
 
C
 
′
 
 

X
 
X
 
 

O
 
O
 
 

C
 
C
 
 

P
 
P
 
 

2
2
 
 

O
 
 

N
 
N
O
〃
〃
 
 
 

0
 
 
0
 
′
 
′
 
 

N
 
N
 
′
 
′
 
 

9四   山  

10勝   立  

11不知火（自）  

12諏 訪（自）  

M P S       つ一 O S  

表中の記号は前表と同じ  

値の超過日数）の修正，変更作業を実施した．   

3福岡県大気管理システム   

本システムは環境整備局公害課から依頼され，大気発  

生源データ（工場・事業場，自動車，船舶，群小発生源）  

及び大気環境測定データを当所のコンピュータ システ  

ムにより一元的に管理し，公害に係る定型的な日常業務  

の支援，大気環境の現状把握，将来予測及び公害の未然  

防止等を目的とし・て，昭和6ト63年度の3箇年で開発す  

るものである．当年度は当課と大気課で協力し，システ  

ムの設計，運用方法について検討した．   

4 電子計算機の管理・運用   

昭和61年2月に導入，更新された当所の汎用コン  

ピュータ システム（ACOS430／10）の円滑な運用を図る  

目的で，当年度“電子計算機の管理運用要綱”の改正を  

行い，当課は，機器の管理担当及び電算機運営委員会の  

事務局として，コンピュータ システムの安全な管理及び  

電算機運営委員会の開催の事務手続きを行った．電算機  

運営委貞会は，全所的に業務のOA化を推進するため  

に，毎月定期的に開催された．その結果，所として16業  

務のOA化に取り組み，当年度末において8業務がシス  

テムの構築を完了し，すでに運用を開始している．コン  

ピュータ システムの維持管理は，コンピュータ本体及び  

各端末装置の利用及び障害時等において迅速な対応が取  

れる連絡体制を定め，円滑な管理運用を図った．   

中央分析業務  

1 化学物質環境汚染実態調査   

本調査のうち，分析法開発調査，一般環境調査及び水  

中微生物分解性試験を担当した．分析法開発調査では，  

アセトアルデヒド，プロピオンアルデヒド，アクロレイ  

ン，クロトンアルデヒドについて検討し，その結果を本  

誌の学術事績のp．83に要約した．一般環境調査では水質  

及び底質中のメチルビリジン（3異性体），フユノチアジ  

ン，2，4，6－トリプロモフェノール，クロロアセトン，ベ  

イシックバイオレット10，ジメトエート（ジチオリン酸   
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＋  果
 
 
 

結
 
 
 

定
 
 
 

黄
 
 

硫
 
 

レ
し
 
′
1
 
 
 

酸
 
 
 

二
 
 

l
 
 

2
 
 
 

表
 
 

（単位：10‾3ppm）  

2
 
 1

 
 

1
 
 1

 
 

0
 
 1

 
 

1  2  3  

1
 
 
2
 
 
 

橋
 
 
前
 
 
春
 
 

田
 
 
田
 
 

苅
 
 
苅
 
 
行
 
 
豊
 
 
香
 
 

4
 
4
 
4
 
0
 
6
 
0
0
 
5
 
7
 
4
 
0
0
 
2
 
9
 
6
 
4
 
5
 
7
 
5
 
5
 
7
 
0
0
 
5
 
2
 
 

7
 
 
 
 
6
 
 
 
 
6
 
 
 
 
4
 
 
 
 
4
 
 
 
 
5
 
 
 
 
4
 
 
 
 
4
 
 
 
 
5
 
 
 
 
0
0
 
 
 
 
6
 
 

■
 
 
 
 
 
l
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
●
 
 
 
 
 
 
■
 
 

0
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

O
 
 

4
 
5
 
3
 
9
 
6
 
9
 
6
 
2
 
4
 
7
 
2
 
7
 
6
 
2
 
7
 
0
 
4
 
4
 
6
 
7
 
5
 
3
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 

5
 
0
 
3
 
0
0
 
6
 
5
 
6
 
6
 
4
 
4
 
3
 
3
 
6
 
7
 
5
 
4
 
4
 
9
 
8
 
2
 
6
 
6
 
 

7
 
 
 
 
4
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
3
 
 

■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
－
 
 

0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 

2
 
0
0
 
4
 
5
 
4
 
3
 
6
 
0
0
 
3
 
9
 
4
 
1
 
5
 
4
 
6
 
（
‖
h
▼
 
一
4
 
7
 
7
 
1
 
7
 
2
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 
 
 
6
 
 

一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
O
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 

3
 
5
 
4
 
5
 
5
 
0
 
5
 
1
 
3
 
4
 
1
 
1
 
0
0
 
6
 
0
0
 
9
 
5
 
3
 
0
0
 
2
 
0
0
 
9
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 

一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

ハ
U
 
O
 
O
 
l
 
 
 
 
ハ
U
 
O
 
O
 
l
 
 
 
 
1
 
 
 
 
4
 
 
 
 
0
 
 

3
 
2
 
3
 
9
 
3
 
7
 
5
 
2
 
3
 
3
 
4
 
9
 
5
 
3
 
6
 
5
 
6
 
7
 
9
 
6
 
7
 
5
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
5
 
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
4
 
 

一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
2
 
 
 
 
4
 
 
 
 
0
 
 

3
 
9
 
2
 
史
U
 
4
 
6
 
4
 
7
 
3
 
4
 
1
 
7
 
5
 
4
 
4
 
7
 
5
 
1
 
0
0
 
4
 
3
 
3
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
4
 
 
 
 
1
 
 

一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

（
U
 
 
 
 
ハ
リ
 
 
 
 
O
 
O
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 

3
 
6
 
3
 
4
 
7
 
8
 
3
 
g
 
2
 
1
 
1
 
0
0
 
5
 
9
 
3
 
5
 
4
 
5
 
7
 
0
 
3
 
0
 
 

2
 
 
 
 
3
 
 
 
 
6
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
5
 
 
 
 
2
 
 
 
 
4
 
 

一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
O
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 

5
 
1
 
3
 
0
0
 
7
 
4
 
4
 
0
0
 
4
 
0
0
 
5
 
5
 
5
 
4
 
3
 
3
 
4
 
9
 
7
 
8
 
3
 
∧
U
 
 

7
 
 
 
 
3
 
 
 
 
6
 
 
 
 
3
 
 
 
 
4
 
 
 
 
2
 
 
 
 
4
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
8
 
 
 
 
2
 
 

】
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
O
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 

4
 
5
 
4
 
3
 
4
 
0
0
 
5
 
1
 
3
 
2
 
1
 
6
 
5
 
1
 
3
 
0
 
4
 
0
 
5
 
9
 
3
 
4
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 

3
 
 
 
 
6
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 

】
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 

7
 
4
 
5
 
7
 
5
 
9
 
5
 
0
0
 
4
 
9
 
1
 
5
 
6
 
7
 
5
 
7
 
5
 
1
 
Q
O
 
2
 
5
 
2
 
 

7
 
 
 
 
5
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
4
 
 
 
 
5
 
 
 
 
4
 
 
 
 
5
 
 

一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
O
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 

6
 
4
 
5
 
1
 
6
 
9
 
5
 
1
 
5
 
7
 
3
 
5
 
4
 
4
 
6
 
6
 
6
 
0
 
6
 
1
 
5
 
3
 
 

3
 
 
 
 
9
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
4
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 

一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
■
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
l
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 

6
 
2
 
6
 
0
 
9
 
5
 
6
 
7
 
5
 
2
 
4
 
1
 
0
0
 
2
 
7
 
7
 
6
 
0
0
 
0
0
 
4
 
7
 
8
 
 

4
 
 
 
 
6
 
 
 
 
5
 
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 
 
 
5
 
 
 
 
3
 
 

一
 
 
 
 
 
l
 
 
 
 
 
【
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
一
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
O
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 

0
 
 

川
 
 
方
 
 
 

田
 
 
直
 
 

郡
 
 

米
 
 
小
 
 
1
 
 

姻
 
醒
 
柵
 
 

移動2  

上段：平均値，下段：最小値最大値  

－ 定
 
 
 

ん
 
 
 

卜
し
 
 
 

粉
 
 
 

遊
 
 
 

浮
 
 

2
 
 

2
 
 
 

表
 
 

（単位：10‾3mg／m3）  

4  5  6  7  8  9  10   11  12  1  2  3  

1
 
 
2
 
 
 

橋
 
前
 
 
春
 
 

田
 
 
田
 
 

苅
 
 
苅
 
 
行
 
豊
 
 
香
 
 

0
0
 
9
 
5
 
2
 
A
－
 
4
 
6
 
0
0
 
5
 
7
 
6
 
7
 
0
 
9
 
6
 
2
 
1
 
0
 
5
 
7
 
9
 
4
 
 

2
 
3
 
1
 
3
 
4
 
3
 
1
 
4
 
3
 
3
 
4
 
3
 
2
 
5
 
4
 
1
 
2
 
9
 
3
 
2
 
3
 
0
0
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
l
 
 
 
 
一
 
 
 
 
l
 
 
 
 
1
 
 

－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
0
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 

7
 
 
 
 
6
 
 

2
 
 

5
 
 
 
 
0
 
 
 
 
5
 
 
 
 
3
 
 
 
 
7
 
 
 
 
（
U
 
 

3
 
2
 
9
 
5
 
3
 
4
 
7
 
4
 
6
 
0
 
9
 
2
 
0
0
 
3
 
2
 
0
0
 
7
 
9
 
1
 
0
0
 
0
 
6
 
 

3
 
3
 
 
 
 
3
 
4
 
5
 
1
 
3
 
3
 
6
 
3
 
3
 
1
 
6
 
4
 
4
 
1
 
6
 
4
 
7
 
4
 
0
0
 
 

1
 
 
 
 
－
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
－
 
 
 
 
1
 
 
 
 
一
 
 
 
 
l
 
l
 
 

■
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
4
 
 
 
 
一
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
一
 
 
 
 
－
 
 

5
 
 
 
 
7
 
 

0
 
 

5
 
 
 
 
3
 
 
 
 
5
 
 
 
 
3
 
 

3
 
 

亡
U
 
ハ
U
 
9
 
5
 
7
 
2
 
0
 
5
 
7
 
0
 
0
0
 
3
 
7
 
6
 
2
 
3
 
2
 
9
 
4
 
3
 
5
 
3
 
 

3
 
5
 
1
 
0
0
 
4
 
4
 
3
 
3
 
4
 
3
 
4
 
9
 
1
 
5
 
5
 
1
 
2
 
0
0
 
4
 
1
 
5
 
∧
U
 
 

l
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
 
 
 
 
一
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
0
0
 
 

■
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
一
 
 
 
 
－
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
－
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

仁
U
 
 
 
 
5
 
 

3
 
 

1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
4
 
 
 
 
1
 
 

4
 
 

6
 
0
 
9
 
6
 
2
 
8
 
1
 
2
 
0
0
 
1
 
7
 
（
U
 
2
 
3
 
3
 
A
】
 
9
 
9
 
4
 
0
 
0
 
0
0
 
 

2
 
0
0
 
1
 
5
 
4
 
6
 
2
 
0
0
 
3
 
5
 
3
 
3
 
2
 
7
 
4
 
A
】
 
1
 
5
 
3
 
2
 
4
 
0
0
 
 

一
 
 
 
 
l
 
 
 
 
1
 
 
 
 
－
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
l
 
 
 
 
一
 
 
 
 
l
 
 
 
 
1
 
 

3
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
5
 
 
 
 
一
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 

1
 
 

6
 
 
 
 
4
 
 

4
 
 
 
 
0
 
 

4
 
 
 
 
1
 
 

9
 
4
 
5
 
0
0
 
9
 
3
 
5
 
2
 
2
 
5
 
1
 
0
0
 
2
 
3
 
9
 
3
 
2
 
1
 
7
 
1
 
1
 
1
 
 

2
 
0
0
 
2
 
7
 
4
 
3
 
2
 
0
0
 
4
 
ハ
リ
 
5
 
2
 
4
 
2
 
4
 
7
 
2
 
7
 
3
 
0
 
4
 
2
 
 

－
 
 
 
 
－
 
 
 
 
1
 
 
 
 
一
 
 
 
 
1
 
 
 
 
4
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
一
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 

6
 
 
 
 
5
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
5
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
0
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 

R
U
 
 
 
 
5
 
 

6
 
 
 
 
6
 
 
 
 
4
 
 
 
 
3
 
 

4
 
 

33   24   36   30  

5－118 5－113 8－182 5－127  

39   25   34   34  

5－160  5－130  9－210  7－415  

44   31   43   39  

4－125  0－181 1－230  0－158   

18   13   18   18   

3－95  3－119  5－126  3－105  

42   31   43   39  

7－124  7－139 10－15110－178  

50    41   52    44  

2－238 1－165 0－295 2－259  

20    25    44    50  

3－163  4－158  7－212  3－199  

51   41   75    61  

2－176 1－159  2－940  0－286  

28   31   58   47  

1－81 1－107  3－420  0－262  

44   32   45   38  

8－126  7－219 10－183  8－161  

94   42   85   68  

12－302 10－29211－1015  7－490  
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29  

3－182  

25  

0－415  

40  

0－580  

18  

3－235  

37  

4－360  

42  

0－428  

26   

ト223  

48  

0－940  

30  

0－457  

36  

5－313  

52  

4－1015  

川
 
 
方
 
 
 

田
 
 
直
 
 

郡
 
 

米
 
 
小
 
 
l
 
 

移動2  

上段：平均値，下段：最小値一最大値  

直方（12月以降の月間値），行橋，田川，久留米，国設小郡は浮遊粒子状物質   
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（単位：10‾3ppm）  
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上段：平均値，下段：最小値一最大値  

表 2－4  果
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定
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窒
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上段：平均値，下段：最小値一最大値   



（単位：10‾ユppm）  

1
 
 
備
 
 
前
 
 

田
 
 

苅
 
 
行
 
 
豊
 
 

4
 
9
 
1
 
4
 
2
 
4
 
0
0
 
9
 
 

2
 
4
 
2
 
4
 
2
 
5
 
2
 
0
0
 
 

■
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
一
 
 

l
 
 
 
 
∧
U
 
O
 
O
 
 

3
 
4
 
5
 
4
 
1
 
0
0
 
3
 
3
 
 

4
 
0
0
 
3
 
6
 
4
 
7
 
4
 
7
 
 

一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 

8
 
9
 
9
 
0
0
 
3
 
3
 
7
 
0
0
 
 

4
 
7
 
3
 
6
 
4
 
6
 
4
 
6
 
 

－
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
■
 
 

4
 
 
 
 
1
 
 
 
 
6
 
 
 
 
1
 
 

9
 
4
 
3
 
6
 
2
 
8
 
8
 
3
 
 

4
 
6
 
4
 
5
 
5
 
7
 
4
 
6
 
 

■
 
 
 
 
 
 
 
l
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

2
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
0
 
 

4
 
4
 
9
 
2
 
6
 
9
 
6
 
9
 
7
 
2
 
2
 
4
 
0
 
5
 
7
 
4
 
 

3
 
0
0
 
2
 
7
 
3
 
0
0
 
3
 
0
0
 
2
 
6
 
4
 
0
0
 
3
 
6
 
2
 
0
0
 
 

■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
〇
 
 

〇
 
7
 
6
 
6
 
2
 
亡
U
 
O
 
2
 
5
 
2
 
9
 
0
 
9
 
7
 
3
 
5
 
 

3
 
5
 
3
 
6
 
4
 
6
 
4
 
5
 
4
 
6
 
4
 
7
 
3
 
5
 
3
 
5
 
 

一
 
 
 
 
 
▼
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
一
 
 

l
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
0
 
 
 
 
0
 
 

5
 
0
 
0
 
3
 
1
 
4
 
0
U
 
9
 
0
 
2
 
7
 
0
0
 
4
 
3
 
3
 
2
 
 

2
 
4
 
2
 
3
 
3
 
4
 
3
 
4
 
3
 
4
 
4
 
6
 
3
 
5
 
2
 
3
 
 

■
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
■
 
 

0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
7
 
 
 
 
0
 
 

6
 
Q
U
 
8
 
5
 
0
0
 
0
 
2
 
0
 
0
0
 
9
 
1
 
2
 
4
 
4
 
1
 
4
 
 

2
 
3
 
1
 
2
 
2
 
4
 
3
 
4
 
2
 
3
 
4
 
5
 
3
 
4
 
2
 
3
 
 

一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
亡
U
 
O
 
 

5
 
5
 
7
 
7
 
7
 
6
 
7
 
0
0
 
9
 
7
 
7
 
7
 
9
 
7
 
9
 
7
 
 

2
 
3
 
1
 
2
 
2
 
3
 
2
 
3
 
1
 
3
 
3
 
5
 
2
 
5
 
1
 
3
 
 

一
 
 
 
 
 
l
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
4
 
 
 
 
0
 
 

9
 
7
 
2
 
4
 
6
 
6
 
0
0
 
1
 
5
 
5
 
Q
U
 
4
 
4
 
4
 
1
 
1
 
 

2
 
4
 
2
 
3
 
3
 
5
 
2
 
4
 
1
 
2
 
3
 
6
 
2
 
4
 
2
 
3
 
 

一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
【
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 

3
 
7
 
2
 
5
 
4
 
0
 
2
 
5
 
2
 
2
 
0
 
0
 
9
 
7
 
7
 
3
 
 

3
 
4
 
3
 
4
 
4
 
6
 
3
 
4
 
2
 
3
 
4
 
6
 
2
 
4
 
2
 
4
 
 

■
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
4
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
2
 
 
 
 
0
 
 

4
 
0
 
0
 
2
 
6
 
9
 
9
 
6
 
0
 
6
 
0
0
 
4
 
5
 
5
 
5
 
6
 
4
 
7
 
4
 
7
 
4
 
0
0
 
3
 
0
0
 
3
 
5
 
3
 
7
 
4
 
6
 
3
 
6
 
 

一
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
 
■
 
 

2
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
4
 
 
 
 
0
 
 

3
 
2
 
Q
U
 
3
 
5
 
6
 
6
 
2
 
9
 
5
 
9
 
1
 
0
 
4
 
4
 
3
 
 

3
 
6
 
2
 
5
 
2
 
4
 
3
 
6
 
2
 
5
 
3
 
7
 
3
 
6
 
2
 
5
 
 

【
 
 
 
 
 
 
 
】
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
一
 
 

1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
6
 
 
 
 
0
 
 

日
 
 
米
 
 

留
 
 

田
 
 
久
 
 0

 
4
 
0
 
0
 
5
 
4
 
 

3
 
5
 
3
 
8
 
 

一
4
 
8
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
0
0
 
 
 
 
2
 
 

0
0
 
1
 
5
 
0
0
 
1
 
7
 
 

1
 
4
 
7
 
2
 
3
 
3
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
一
 
 

2
 
 
 
 
6
 
 
 
 
1
 
 

5
 
0
0
 
4
 
6
 
6
 
4
 
 

3
 
4
 
3
 
5
 
 

一
5
 
7
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
▲
 
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
9
 
 
 
 
0
 
 

9
 
6
 
7
 
1
 
9
 
3
 
 

2
 
6
 
1
 
3
 
1
 
4
 
 

【
 
 
 
 
 
 
 
■
 
 
 
 
 
 
一
 
 

1
 
 
 
 
 
0
 
 
 
 
 
0
 
 移動2  

上段：昼間（6時－20時）の1時間最高値の平均値  

下段：昼間（6時一20時）の最小値一最大値  

表 3  環 境 基 準 を 越 え た 回 数  

酸 化 硫 黄  二酸化窒素  光化学オキシダント  
測 定 局  

時 間 値  日平均値  日平均値  時 間 値  

（時間数）  （日 数）  （日 数）  （時間数）  

苅 田 1  

苅 田 2  

行   橋  

豊   前  

香   春  

田   川  

直   方  

久 留 米  

国設小郡  

移 動 1  

移 動 2  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

謂
一
1
5
閃
一
5
2
 
1
 
2
7
9
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
2
 
 

1
 
 

O
 
1
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
0
 
0
 
0
 
 

碍墳墓準   

二酸化硫黄：1時間値の1日平均値が0．04ppm以下であり．かつ1時間値が0．1ppm以下であること：二酸イヒ窒素：1時間値の1日平均値   

が0．04から0．06ppmまでのゾーン内，又はそれ以下であること：光化学オキシダント：！時間値が0．06pprn以下であること  

0，0－ジメチルーS－（N－メチルカルバモイルメチル）），   て分析した．その結果，底質の6例にメチルビリジン（3  

EPN（フユニルホスノチオリン酸0－エチルー0－（4一ニト   異性体）が検出された．他の試料にはいずれの化合物も  

ロフユニル）），ニトロメタン，ニトロエタン，ニトロプ  検出されなかった．  

ロバン（2異性体），水酸化トリシクロヘキンル錫につい  水中微生物分解性試験においては，アニリン，CNP（♪一   
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チレン，安息香酸，♪－トプチル安息香酸を調査するため  

の予備調査を行った．大気中化学物質環境調査に関して  

は大気中のトリクロロベンゼンを測定した．   

その他，クロロプロピレン，ジアミノフルオランテン  

のマススペクトルを測定した．また，GC－MSを所内で広  

く活用する目的で，操作法習得の研修を実施した．   

4 螢光X線分析装置の利用   

苦情処理に伴う山田川（遠賀川支流）の沈殿物のX繰  

回折強度を測定した．   

電子顕微鏡管理業務   

複合型電子顕微観を有効利用するにあたり，臨界点乾  

燥装置，ウルトラミクロトームの調整による試料作成及  

びそれに伴う機器の操作法の習熟に務めた．当年度実施  

した主な業務としては，透過型電子顕微鏡を用い，下痢  

症ウイルス及びその他のウイルスの検索同定・増殖様  

式・感染による宿主細胞の変性に関する解析を行った．  

一方，走査型一分析型電子顕微鏡を用い，海域底質の成分  

解析，乾性降下物（黄砂）の解析及び発生源粒子の形状  

特性並びに元素組成解析を行った．また通過型一分析型電  

子顕微鏡を用い，発生源及び環境中のアスベスト粉じん  

の定量を行った．  

ニトロフェニルー2，4，6－トリクロロフェニルエーテル），  

LAS（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩）を試験対象  

とした．微生物源としては11月に，県内2河川（都市  

型，農村型）の各々の上，下流地点で採水した4試料を  

用いて化学物質の分解性試験を実施した．その結果，  

LASは易分解性であり，CNPは比較的難分解性であっ  

た．一方，アニ リンは上流の試料では分解しにくく，下  

流の試料では分解しやすいことがわかった．   

2 環境測定分析統一精度管理調査   

環境測定分析に関する信頼性の確保と精度の向上を図  

る目的で環境庁の主導により全国規模で実施されている  

本調査に参加した．日本環境衛生センターから各機関に  

送付された共通試料（粉じん：通路堆積物）について指  

定された分析法で測定した．分析対象項目の中で，カド  

ミウム，チタンの測定を担当した．   

3 ガスクロマトグラフー質量分析計の利用   

ガスクロマトグラフL質量分析計（GC－MS）を使用し  

た当年度の主要な調査研究は，環境庁委託の化学物質環  

境汚染実態調査であった．化学物質環境調査においては  

水質，底質，魚類中のベンゼン，トルエン，エチルベン  

ゼン，イソプロピルベンゼン，0－，椚－，♪－キシレン，ス  

保 健 科 学 部  

細  菌  誅  

昭和61年4月から62年3月までの法定伝染病，食中毒発生に伴う検査及び食品の細菌真菌検査汚染に関する行政依  

頼検査総数は657件であった．当年度の食中毒事例は24事例で，腸炎ビブリオによるもの6事例，ブドウ球菌によるも  

の5事例，サルモネラによるもの3事例，ウエルシュ菌によるもの2事例及び毒素原性大腸菌によるもの1事例が認め  

られた．最近の細菌性食中毒はその原因菌が種々多様性に富むのが特徴的である．   

河川及び海水の大腸菌群汚染調査についても従来通り検査を実施した．   

調査研究業務は厚生省がん研究及び環境庁委託大気汚染物質の変異原性モニタリング規格化の調査を実施した．   

病原細菌検査  

1法定伝染病に係る病原細菌検査   

表4は昭和61年4月から昭和62年3月までのコレラ  

菌，チフス菌，パラチフスA菌，赤痢菌及び赤痢アメー  

バに関する検査状況を示した．  

1・1 チフス菌，パラチフスA菌検査   

当年度依頼されたチフス，パラチフスA菌の同定検査  

は5件であった．チフスの発生は筑紫，飯塚，LU門，遠  

賀の各地域でそれぞれ1例計4例認められた．また，パ  

ラチフスの発生は大牟田市で1例認められた．  

1・2 チフス菌，パラチフスA菌のファージ型別   

当年度県下で分離されたチフス菌，パラチフスA菌の  

ファージ型別成績は表5に示した．チフス菌のファージ  

型は，Ml型が2例，DVS，D2型が各1例計4例であっ  

た．パラチフスA菌では，1型が1例であった．  

1・3 赤痢菌検査   

当年度依頼された赤痢菌検査は6事例18件であった．  

昭和62年1月16日に八女保健所管内で発生した赤痢の  

1事例（72才の男性）はポイド型赤痢菌4型によるもの  

で，患者は海外旅行歴がなく発生源については不明で  

あった．ポイド型赤痢菌が検出されたのは当県では戦後  

初の検出例であった．昭和62年2月26日から3月27日   
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表 4  コレラ菌，チフス菌，パラチフスA菌，赤痢菌及びアメーバ赤痢の細菌検査  

検査年月日   保 健 所   検査項目   件 数  結   果  備   考  

チ フ ス 菌   1  チ フ ス 菌  

パラチフスA菌   1 パラチフスA菌  

チ フ ス 菌   1  チ フ ス 菌  

チ フ ス 菌  1 チ フ ス 菌  
赤痢アメーバ  7  赤痢アメーバ   

チ フ ス 菌   3  チ フ ス 菌  

コレラ菌及び  1 陰  性  

赤  痢  菌  

赤  痢  菌  1 赤  痢  菌  
赤痢アメーバ  6  赤痢アメーバ  

紫
市
塚
門
賀
 
 
賀
隈
 
 
女
都
 
 
 

田
 
 
 

牟
 
 

筑
大
飯
山
遠
 
 
遠
大
 
 
八
京
 
 

9
 
4
 
1
 
仁
U
 
3
 
 

2
 
 
 

2
 
 

4
 
4
 
5
 
5
 
7
 
 

1
 
 

亡
じ
 
 

昭
 
 

1件 陽性（船員，東南アジア方面航海）  

6件 陰性（家族）  

1件 陽性，2件 陰性（家族）  
インド，ネパ・－一／レ旅行者  

ソンネ，コリシン型：6型  

1件 陽性（インド，ネパール，タイ旅行者）  

5件 陰性（家族）  

痢
 
 
痢
痢
 
 

赤
陰
赤
赤
 
 

1
3
9
3
 
謂
 
 

菌
菌
菌
菌
 
 

痢
痢
痢
痢
 
 

赤
赤
赤
赤
 
 

女
女
米
女
 
 

留
 
 
 

八
八
久
八
 
 

仁
U
 
5
 
7
 
9
 
 

1
1
1
 
 

L
3
．
3
．
3
．
計
 
 
 

2
 
 

仁
じ
 
 

昭
 
 

菌  ポイド，血清型4（72才，男性．海外渡航歴なし）  

性  食品  
菌  ソンネ，コリシン型：0型  

菌  ソンネ，コリシン型；0型  

で，その主症状は下痢，腹痛及び発熱（390C前後）であっ  

た．患者3名の便について細菌検査を行った結果，パラ  

チフスB菌（d－酒石酸陽性）が検出された．また，某料  

亭調理従事者についても検便を実施したところ，17名中  

2名の便からも同菌が検出された．この菌のファージ型  

はDundee及び3bであり，Dundeeは過去本県では検出  

されたことのないファージ型であった．   

2・2 毒素原性大腸菌食中毒   

昭和61年5月11日鞍手郡若宮町某旅館において，本  

菌による食中毒が発生した．総患者数は49名で，その主  

症状は，下痢，腹痛であった．細菌検査の結果，患者便  

12名中10名の便から毒素原性大腸菌（血清型06：K  

15，毒素LT及びST産生性）を検出した．細菌学的及び  

疫学的調査の結果，原因は井戸水と推定された．   

2・3 耐熱性ウエルシュ菌食中毒   

昭和62年2月18日粕屋郡某施設において，下痢，腹  

痛を主症状とする食中毒が発生した．摂食者1，599名中  

患者は40名であった．有症者及び同給食を摂食した調理  

従事者について細菌検査を実施した．その結果，有症者  

52名中52名，また調理従事者22名中21名の便から耐  

熱性ウエルシュ菌が検出された．分離株の血清型別の結  

果，73株中67株がTW41型（都衛研血清）でその他6  

株は型別不能であった．原因食究明のため同給食施設に  

保存されていた2月16日及び17日の計6食分の検食に  

ついて細菌検査を実施した．その結果，2月17日，昼食  

メニュー“ポテトサラダ’から耐熱性ウエルシュ菌  

TW41型が検出された．以上の結果より本食中毒は，“ポ   

に八女市内某保育園を中心に患者159名のソンネ型赤痢  

菌による流行が認められた．この発生に関連し，食品3  

件の赤痢菌検査を実施したが，いずれも陰性であった．   

1・4 赤痢菌のコリシン型別   

当年度依頼された赤痢菌のコリシン型別は3事例13  

件であった（表4）．昭和61年12月26日に八女保健所  

管内で発生した赤痢のコリシン型は6型であった．また  

昭和62年2月26日から3月27日に八女市内某保育園  

で発生した赤痢のコリシン型は0型であった．   

1・5 赤痢アメーバ検査   

アメーバ赤痢は遠賀及び京都の両保健所管内で発生が  

認められ，2事例13件について赤痢アメーバの検査を  

行った．患者2名の血清をOuchterlony法による沈降反  

応及び補体結合反応によって免疫学的診断を行ったとこ  

ろ，いずれも陽性の結果を得た．   

2食中キ原因調査   

当年度の食中毒発生は24事例で，合計561検体につい  

て食中毒原因調査を実施した（表6）．検出原因菌は腸炎  

ビブリオによるもの6事例（25．0％），黄色ブドウ球菌に  

よるもの5事例（20．8％），サルモネラによるもの3事例  

（12．5％），耐熱性ウエルシュ菌によるもの2事例，毒素原  

性大腸菌によるもの1事例であったが，原因菌が不明の  

事例が7事例（29．2％）認められた．主な食中毒発生概  

要は，下記の通りであった（県公衆衛生課依頼）．   

2・1 パラチフスB菌食中毒   

昭和61年5月9日飯塚市において，某料亭を原因施設  

とした食中毒が発生した．摂食者14名のうち患者は5名  



－13 －  

表 5  チフス菌及びパラチフスA菌ファージ型別成績  

患  者  

診定月 日  分離材料  性
 
 

齢
 
 
 

年
 
 紫

塚
門
賀
 
 

筑
飯
山
遠
 
 

6
 
9
 
0
 
3
 
 

3
 
6
 
1
 
5
 
 

町
 
 
町
 
 
 

波
 
 
垣
 
 
 

穂
 
 
岡
 
 

市
郡
市
郡
 
 

岡
穂
川
賀
 
 

福
嘉
大
連
 
 

液
 
 
液
 
 

血
尿
血
便
 
 

9
 
7
 
0
 
6
 
 

1
 
3
 
2
 
 
 

4
一
 
4
一
 
4
一
 
1
 
 

1
 
 
 

1
 
 

6
 
 

男
男
男
男
 
 

チフス菌  

市
 
 

田
 
 

牟
 
 

大
 
 

市
 
 

田
 
 

牟
 
 

大
 
 

男
 
 

尿  昭61．4．21  

ファージ型は国立予防衛生研究所で実施した．   

表 6  食 中 毒 細 菌 検 査  

事例検査年月日 所轄保健所 発生場所   患者数原因施設 検査件数 原因食   原因菌  血清型，コアグラーゼ型  

1昭61・5・9飯 塚飯断   5料 亭 37従事者（推定）サルモネラ ㌍票禁急 
e。，3b  

田
紫
屋
像
門
女
都
塚
屋
島
紫
井
米
羽
木
門
米
女
隈
像
米
上
賀
門
木
門
屋
屋
紫
賀
 
 

留
 
 

留
 
 

留
 
 
 

宮
筑
粕
宗
山
八
京
飯
粕
糸
筑
三
久
浮
黒
山
久
八
大
宗
久
築
遠
山
黒
山
粕
相
筑
遠
 
 

鞍手郡若宮町  

ノ／  

／／  

〃  

福岡市   
／／  

館
 
 

旅
 
 

水（推定）毒素原性大腸菌 06：K15；LT＋，ST＋  
／／  〃  ／／  

／／  〃  〃   

／／ ／／ ／／  

不   明 耐熱性ウエルシュ菌 型別不能  

／／  〃  ／／  

弁   当 黄色ブトウ球菌 コアグラーゼⅥⅠ型  

すし，従事者 サルモネラ   S．enteritidis  

鉢   盛 腸炎ビブリオ  03：K29，04：K13，04：K8  

不   明 黄色ブドウ球菌 コアグラーゼⅥ1型  

／／  〃  ／／  

〃   腸炎ビブリオ  08：K21  

〃  〃  〃   

／／  不  明  

鉢   盛 腸炎ビブリオ  04：K13，05：K15，04：K34  
〃  〃  04：K34  
／／  ／／  ／／  

〃  
／／  04：K18  

駅弁（推定）サルモネラ   S．infantis  

不   明 黄色ブドウ球菌 コアグラーゼⅢⅠ型   

／／   不  明  

／J ／／  

弁   当 黄色ブドウ球菌 コアプラーゼⅡ1型  

不   明 腸炎ビブリオ  04：K8   

／／   不  明  

／／  ／J   

／／ ／／  

サ ラ ダ 耐熱性ウエルシュ菌 TW41型  
〃  〃  型別不能  

不   明 不  明  

2  5．11  

〃  

4
一
7
 
4
 
2
 
8
 
9
 
7
 
6
 
1
 
5
 
2
 
1
 
2
 
1
 
6
 
0
0
 
1
 
2
 
4
 
0
0
 
6
 
3
 
7
 
1
 
4
一
2
 
3
 
0
U
 
4
 
0
0
 
 

1
 
1
 
1
 
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1
 
1
 
 
 
 
2
 
2
 
1
 
1
 
 
 
 
2
 
 

5
 
 

2
 
2
 
 

4
一
 
 

1
 
 

）49  
ル
 
 
屋
産
屋
明
屋
ル
 
 
明
産
 
 
 
屋
明
屋
明
校
屋
明
校
会
校
設
 
 
校
 
 

〃
〃
〃
テ
〃
当
し
軋
 
当
テ
〃
 
 

軋
〃
〃
軋
 
当
 
当
 
猷
 
鰯
〃
 
 

ホ
 
 
弁
す
仕
不
弁
ホ
 
 
不
仕
 
 
 
仕
不
弁
不
学
弁
不
学
剣
学
給
 
学
 
 

／／   

／／  

6．10  

／／  

亡
U
 
 
2
 
亡
U
 
O
O
 
2
 
1
 
 
0
 
 
 
2
 
9
 
 
2
 
 
5
 
0
0
 
2
 
3
 
9
 
2
 
7
 
5
 
0
 
9
 
 
 
0
 
 
 
2
 
 

1
 
 

2
 
 
 
 
7
 
2
 
4
 
 
 
4
 
 
8
 
 

3
 
 

4
 
 

2
 
 

京都郡苅田町  

飯塚市  

福岡市  

糸島郡二丈町  

筑紫郡那珂川町  

4
 
5
 
亡
U
 
7
 
8
 
9
 
 

9
 
1
 
7
 
1
 
3
 
1
 
2
 
5
 
亡
U
 
O
O
 
 

1
 
 

2
 
2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 
 

亡
U
 
7
 
7
 
7
 
7
 
0
0
 
0
0
 
0
0
 
0
0
 
0
0
 
 

久留米市   

／／  

浮羽郡浮羽町  

八女郡黒木町  

柳川市  

〃  

八女郡広川町  

福岡市  

宗像郡福間町  

久留米市  

豊前市  

遠賀郡遠賀町  

大牟田市  

八女郡大木町  

柳川市  

粕屋郡柏屋町  

柏屋郡宇美町  

〃  

遠賀郡岡垣町  

O
 
1
 
2
 
 

1
 
1
 
1
 
 

／／  

13  8．20  

14  8．26  

15  9．3  

16  9．5  

17  9．12  

18  10．11  

19  10．13  

20  12．4  

21  12．13  

22 昭62．1．17  

23  2．18  

〃  

24  2．22  

計  561  

チトサラダ’を原因食とした耐熱性ウエルシュ菌TW41  例実施した．検査材料はハヤシ缶詰，ショートケーキ，  

型に起因する食中毒であることが判明した．  カツオのたたき及び干しチリメン等の14検体であった．   

3 苦情処理に係る細菌検査  検査の結果，いずれの検体からも食品衛生上問題となる   

当年度の苦情に係る細菌検査は夏期（5－8月）に4事  細菌は検出されなかった（県公衆衛生課依頼）．   
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4 真菌同定検査   

昭和61年5月飯塚保健所管内某小学校の学校給食パ  

ンの異臭に係る事例が発生した．飯塚保健所においてパ  

ンから真菌を分離し，当センターヘ同定のため菌株が搬  

入された．同定の結果，分離株は5bccゐαγ0椚γCどぶ  

ce柁〃ね由gであった（県公衆衛生課依頼）．   

5 肉種鑑別   

昭和61年5月2日久留米市内某小学校の給食に異常  

が認められたため，使用された食肉等6検体について肉  

種鑑別を行った．ゲル内沈降反応による検査の結果いず  

れの検体も抗牛肉血清と沈降反応が認められた（県公衆  

衛生課依頼）．   

食品の細菌汚染に関する調査   

当年度は，輸入食品及び食鶏類の細菌汚染状況と，缶  

詰及び真空包装食品の細菌汚染状況調査を実施した．検  

査項目は，魚介類ではビブリオ属を中心とした8項目に  

ついて，また食肉類，缶詰及び真空包装食品は嫌気性及  

び微好気性菌を中心とした7項目について実施した（県  

公衆衛生課依頼）（表7）．  

環境及び汚濁源監視調査   

河川水水質調査，湖沼及び水道水源の環境水質調査，  

海水水質監視調査．事業場排出水調査，海水浴場水質調  

査及び生活雑排水処理システム検討調査に関して，大腸  

菌群最確数及びふん便性大腸菌群数の調査が環境整備局 ●●  

公害課から依頼された．  

1 河川水水質調査   

当年度は豊前海流入河川，遠賀川水系，筑後川水系，  

筑前海流入河川，矢部川水系及び大牟田市内河川につい  

て調査を実施した．   

この調査で73河川に設定された89測定地点から採水  

した試料について，大腸菌群最確数検査を実施した．検  

査結果は表8に示した．既に大腸菌群最確数の基準値が  

定められた64河川75地点のうち，57河川65測定地点  

（86．7％）が基準値以上の結果であった．また大腸菌群汚  

染状況を各河川について前年度と比較すると，大差は認  

められなかったが，豊前海流入河川の3測定地点，遠賀  

川水系の2測定地点，筑前海流入河川の2測定地点及び  

矢部川水系の3測定地点については基準値以下であった．   

2 湖沼及び水道水源の環境水質調査   

当年度実施した湖沼及び水道水源の環境水質調査につ  

いて大腸菌群最確数検査を行った．大腸菌群汚染は例年  

と大差なく低いことが分かった（表9）．   

3 海水水質監視調査   

当年度実施した筑前海及び有明海の海水水質監視調査  

は，福岡及び有明水産試験場が採水した海水について大  

腸菌群最確数検査を行った．表10に示すとおり検査の結  

果は有明海の1測定地点（2，800MPN／100mJ）を除いて  

は，いずれも基準値（1，000MPN／100mJ）以下であっ  

た．   

4 事＃場排出水調査   

県環境整備局公害課と各保健所は特定事業場に対して，  

水質汚濁防止法に基づく排出水調査のための立ち入り調  

査を行ったが，当年度は八女保健所管内の大腸菌群最確  

数検査を当課で実施した．検査の結果，11事業場11検体  

のうち，基準値を上回った検体は2件であった．   

5 海水浴鳩水質調査   

海水浴場水質調査項目のうち，ふん便性大腸菌群検査 ●●  

を当課で実施した．県内海水浴場のうち遠賀保健所管内  

3海水浴場8地点，宗像保健所管内5海水浴場12地点，  

粕屋保健所管内1海水浴場3地点及び糸島保健所管内3  

海水浴場8地点計12海水浴場31地点について，海水浴  

シーズン前（昭和61年5月21日－6月4日）と海水浴  

シーズン中（昭和61年7月21日－8月7日）に採水を行  

い，ふん便性大腸菌群検査を行った．検査の結果，シー ●●  

ズン前に採水した検体及びシーズン中に採水した各108   

表 7  食品の細菌汚染に関する検査  

項  目  件数  備  考  

輸入魚介頼の細菌検査  

輸入食肉の細菌検査  

鶏肉類の細菌検査  

缶詰及び真空包装食品  

の 細 菌 検 査  

12  ばい貝，赤貝，うに，えび  

5  牛肉，馬肉，マトン  

10  鶏肉，鶏肝臓   

5  漬物，野菜の水煮  

計  32   

1 輸入魚介類の細菌検査   

輸入魚介類の細菌検査は，ばい貝2検体，赤貝3検体， ●●  

うに2検体，えび5検体計12検体について実施した．検 ●■●■  

査の結果，腸炎ビブリオが2検体から検出された．   

2 輸入食肉の細菌検査   

輸入食肉5検体についての細菌検査結果は，いずれの  

検体からも大腸菌群が検出された．   

3 鶏肉類の細菌検査   

鶏肉類10検体の細菌検査を実施した．その結果，  

（お明抄わ占αCねrroJfが3検体から，C．カ〟〝∫が1検体か  

ら検出された．また黄色ブドウ球菌は10検体中6検体か  

ら検出された．   

4 缶詰及び真空包装食品の細菌検査   

缶詰及び真空包装食品5件についての細菌検査結果は，  

好気性，徴好気性及び嫌気性のいずれの細菌も食品衛生  

上問題となる細菌は検出されなかった．  



表 8  河川水の大腸菌群最確数検査成績（MPN／100mJ）   

区分河川名 採水地点 歪警芸基準値  値
 
 
 

準
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群
数
 
 

朋
確
 
 

大
最
 
 

区分 河 川 名  採 水 地 点  

′黒   川  

友 枝 川  

佐 井 川  

岩 岳 川  

中   川  

角 田 川  

上河内川   

城 井 川   

真如寺川  

岩 丸Jrl  

極楽寺川   

挨  Jrl   

今  Jrl  

新
貴
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沓
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滝
浜
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吾
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岡
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A
A
A
A
A
A
A
A
A
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A
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C
A
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B
B
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C
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B
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C
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2
 
 

2200   

920  

79  

1600   

2200   

540   

3500  

1600   

700  

160000   

2200  

1800   

3300  

16000   
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上
川
本
 
船
 
 
洗
 
 
 

井
 
 
の
田
の
 
 

山
 
 

井
山
野
 
 

谷
津
中
瑞
桜
亀
長
 
 

豊
前
海
流
入
河
川
 
 止

 
 

宮
幡
妻
の
木
尾
郷
汐
 
 

筑
 
前
 
海
 
流
 
入
 
河
 
 

茂
吉
満
口
笠
頸
岡
珂
矧
入
 
 
 

加
福
宝
山
御
牛
諸
那
矢
汐
 
 
 

堰  1800  

弥
 
入
 
 

矢
野
 
 

佐
福
岩
永
大
瓦
諸
警
矢
汐
砂
多
野
浜
上
皇
中
山
 
 

口  橋  5400  

江 尻 川  常  盤  橋  110000  

長峡川（雲音川寺  
橋  54000  

橋  3500   

小波瀬川  二  崎  橋  11000  

音 無 川  松  原  橋  92000  

口  橋  5400  

野  橋  920  
八木山川  

遠
賀
川
 
 

波
賀
諾
宗
瞞
 
 

丸
満
良
 
 

穂
遠
中
犬
花
山
 
広
 
金
宝
 
高
 
 

天  道  橋  35000  

鴨生上水道取水口  11000  

ケ 瀬 橋  3500  

ノ 木 堰  16000  花
酒
天
大
永
古
鬼
高
下
大
陣
中
高
佐
屋
幡
柳
 
 

橋  28000  

橋  94000  

寺
 
水
原
 
 

見
竺
 
 
代
坂
 
 

郷
部
野
春
木
 
 
 

善
 
賀
＝
良
＝
 
 

橋
橋
門
橋
 
 

星
辺
白
楠
沖
矢
塚
日
大
 
 

35000  

22000  

47000  

33000  筑
 
 
後
 
 

開  堰  

鳥  堰  

明  橋  

田
 
 

天
 
 
 

三
礎
三
晴
鶴
五
 
 

川 河 口   540000   

原 橋  1700000  川
川
 
ム
 
川
 
 

端
部
崎
銅
 
 
 

習
瀬
甜
 
 

大
陣
巨
小
 
 

口
 
 

洗
 
 

刀
 
 

大
 
 

16000  

犀 川 橋  14000   

原  橋  6300   

成  橋  3500  

田 川 橋  110000  

形 原 橋  4000   

城  橋  26000   

野  橋  17000  

橋  

月  橋  

諏訪川（言誤雷岩霊  

堂面川（悪霊霊漂  

白銀川（竺池電崇横井霊  

隈 川（墓地晋内諾  

大
牟
田
市
内
河
川
 
 

佐田川（  

桂   川  

隈 上 川  

基準値 AA：50MPN／100ml以下 湖沼A：1000MPN／100ml以下  

A：1000MPN／100ml以下 C，D，E：基準値なし  

B：5000MPN／100ml以下   
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表 9  湖沼及び水道水源の大腸菌群最確数検査  県環境整備局公害課の依頼を受けて，河川水及び汚泥の  

大腸菌群最確数検査及びふん便性大腸菌群数検査を実施 ●■  

した．検査の結果は県環境整備局公害課に報告した．   

7・2 糸島郡志摩町某施設の汚濁水が，近くの海水浴  

場及び漁場を汚染しているとの苦情が発生したために，  

昭和61年7月志摩町から原因究明の依頼が糸島保健所  

にあった．当課は，県環境整備局公害課の依頼を受けて，  

排水海域及び某施設から1．5km東北海域の大腸菌群最  

確数検査及びふん便性大腸菌群数検査を実施した．検査 ●●  

の結果は，県環境整備局公害課に報告した．   

7・3 遠賀郡水巻町に立地する某し尿処理場の地下水  

に異臭が感じられるとの苦情が発生したために，昭和61  

年9月その原因究明のための調査が実施された．当課は，  

県環境整備局整備課の依頼をうけて，し尿処理場井戸水  

4検体について，ふん便性大腸菌群数検査を実施した．  

検査の結果は，県環境整備局整備課に報告した．   

一般細菌検査   

当年度依頼された一般依頼細菌検査は次の通りである  

（表11）．  

表11 一般依頼細菌検査  

採水年月 日 大腸菌群最確数  

（昭1I］61年） （MPN／100ml）  
測定地点名 水 域 名  

日向神ダム 矢 部 川  

力丸ダム 八木山川  

油木ダム 今   ノIrl  

江川ダム 小石原川  

寺内ダム 佐 田 川  

ます淵ダム 紫   川  

9
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2
 
2
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1
 
 

表10  海水の大腸菌群最確数検査  

採水年月日 大腸菌群最確数  

（昭和61年）（MPN／100mの  
海 域  採 水 地 点  

9
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0
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2
 
 

2
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2
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2
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2
 
2
 
2
 
 

2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 
 

5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
 

遠賀川河口沖 St，1  

試験・検査項目  検体数  備  考  

食品細菌検査  

健康食品の細菌検査  

無 菌 試 験  

生活用品の細菌検査  

計  

う に，赤貝等   

保存血液等  
ポ リ 容 器  

〇
 
．
4
 
2
 
4
 
0
 
 

0
 
 
 
 
7
 
 
 
 
0
0
 
 

3
 
 

3
 
 

検体合計216検体については，いずれも基準値以下で  

あった．なお基準値は1遇おきに2回検査してその平均  

値が海水100mJ当り，快適は100個以下，適は  

100－1，000個，不適は1，000個以上とされている．   

6 生活雑排水処理システム検貫寸調査   

本調査は生活雑排水の影響により河川の水質汚濁が顕  

在化していることから，既存の生活雑排水処理施設につ  

いて実態を調査し，生活雑排水の簡便で適正な処理方法  

を検討することによって，住民に対する啓寮活動のため  

の資料を得ることを目的としたものである．昭和61年5  

月22日から昭和62年3月31日までに，大刀洗町（処理  

施設：土壌浄化式）から採水した37検体について大腸菌  

群最確数検査を行った．検査の結果，28検体は3，000  

MPN／100mJを大幅に上回った．   

7 書冊処理鯛査   

7・1八女郡立花町の倒産した某缶詰工場排水処理施  

設処分工事にともない，河川等が汚染しているとの苦情  

が発生したために，昭和61年6月に立花町から，有害物  

質及び細菌検査の依頼が八女保健所にあった．当課は，  

1食品細菌検査   

当年度の食品細菌依頼検査は生うに，赤貝等合計300 ●●  

検体であった．この検体を項目別にみると，細菌数検査  

が2即件，腸炎ビブリオ最確数検査が265件，大腸菌最  

確数検査が132件，ナグビブリオ最確数検査が78件，大  

腸菌群検査が14件，ブドウ球菌，サルモネラ，乳酸菌及  

びその他の細菌検査が52件の計飢6件であった（表  

12）．当年度の食品細菌検査の特徴は総検体数300検体の  

うち，輸入生うに及び赤貝の細菌検査が265件で錮．3％ ●●  

を占めた．検査の結果，腸炎ビブリオが265検体中28検  

体（10．6％）から検出された．   

2 健康食晶の細菌検査   

当年度の健康食品の細菌検査は4検体であった．   

3 無菌試験   

薬事法（昭和35年法律第145号）第42条第1項の規  

定に基づき，生物学的製剤基準（昭和60年10月2日厚  

生省告示第159号）が制定され，昭和61年10月1日以  

降製造された血液製剤についてはこの基準により試験検   
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表12  そ の 他 の 細 菌 検 査  

検 査  項  目  

検 体 名 検体数  

項目数細菌数警吉富歪霊芸ナ言冨㍍大腸菌群ブドウ球菌サルモネラ乳酸菌数その他  

生食用魚介類   

生 う に   

赤   貝  

アイスクリーム塀  

乳，乳酸菌飲料  

肉，肉製品  

麺  類  

その他の食品  

計  

0
 
5
 
1
 
1
 
仁
U
 
1
 
3
 
7
 
 

1
 
 
 
 
8
 
 

4
 
2
 
 

2
 
 

2
 
 

1
 
9
 
2
 
6
 
4
 
∩
フ
 
5
 
6
 
 

7
 
6
 
 

2
 
2
 
1
 
1
 
 

6
 
 

（
X
U
 
 

O
 
5
 
1
 
2
 
6
 
3
 
3
 
0
 
 

1
 
1
 
0
 
 

4
 
2
 
 

3
 
 

2
 
 

0
 
5
 
 

4
 
2
 
 

2
 
 

1  

1  

6  6  

11  7  

1  9  

2  2  

6  

2  

78  14  22  6  4  8  

表13  無 菌 試 験  
の不適件数は14件（28．6％），浄水のそれは認められな  

かった（表14）．   

6 飲料水等の細菌検査   

井水等の飲料水適否検査項目中，一般紙菌数及び大腸  

菌群検査件数は539件で，前年度と大差はなかった．検  

査の結果，不適件数は141件（26．2％）であり，不適率  

は例年と大差はなかった．   

7 浄化槽放流水の大腸菌群最確数検査   

当年度の浄化槽放流水の大腸菌群最確数検査件数は  

438件であった．検査の結果，大腸菌群最確数が3，000  

MPN／100mJを越えたものは25件（5．7％）認められ  

た．   

8 生活用晶の細菌検査   

当年度はポリスチレン性成形容器4検体，布おむつ2  

検体について細菌検査を行った．   

研 究 関 係   

がん研究手業   

当年度は次の委託研究を実施した．  

1厚生省指定研究ヒトがんの第一次予防に関する基  

礎的研究（主任研究者国立がんセンター研究所，佐藤茂  

秋生化学部長）   

当年度は3－ニトロフルオランチンをニトロ化した  

3，7－，3，9－ジニトロフルオランチンのサルモネラに対する  

変異原性，チャイニーズハムスターV79細胞に対する変  

異原性，マウス赤血球の小核誘発能及びラット皮下接種  

による発がん性を検討した．   

また，3，7－，3，9一ジニトロフルオランチンがディーゼ  

ル排ガス中に含まれていることを証明した．   

2 環境庁委託大気汚染物質の変異原性に関する規格  

化の検討   

大気に係る重金属などによる長期暴露影響評価の手法  

に関する調査研究検討会，変異原調査ワーキンググルー   

検   体   名   検体数   不適検体数  

保 存 血 液  

濃 厚 赤 血 球  

洗 源 赤 血 球  

白血球除去赤血球  

新鮮 凍 結 血 祭  

濃 厚 血 小 板  

計  

0
 
0
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

4
 
3
 
0
 
0
 
2
 
3
 
2
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
7
 
 

表14  水道原水及び浄水・井水などの細菌検査  

不  適  項  目  
項  目 検査件数 不適件数  

大腸菌群 一般紙菌数  

水道水（霊宝  

0
 
0
 
2
 
2
 
 

1
 
 
 
 
 
0
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 

28  14  

21  0  

4
 
0
 
5
 
9
 
 

1
 
 
 
 
2
 
3
 
 

1
 
1
 
 

井 水 等  539  141  

計  588  155  

査されることになった．当年度は福岡及び北九州赤十字  

血液センターから依頼された保存血液14件，濃厚赤血球  

13件，洗源赤血球10件，白血球除去赤血球10件，新鮮  

凍結血費12件，濃厚血小板13件計72件について実施し  

た．試験の結果，各検体とも細菌及び真菌の汚染は認め  

られなかった（表13）．   

4 殺菌効力試験   

当年度の殺菌効力試験は，歯科製剤1件について実施  

した．   

5 水道原水及び浄水の細菌検査   

水道法に基づく細菌検査項目中，一般細菌数及び大腸  

菌群検査は，原水が28件，浄水が2］．件であり総検査件  

数は49件で，前年と大差はなかった．検査の結果，原水  
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プが国立公衆衛生院，東京慈恵医大，東京都環境科学研  

究所，名古屋市及び仙台市衛生試験所並びに福岡県衛生  

公害センターで61年度から3年計画事業として始まっ  

た．まず，61年度は変異原テストのマニュアルの規格化  

を検討した．62年度はこのマニュアルにしたがった変異  

原テストを実施する予定となっている．  

ウ イ ルス課  

当課の主要業務は，県衛生部経由の厚生省委託による伝染病流行予測調査事業（流行予測調査），感染症サーベイラン  

ス事業（サーベイランス）に係る検査業務，行政依頼検査業務及び調査研究であった．当年度も流行予測調査と，近年  

検体数が増加しているサーベイランスが業務の中心であったが，行政依頼検査としてエイズの抗体検査業務及び当県に  

おいては初めてのつつがむし病患者発生による，リケッチア症の検査業務等が新たに加わった．   

流行予測調査では，日本脳炎（日脳）感染源調査（と場ブタの日脳ウイルスHI抗体測定），インフルエンザ感受性調  

査（インフルエンザ流行前の一般住民のHI抗体保有調査），インフルエンザ感染源調査（病院外来患者及び集団発生児  

童・生徒からのウイルス分離と流行株型の把握），風しん感受性調査（一般住民のHI抗体保有調査），ポリオ感染源調査  

（ポリオ生ワクチン投与2箇月後の小児糞便からのウイルス検出）等を実施した．   

サーベイランスでは，各検査定点医療機関から採取・搬送されてきた検体について，ウイルス学的検査を行った．   

行政依頼検査は，県保健対策課から依頼されるものが多く，4保健所管内で発生した日脳疑似患者の血清学的検査，  

2保健所管内で発生したつつがむし病届出患者の血清学的検査，1保健所管内で集団発生したインフルエンザ様患者か  
らのウイルス分離同定及び血清学的検査，嘆傷犬の狂犬病病性鑑定，ポリオウイルスの型別同定等であった．また，年  

度末の2月中旬から当県においてもエイズの抗体検査の体制が整えられ，当課で検査を担当することになった．この業  

務は当分継続することが予想される．   

調査研究業務は，次の6題について実施した．1）福岡県における感染性疾患のウイルス学的研究：当年度流行した  

ウイルス性疾患についてウイルス学的検査を行い，その病原ウイルスを究明した．2）ウイルス感染症の免疫学的研究：  

小児に多発する無菌性髄膜炎の病原ウイルスに対する低年齢層住民の中和抗体保有状況を調査した．3）福岡県におい  

て野外蚊から分離された非日脳ウイルスのウイルス学的及び疫学的研究：既知アルポウイルスと分離されたラブドゥイ  

ルスとの異同及び各種動物について血清疫学的調査を行った．4）ヒト下痢症ウイルスとその他のウイルスの形態学的  

及び生化学的研究：嘔吐下痢症患者の糞便から小型円形ウイルスの存在を九州では初めて電顕学的に証明した．5）イ  

ンフルエンザワクチンの個人感染防止に関する研究：看護学校学生90名の冬期におけるインフルエンザ感染状況を血  

清学的に明らかにした．6）福岡県におけるつつがむし病患者発生に関する研究：当県において初めて発生した患者に  

ついて血清学的診断及び患者からリケッチアツツガムシを分離した．   

以上の業務のうち，特にサーベイランスの検査は年々検体数も増加し，県内で流行したウイルス性検査対象疾病につ  

いてはほとんどその病原ウイルスを検出し，検査情報として当年度も多くの情報を関係各機関へ報告することができた．  

また，エイズの血清学的検査が2月から開始され当分継続すると思われるが，業務量が増大するのは62年度以降であろ  

う．   

各業務での調査結果は項目別に述べるが，いずれも衛生行政の資料に供し，また，学会・研究会等で発表した．   

伝染病流行予測調査事業  

1 日本脳炎   

日脳については，ブタの日脳HI抗体保有率を指標と  

した感染源調査及び当課の調査研究を兼ねて，コガタア  

カイエカ（蚊）の出現消長並びに日脳ウイルス保有に関  

する調査を実施した．これらの調査に基づく自然界での  

日脳ウイルスの動向は“日脳ウイルス情報”として資料  

を県衛生行政に提供した．その概要は次のとおりであっ  

た．  

1・1 感染源調査   

6月下旬から9月中旬まで毎週，県内産で7箇月齢以  

下のブタ20頭から，と殺放血中に採血し，JaGArOl株  

に対するHI抗体及び2－メルカプトエタノール（2  

－ME）感受性HI抗体を測定した（表15）．7月15日に  

初めてブタからHI抗体が検出され，そのうち40％は2  

－ME感受性抗体であった．従って，当県ではこの時期に  

日脳ウイルス汚染が開始したと考えられる．7月22日に  

はブタのHI抗体保有率が90％となり，日脳ウイルス汚  

染推定地区に指定され，翌週の7月29日には100％に達  

し，以後調査終了時まで100％を維持した．また，2－ME   
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表15  昭和61年度 ブタの日本脳炎HI抗体保有状況  

2－ME感受性  

陽性率   抗体保有率  
（％）  （％）  

HI抗 体 価  
採血月日 検査頭数  

＜10   10   20   40   80  
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表16  昭和61年度 ライトトラップによる日本脳炎ウイルス媒介蚊の出現消長  

採 蚊 個 体 数  
R
l
 
 

月
 
取
 
 

採
 
 

天  候  気 温（OC）  
個体数  対数値＊＊  

仁
U
 
3
 
0
 
7
 
4
 
1
 
7
 
3
 
1
 
8
 
4
 
1
 
0
0
 
 

2
 
 
 
 
1
 
1
 
2
 
3
 
 
 
 
 
1
 
2
 
2
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 
 

6
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
〔
バ
）
 
（
〕
0
 
8
 
8
 
9
 
9
 
9
 
 

くもり  24．5－25．5  

くもり  19．5－20．0  

雨後晴  24．5－26．0  

晴  26．5－27．0  

くもり  24．5－25．0  

くもり時々雨   26．5－28．0  

晴  23．0  

晴  26．0－26．5  

くもり  23．5－24．5  

くれり時々雨   23，5－24．0  

くもり  24．0  

くもり  23．0－24．0  

くもり  18．0  
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1
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1
 
 

1
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0
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0
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1
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1
 
0
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9
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1
 
1
 
2
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
3
 
2
 
3
 
2
 
2
 
 

＊推定数  ＊りog（個体数十1）  日没後2時間  

イルス分離期間は7月24日から9月4日までの長期間  

にわたり，合計20株の日脳ウイルスが分離されたが，感  

染率から推定すると，7月下旬から8月上旬にかけて，  

主に日脳ウイルスの伝播があったと考えられる．  

1・3 患者発生状況   

県下の日脳患者発生状況は，表18に示した．本年度は  

7名の届出があり，そのうちの4名が真性と診断された  

が，死者は無かった．真性患者のうち2名は血清学的に  

確認されたもので，残りの2名は臨床決定によるもので  

あった．なお，血清学的に確認された2名は，いずれも  

熊本県北部の南関町の住民であり，真性患者4名の予防  

接種歴は不詳であった．   

以上の日脳の流行状況を過去の状況と比較すると，ブ  

タのHI抗体を初めて検出した時期（7月15日）はほぼ   

感受性抗体は7月15日から29日までと8月19日に∵検  

出された．本調査は県南部産のブタを主対象としている  

が，8月19日に採血したブタは県中部産のものであっ  

た．そのために8月19日に検出された2－ME感受性抗  

体は，地域的な日脳ウイルス流行時期の差を反映したの  

かもしれない．   

1・2 媒介蚊の調査   

蚊の調査地点は，筑紫野市吉木の県総合農業試験場畜  

産研究所の乳牛舎であり，採蚊は6月下旬から9月中旬  

まで毎週1回，日没後2時間ライトトラップ及び吸虫管  

により行った．媒介蚊の出現消長は表16のとおりであっ  

た．採蚊個体数のピークは8月21日の8，632で，8月下  

旬から9月上旬にかけて媒介蚊の発生が多かった．また，  

媒介蚊からの目脳ウイルス分離状況は表17に示した．ウ  
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表17  昭和61年度 コガタアカイエカからのウイルス分離成績  

プール  被  検  陽  性  感染率  分離ウイルス  

サイズ  プール数  プール数 （‰）  JEV  
採集月日 吸血状態  

6・26（芸吸監  

7・3（芸吸監  

7・10（芸吸慧  

7・17（芸吸監  

7・24（芸吸監  

7・31（芸吸監  

8・7（芸吸監  

8・13（芸吸監  

8・21（芸吸監  

8・28（芸吸宝  

9・4（芸吸蓋  

9・11（芸吸監  

9・18（芸吸監  
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例年並みで，2－ME感受性抗体の検出期間はブタの産地  

が異なった8月19日を除くと7月15日から8月5日ま  

でであり，例年に比べると短期間であった．また，媒介  

蚊の出現消長では，個体数がピークとなったのは8月21  

日で例年に比べ遅い時期であり，ピーク時の個体数は多  

い方であった．次に蚊からの日脳ウイルス分離期間をみ  

ると，例年では，7月下旬から分離され8月中旬以降に  

なると分離されなくなることが多いが，本年は9月上旬  

まで分離された．従って蚊の発生数のピーク時にも蚊か  

ら日脳ウイルスが分離され仁恵者発生の増加が予測され  

たが実際の真性患者数は4名で，しかもそのうちの2名  

は熊本県で感染したものであった．このように患者発生  

が例年並みであったのは，蚊の個体数が多い時期（表16）  

にも日脳ウイルスは伝播されていたが，その時期の保毒  

蚊の割合がかなり低かったためだと推定される（表  

17）．   

2 インフルエンザ   

当年度も，感受性調査と感染源調査を実施した．   

2・1 感受性調査   

被検血清はインフルエンザ（“イ”）流行前の昭和61年  

9月一同10月に，宗像地区の児童・生徒及び一般住民の  

9年齢区分251名から採血したものを使用し，ワクチン  

株である“イ”各型ウイルスに対するHI抗体価を測定し  

た（表19）．5－9歳，10－14歳，15－19歳のいわゆるワク  

チン年齢層は，いずれの型のウイルスに対しても抗体保  

有率は高いが，0－4歳のグループは，A香港型（H3N2，  

昨年の流行型）を除いていずれの型にも陰性率が高かっ  

た．全年齢層を通じて抗体保有率が高かったのはA香港  

型（H3N2）に対してであり，次いでAソ連型（HINl），  

B型の順であった．昭和61年冬の流行型は，同年の春か  

ら初夏にかけて東北，関東の一部で流行したAソ連型  

（HINl）が主流であると予測され，ワクチン株として従  

来からのA／Bangkok／10／83の他にA／山形／120／86が  

追加されたが，これら2株に対する抗体保有状況を比較  

すると，従来からの流行株に対しては殆ど抗体を保有し  

ているワクチン年齢層にも，A／山形／120／86株に対して  

はかなりの抗体陰性者が認められた．しかし，これらの  

年齢層は調査後のワクチン接種により免疫を獲得したと  

考えられる．これらのことから，従来株と抗原構造の多  

少異なるA山形タイプの流行があっても学童間には大規   
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表19  昭和61年度 宗像地区におけるインフルエンザ各型に対する年齢別HI抗体保有状況  

（昭和61年9－10月採血）  

抗体価陰性率  
ウィルス型 年齢区分被検敢        （歳）     ＜16（％）  

HI  抗  体  価  
平均抗体価  

16   32   64   128   256  ≧512   
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模な流行があるとは予測し難く，むしろ，Aソ連型タイ  

プのウイルスに対して抗体陰性寧の高い，中高年者に患  

者が多発する可能性があると予測した．一方，B型に対  

しては10－14歳，15－19歳のグループを除いた全ての年  

齢屑が高い抗体陰性率を示しており，また，保有する抗  

体価も一般に低いことから，B型が流行した場合の患者  

発生には特に警戒を要すると考えられた．   
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かったことが注目された．これらのことからこの“イ”  

流行を考察すると，従来からのAソ連型ウイルスの流行  

の他に，変異株（A山形タイプ）が出現し流行したにも  

かかわらず患者発生が小規模で終息したのは，Aソ連型  

ウイルスは55年，56年，59年にも流行し，度重なる過  

去のAソ連型流行において集団の免疫レベルは上昇し，  

“とも上がり現象”による免疫個体の集績が流行の拡大  

に寄与しなかったことなどが考えられる．   

3 風しん   

3・1 感受性調査   

被検血清は，昭和61年9月一同10月に宗像地区の児  

童・生徒及び一般住民の10年齢区分計387名から採血し  

て得たものを使用し，風しんウイルスに対するHI抗体  

価を測定した．HI試験は予研法に準拠して行い，抗体価  

8以上を抗体陽性とし8以下を抗体陰性と判定した．調  

査結果は表21に示したように，抗体陰性率が最も高かっ  

たのは0－4歳のグループ（94．3％）で，次に5－9歳  

（43．8％）であった．一方，抗体保有率の高いグループ  

は10－14歳（採血者の大部分が14歳），15－19歳，20－24  

歳の女性であったが，これは昭和52年から中学3年生の  

女子を対象に，ワクチン接種が実施されていることを反  

映したものと考えられる．また，これらのワクチン接種  

群が保有する平均抗体価も，他の年齢層に比べて高かっ  

た．   

特に注目されるのは0－4歳，5－9歳のグループにお  

いて，一部既感染者を除きほとんどが抗体を保有してい  

ないことである．今後これらのグループに風しんが流行  

することは十分に考えられるので，妊娠可能年齢層で抗  

体を保有していない女性は，先天性風しん症候群との関  

連において，ワクチン接種等の対策が必要であろう．  

2・2 感染源調査   

昭和61年12月から同62年2月上旬にかけて“イ”様  

疾病で受診した病院外来患者（筑紫野市）及び学校にお  

ける集団発生患者（京都郡苅田町）からのうがい液合計  

64検体について，鶏卵接種法及び培養細胞（MDCK）法  

による“イ”ウィルスの分離・同定を行った．その結果，  

12月下旬筑紫野市の外来患者（8歳，42歳）から2株，  

1月下旬同市外来患者（25歳）から1株，計3株のAソ  

連型（HINl）ウイルスが分離されたにすぎなかった．分  

離されたウイルスは従来の流行株とは抗原的にやや差異  

があり，いずれもA山形タイプに近い株であった．一方，  

1月中旬に京都保健所管内の小学校の1クラスに‘‘イ’’  

様集団発生があり調査したがウイルスは分離されず，ま  

た，血清学的検査においても‘‘ィ”流行は確認されなかっ  

た．   

当県における‘‘ィ’’様患者発生の届出は表20に示した  

ように当年度はほとんど皆無に等しかった．県下全域に  

およぷ感染症監視体制によるサーベイランス患者情報で  

も“イ”患者は3，400名程度にすぎなかった．全国的に  

も同様の傾向であり，例年になく極端に患者発生が少な  

表20 福岡県における年度別インフルエンザ棲息者の届出数及び   

流行ウイルス型（昭和55年慶一同61年鹿 北九州市，福岡市は除く）  

年 度   患者届出数   流行ウ イ ル ス 型  

昭和55年度  78856   Aソ連型，A香港型，B型  

56  27851  Aソ連型，A香港型  

57  86094   B型  

58  27648   A香港型  

59  24805   Aソ連型  

60  47327   B型  

61  918   Aソ連型  

表 21 宗像地区一般住民の風しんウイルスに対する年齢別HI抗体保有状況（昭和61年9－10月採血）  

HI抗体価 陰 性 率  

年 齢 区 分  検 体 数   

（歳）  
＜8   （％）  

HI  抗  体  価  

平均抗体価  

16  32  64  128 256  ≧512   
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4 ポリオ   

ー般健常児からのポリオウイルスの分離を試み，同ウ  

イルスの侵いん状況及び分離株の性状や由来を解明する  

ことを目的とする感染源調査を当年度も実施した．   

4・1 感染源調査   

調査対象は，朝倉，三井両保健所管内のポリオ生ワク  

チン接種後2箇月以上経過した0－6歳の乳幼児，計122  

名であった．これらの対象者から採取した糞便を被検材  

料とし，FL，HeLa，Veroの各培養細胞を用いてウイル  

スの分離・同定を行った．その結果，ポリオウイルスは  

いずれの地区からも分離されなかったが，コクサッキー  

B2型ウイルスが朝倉地区から10株，三井地区から2株  

分離された（表22）．また，これらのウイルス以外に，エ  

ンテロウイルスプール血清で中和されないウイルスが3  

株分離されたが，これらはポリオ1－3型，コクサッキー  

8群及び検出頻度の高いエコーウイルスではなかった．   

感染症サーベイランス事業   

感染症サーベイランス検査定点医療機関で採取され，  

所轄の保健所等を通じて当課へ搬入されてきた検査材料  

について，ウイルス学的検査を実施した．当年度搬入さ  

れウイルスの分離・同定及び血清学的検査を行った被検  

体は，16疾病264件であり，そのうちの10疾病について  

病原ウイルスを究明することができた（表23）．検査対象  

疾病のうち，当年度特に患者報告数が例年に比べて多  

かった疾病はなかったが，病原ウイルスが前年度と変っ  

た疾病としてはヘルパンギーナ，不明発疹症，無菌性髄  

膜炎があった．ヘルパンギーナは前年度はコクサッキー  

A（CA）4，6，エンテロウイルス71であったが，当年度は  

福岡市地区でCA5，北九州市地区でCA5の他にCA6  

が検出された．不明発疹症はエコーウイルス11型であっ  

たものが，当年度はCA8であった．無菌性髄膜炎も同様  

にエコーウイルス6型が同14型に変っていた．その他の  

疾病についての検査結果は，全国各県の成績とほぼ同様  

であった．当事業は，年度後半（昭和62年1月）から結  

核・感染症サーベイランス事業となり，患者情報として  

は従来の18疾病に新しく9疾病が追加され27疾病とな  

り，検査情報関係もSTD（性行為感染症）5疾病が新し  

く検査対象疾病として追加された．当年度はこれらの疾  

病についての検体の搬入はほとんどなかったが，今後は  

増加するものと考えられる．   

行政依頼検査   

県保健対策課から，1）日脳疑似届出患者の血清学的  

診断，2）つつがむし病届出患者の血清学的検査，3）  

ポリオウイルスの同定検査，4）インフルエンザ様患者  

集団発生時の児童からのウイルス分離・同定及び血清学  

的検査，5）エイズの血清検査，及び県公衆衛生課から，  

6）嘆傷犬の狂犬病についての病性鑑定依頼があった．  

1）及び4）の成績については，伝染病流行予測調査  

事業の日脳及びインフルエンザの項でまとめて記述した．   

2）つつがむし病届出患者の血清学的検査   

昭和61年秋期，当県においては戦前戦後を通じて初め  

てのつつがむし病患者が発生し間接費光抗体法及び  

Weil－Felix反応による血清学的検査を実施した．届出の  

あった患者は13名にも達し，そのうち11名が血清学的  

につつがむし病と診断された（表24）．   

患者の届出は11月1日に2名，以後毎週1名，4名，  

2名，2名とあり，12月2日に1名，24日に1名計13名  

であった．このうち血清学的に確認された11名の患者の  

発病は，10月下旬から11月初中旬に集中しており，すべ  

ての患者に共通していたことは，発病の10日から2週間  

前に水田や草地，山野に立入り，稲刈り，山歩き，山芋  

掘り，ハイキング等を行った生活歴があることであった．  

県外感染者2名（佐賀県，熊本県）を除いた9名のうち  

7名は，太宰府市東部の宝満山葉に面した太宰府市近郊  

の山手の水田や山林で，2名は佐賀県と福岡市及び筑紫  

野市に接する背振山葉の山野でそれぞれ感染したと推定  

された．なお，血清学的につつがむし病と診断されなかっ  

た2名の届出患者は，紅斑勲等の他のリケッチア症も否  

定された．   

3）ポリオウイルスの同定検査   

昭和61年11月，京都保健所管内の1歳の男児から分  

離されたポリオウイルス1株についての同定依頼があり，  

同定検査を実施した結果ポリオウイルス3型であった．  

一方，このウイルスが野生株かワクチン由来株かを確認  

するために，国立予研へ検査を依頼したところこの分離  

株は，抗原的には生ワクチン株と多少異なったワクチン  

由来株の，ポリオウイルス3型であることが判明した．   

5）エイズ血清検査   

国内におけるエイズ患者数の増加に対応するために，  

当県では昭和62年2月第3退から抗HIV抗体検査体  

制を発足させた．当課は，県下各保健所（福岡市，北九  

州市，大牟田市を含む）から搬送されてきた血清につい  

て検査を実施した．検査方法は，先づ全検体について酵  

素免疫測定（EIA）法によるスクリーニング試験を行い，  

その結果2回陽性と判定されたものについては，さらに  

ウエスタン・プロット（WB）法及び間接費光抗体（IF）  

法による確認試験を実施した．2月及び3月に当課に搬  

入された検体は，合計798件であった．これらの内訳は  

福岡市，北九州市，大牟田市が508件，それ以外の県下  

各地区が290件であった．また，スクリーニング試験の  

結果，確認試験が必要であった検体は，798件中4件で  

あったが，一般健康住民はすぺて抗HIV抗体は陰性で   
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表 22  昭和61年度朝倉・三井地区におけるポリオ感染源調査結果  

ウ イ ル ス  分  離  ウ  イ  ル  ス  
地   区   年 齢 区 分   被 検 数  

分離数 ポリ オ 
コク 

2 
同定不能  

2
 
4
 
6
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0
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一
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3
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表 23  昭和61年度感染症サーベイランス検査成繍（昭和61年4月一同62年3月31日）  

疾  病  名  採取月日  検  体  数  検   査  結  果  

ヘルペス性口内  

仮 性ク ル ー  

ヘ ルパ ン ギ ー  

1
 
3
 
1
 
 2

 
 
 

液
液
液
 
 
 

ヽ
J
 
 
 
ヽ
J
 
 
 
ヽ
J
 
 

I
V
 
I
V
 
－
∨
 
 

拭
拭
拭
 
 

頭
頭
頭
 
 

咽
咽
咽
 
 
 

月
月
月
 
 

3
 
3
 
3
 
 

5
 
 
 

炎
ブ
ナ
 
 

（1株）   

（6株）  

（8株）  

（4株）  

（2株）   

（3株）  

（1株）  

型
性
型
 
 

ヘルペスウイルス1  

陰  

コクサッキーA 5   

コクサッキーA 6型  

コクサッキーA 5型  

エ  ン  テ  ロ71  

陰  性  

エ  ン  テ  ロ71  
エンテロ71に対して陰性  

コクサッキーA8型  

陰  性  

陰  性  

陰  性  

エコーウイ ルス14型  

エ コ ーウイ ルス14型  

エコーウイ ルス14型  

コクサッキーB4型  

アデノ ウイ ルス19型  

糞
咽
咽
糞
血
咽
糞
血
咽
髄
糞
感
 
 

い   

便
液
液
便
清
液
便
清
液
液
便
胞
 
 
 

い
付
 
 

い   

田
 
 

4
6
1
6
1
2
2
7
3
1
8
2
6
1
0
1
2
 
 
1
2
1
訴
1
1
1
6
 
 
2
4
1
1
2
1
6
6
4
1
1
 
 

手  足  口  病 6－ 9月  

拭
 
 
拭
 
 

拭
如
 
 

頭
頭
 
 
頭
 
 
頭
 
 

不 明 発 疹 症 3－ 8月  

無 菌 性 髄 膜 炎  
（7株）  

（1株）  

（9株）  

（3株）  

（2株）  

染 細  

咽 頭 結 膜 熱 3－ 9月 咽頭拭い液  

12月 結膜拭い液  

流行性角結膜炎 4－ 9月 眼結膜拭い液  

急性出血性結膜炎   8月 眼結膜拭い液  

伝 染 性 紅 斑   7月 咽頭拭い液  

血  清  

ボストン・エクサンテーマ 3－ 4月 ペ ア 血 清   

乳児嘔吐下痢症 3－11月 糞  便  

咽頭拭い液  

その他の感染性下痢症10－11月 糞  便  

インフルエンザ様感冒12－1月 咽頭拭い液  

糞  便  

ペ ア 血 清  

外陰部ヘルペス  1月 外陰部拭い液  

風  し  ん  1月 髄  液  

性
性
性
性
性
 
 

陰
険
陰
陰
 
 
 
エコーウイルス16型に  

対 し て 陰 性  

ロ タ ウ イ ルス陽性  

陰  性  

ロ タ ウ イ ルス陽性  

陰  性  

陰  性  

A／H．N．に対して陽性  

陰  性  

陰  性  

（2件）  

計 264件（205名）  

＊：RPHA法による   
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表 24  福岡県におけるつつがむし病患者の血清学的検査結果  

間接蛍光抗体法  Weil・Felix反応  
患 者   発 病   届 出   採 血  

判 定  NO．  
年 令   月 日   月 日   月 日  Gilliam Kato Karp OX19 0ⅩK OX2  

61年  

1 38 男暮 10．23   

2   37 男  10．29  

11．1  11．1  40   40   40  

15  320  160  160  

11．1   11．6  80   80   80  

10  640   640   640  

18   ≧1280 ≧1280 ≧1280  

11．4  11．4  80   80   80  
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12  ＜10  ＜10  ＜10  
21  160  160  160  

13  10   10   10  

21  320   320   320  

12  ＜10  ＜10  ＜10  
28  ＜10  ＜10  ＜10  
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5   61男  11．6  

6   42 男  11．9   

7  42 男＝11．7   

8  11女  11．10  

9   55 女  11．18  

10   42 男  11．3   

11  57 男■ 11．13   

12  28 男暮暮 11．29   
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 患者発病期間 昭和61年10月23日一同11月29日  

血清学的陽性患者11名（男9名，女2名） 陰性者4名，不明1名   

■：推定感染地が県外（佐架県，僻本県）  

■■：非届出患者  

切片による標本でも，神経細胞中の封入体，大型神経細  

胞の出現及び神経細胞の変性等は認められなかった．一  

方，動物接種実験では，アンモン角及び脳橋部の10％乳  

剤上滑を3適齢マウス10匹に脳内接種し，3週間観察し  

たがマウスに異状は認められなかった．これらの結果か  

ら当嘆傷犬の狂犬病ウイルスの保有は否定された．   

あった．   

6）狂犬病病性鑑定   

唆傷犬は秋田犬雄5歳で，昭和58年以降狂犬病予防接  

種歴はなかった．保冷状態で搬入された犬脳の所見は，  

硬脳膜下に軽度のうっ血を認めたが，割面より著変は認  

められず自家隔解もなかった．病理組織学的所見は，脳  

内アンモン角及び脳橋部の押捺標本並びに同部位の組織  
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疫  学  課  

衛生統計業務は，前年度と同様に県衛生部医務課依頼による福岡県衛生統計年報の作成及び同保健対策課依頼による  

感染症サーベイランス事業等であった．疫学統計業務では，県衛生部予防課依頼のメッシュ区分法によるがん地理疫学  

的調査研究及び同公衆衛生課依頼によるカネミ油症検診データに関する統計解析等を行った．   

衛生統計年報の作成については，従来のコンピュータ処理システムを当所の新コンピュータ処理システムに変換する  

業務が加わり短期間で能率的に処理を消化した．当年度は内容的にも，福岡県生命表の作成並びに地域保健医療計画策  

定事業の資料に貸する目的から，医療施設関連の統計表が充実されている．感染症サーベイランス事業は昭和62年1月  

より，厚生省が開始したコンピュータ処理ネットワーク システムに当所も参加し，従来の本県独自の運用システムを生  

かしつつ，全国システムに融合した形態となっているのが特徴である．従って，前年度と同様に，県内で発生した感染  

症に関する患者情報に全国情報を加味して解析し，県医師会をとおして情報が還元されている．がん地理疫学の調査研  

究は前年度から開始し，2年間の調査研究計画であったので，当年度はその解析結果を県衛生部予防課へ報告した．油  

症検診データ解析では，全国統一検診票に従って実施された検診データを当課が詳細に点検し基礎表を作成した．   

ピュータ オンラインで結ぷ結核・感染症サーベイランス  

事業ネットワーク システムが開始されたため，結核を除  

く感染症および性行為感染症（STD）の過別報告数デー  

タは，観測77定点から県医師会に郵送で報告された後，  

県医師会設置のN5200モデル05mkIIでファイル化さ  

れるようになった．県医師会からの週別感染症情報は，  

表26に示す機器構成で当課に新設されたN5200モデル  

05mkIIを用いて公衆回線経由で受信した後，当所のコ  

ンピュータで集計し，月別集計表及び解析結果を県医師  

会へ報告した．当年度の疾患別・地区別報告数は表27に  

示したとおりである．   

2・4 インフルエンザの流行伝播解析   

インフルエンザの流行伝播解析は，昨年度に引き続い  

て九州各県の学校施設におけるインフルエンザ様疾患発  

生集計をもとに，パーソントリップ調査の人の流動董と  

流行伝播速度との関係の調査及び逐域伝播の流行伝播等  

値線の作図を行って，2年間分を整理してまとめた．   

疫学統計♯層  

1 がん死亡地理疫学的調査   

本調査は2年間の調査研究課題であり，前年度は調査  

に必要な諸手続き，関係資料の入手及び調査手法の開発  

等を中心に進めてきた．当年度は，昭和53年1月1日か  

ら昭和57年12月31日までの5年間に死亡した筑豊全  

域のがん死亡者を，その住所からメッシュ区分へ振り分  

ける同定確認作業を実施した．その同定確認状況は表28  

のとおりである．昭和55年の全国国勢調査人口を基準人  

口とし，総務庁統計局の地域メッシュ別人口を用いて，  

メッシュ別標準化死亡比（SMR）を算出した．また，そ  

のSMR値を5段階に分類し分布図を作成した．更に，  

SMR値2．0以上の高死亡率に注目し，各メッシュ別に  

その階級の部位数を横算することによりメッシュ別の高   

衛生統計♯務  

1衛生統計年報   

福岡県における衛生動向の基礎資料を得るために，昭  

和60年の人口動態調査，医療施設動態調査及び病院報告  

の磁気テープファイルから統計表の作成を行った（人口  

動態関係18表，医療関係6表）．更に，人口動態につい  

ては，地域別，性別及び経年別の変遷を分析し，その概  

要を報告した．特に，本年度は表25に示す福岡県の生命  

表を作成するとともに，性・年齢階級別の平均余命及び  

特定死因を除去した時の平均余命の延び等を解析し報告  

した．   

2 感染症サーベイランス♯務   

2・1 患者情報解析   

感染症サーベイランス事業の患者情報解析は，昭和61  

年12月分までは前年度と同様に，観測59医療定点から  

の週別感染症患者発生情報を当所のコンピュータで集計  

し，その週別集計表を県保健対策課，福岡市，北九州市  

及び県医師会へ報告した．また，月別集計表及びその解  

析結果は県医師会へ報告した．   

2・2 福岡県感染症サーベイランス事業資料集作成   

昭和62年1月から結核・感染症サーベイランス事業が  

実施されたのを期に，昭和56年から同61年の6年間分  

について県衛生部と県医師会より“福岡県感染症サーベ  

イランス事業資料集”が刊行されたが，それに必要な各  

種の患者数情報に関する資料の作成，提供を行った．こ  

の6年間の患者報告数の推移をみると，各疾患で特徴の  

ある季節性や周期性が認められるが，報告数の多い6疾  

患について図1に3次元グラフで推移傾向を示した．   

2・3結核・感染症サーベイランス事業にともなう  

患者情報解析   

昭和62年1月以降，厚生省，県及び保健所間コン  
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インフルエンザ様疾患  その他の感染性下痢症  

乳児嘔吐下痢症  

流行性耳下腺炎  ヘルパンギーナ  

卜
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図1  感染症月別発生推移の3次元グラフ  

（報告数（人）の多いものから6疾患）   
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表 26 当掛こ設置されたN5200モデル05mkIIのシステム構成  表 28  筑豊地域の市町村別メッシュ同定確認状況  

型  名  品   名  保健所・市町村 対象者赦 同定確認赦 保留者数 同定畢（％）  

本   体  
キーボードJ  

辞書ROM  
ハードディスクアダプタ  

増設40MBハードディスク  

プリンタケーブルーC  

コミュニケーションテーブル4  

日本譜カラーシリアルプリンタ  

トラクタフィーダ  

変復調装置  

直方保健所   

直方市   

小竹町   

鞍手町  

宮田保健所   

宮田町   

若宮町  

飯塚保健所   

飯塚市   

桂川町   

稲築町   

筑穂町   

穂波町   

庄内町   

頴田町  

大隈保健所   

山 田市   

碓井町   

嘉穂町  

田川保健所   

田川市   

香春町   

金田町   

糸田町   

川崎町   

方城町   

赤池町   

赤  村  

添田保健所   

添田町   

大任町  
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N5255－52A  
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N5263－84  

ITM－1200  

3
 
2
 
3
 
Q
U
 
O
O
 
0
0
 
0
 
 

5
 
1
 
1
 
2
 
 
7
 
5
 
2
 
 

9
 
6
 
1
 
2
 
 

1
 
6
 
1
 
4
 
 
7
 
0
0
 
9
 
9
1
開
1
1
2
1
 
7
5
1
 
 

6
 
8
 
2
 
9
 
 
7
 
0
 
0
 
 

5
 
5
 
0
0
 
3
 
 
0
0
 
0
 
5
 
 

9
 
9
 
9
 
9
 
 
9
 
0
 
9
 
 

1
 
 

2
 
6
 
2
 
4
 
 
1
 
0
 
1
 
 

4
 
2
 
 
 
 
1
 
 

9
 
9
 
0
 
6
 
2
 
3
 
0
 
9
 
 

9
 
∧
U
 
3
 
5
 
3
 
7
 
1
 
Q
0
 
 

7
 
0
0
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
 

1
 
 

6
 
0
 
∧
U
 
7
 
2
 
0
0
 
0
 
9
 
1
 
2
 
3
 
5
 
3
 
7
 
1
 
8
 
 

0
0
 
0
0
 
1
 
2
 
1
 
2
 
1
 
 

1
 
 

9
 
7
 
0
 
6
 
0
 
2
 
0
 
0
 
 
7
 
5
 
（
U
 
∧
U
 
 
4
 
4
 
0
 
0
 
0
 
2
 
0
 
0
 
0
 
 

7
 
8
 
∧
U
 
9
 
0
 
0
0
 
0
 
0
 
 
9
 
9
 
（
U
 
ハ
U
 
 
0
0
 
0
0
 
0
 
0
 
∧
U
 
4
 
0
 
0
 
0
 
 

9
 
9
 
∧
U
 
9
 
0
 
9
 
（
U
 
O
 
 
9
 
9
 
0
 
0
 
 
9
 
9
 
0
 
（
U
 
（
U
 
9
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 

1
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
1
 
 

1
 
1
 
 

7
 
1
 
0
 
1
 
0
 
5
 
0
 
0
 
 
1
 
1
 
0
 
0
 
 
3
 
0
 
0
 
0
 
0
 
3
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
1
 
 

1
 
 

2
 
1
 
 

表 ㌘  昭和61年度感染症サーベイランス発生報告数  
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手  足  口  病  
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注）宮田保健所管内の対象者は昭和57年だけである．  

率ながん死亡状況を調べ，また，相隣り合うメッシュの  

SMR値から地域集積性も調べた．そのほか，産業，労働  

人口，職業及び世帯の家族類型等の社会環境要因とメッ  

シュ別SMR値との相関を調べると共に，これらの要因  

を5段階に類別し，同段階のメッシュを統合したうえで，  

SMR値を求め傾向を調べた．その結果，筑豊全域の629  

メッシュのうち，高死亡率（SMR2以上）メッシュの出  

現頻度の高い疾患は，男では肝臓（出現割合＝24％），気  

管，気管支及び肺（20％），胃（16％）であり，女では気  

管，気管支及び肺（17％）．肝臓，胃（15％）であった．  

また，社会環境要因とSMR値との関係では完全失業率  

が高くなるほど肝臓（男）．肺（女）のSMR値が高かっ  

た．   
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計15837 21974 5391 997153173  

＊性行為感染症関係は，昭和62年1退から昭和62年12遇の   
集計である．  
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研究班の依頼により，そのコンピュータ処理に着手した．  

検診票記載データのコンピュータ入力に際し，厳密な照  

合を施し，検診項目データの基礎集計を行った．  

2 カネミ油症検診データ処理   

前年度に全国統一カネミ油症検診票が作成され，当年  

度は一部を除いて，この検診票による集団検診が各地で  

実施されたので，県公衆衛生課経由による全国油症治療  

衛生イヒ学課  

当年度の主な業務は次のとおりである．   

行政依頼業務として，県衛生部の依頼で，1）農作物及び牛乳中の残留農薬調査，2）魚介類中の水銀，PCB及びTBTO  

（ビストリプチルスズオキシド）調査，3）米中のカドミウム調査等の環境汚染調査，4）添加物使用基準適否検査，  

5）音・水産物中の残留飼料添加物，6）貞・ふぐ毒，7）容器包装及び，8）医薬品・家庭用品等の規格基準適否検  

査，その他の，9）健康食晶（梅製品）中のシアン化合物検査，などの恒常的なものと，10）食中毒及び苦情の原因調  

査を実施した．   

また，一般依頼業務として，食品，添加物及び器具・容器包装等の規格基準適否検査を行った   

以上のうち7）及び9）は当年度からの新たな業務である．   

県衛生部経由の厚生省委託業務として，昭和61年度健康づくり等調査研究課題“表示栄養成分の分析法と摂取量に関  

する研究”一食物繊維分析法の検討T，人の血液中のPCB及びPCQの性状並びに存在量調査を行った．   

また，科学技術庁の昭和32年以来の恒常的な委託業務として，環境試料及び食品の核種分析，全ベータ放射能並びに  

空間線量率等の環境放射能測定調査と，当年4月に発生したチェルノブイル原発事故に係わる放射能調査を行った．   

全業務の試験項目数は表29一表31に示したように，行政依頼3，352成分（内1，004成分は放射能調査分），一般依頼479  

成分，総数3．831成分であった．   

調査研究業務のうち，当年度に研究が完了し，学会等に報告したのは，1）福岡県民の栄養摂取量調査が4，2）PCQ  

に関する研究が2，及び福岡県における放射能調査が3，など計10題であった．   

食品化学検査  

1よ薬及び抗菌性物実の残留憫鷹  

1・1 農作物中の残留農薬   

県内で採取した野菜41検体，果物6検体の合計47検  

体について残留農薬の分析を行った．有機塩素系農薬分  

析結果は表32に示したとおりであり，ばれいしょ以外 ●●●●●  

は，いずれの検体も農薬残留基準値以下であった．有機  

リン系農薬については，大根からダイアジノンが0．05  

ppm，DDVPが0・03－0．08ppm，ごぼうからダイアジノ ●●●  

ンが0．01ppm，また，ぶどうからもダイアジノンが ●●●  

0・01－0・02ppm検出されたが，いずれも農薬残留基準値  

以下であった．  

1・2 牛乳中の有機塩素系残留農薬   

県内7工場から採取した市販牛乳7検体について有機  

塩素系農薬15成分を分析した．そのうち，総HCH，総  

DDT，ディルドリン，へブタタロルエポキサイドの結果  

は表33に示したとおり，いずれの検体も国の暫定許容基  

準値以下であった．  

1・8 鶏肉，鶏卵及び魚介類中の残留抗菌性物質   

県内で採取された鶏肉15検体，鶏卵15検体について  
ナイカルバジン，魚介類20検体についてフラゾリドンの  

調査を行った．その結果，すべて不検出であった．   

2 暮金t調査   

2・1 魚介類中の給水銀及びTBTO   

保健所が収去した魚介類19検体について分析を実施  

し，その結果を表34に示した．給水銀は国の暫定的規制  

値（総水銀：0．4ppm）をすべて超えていなかった．ま  

た，TBTOは＜0．01－0．67ppmであり，暫定的1日許容  

摂取量（80JJg／50kg体重）を超えていなかった．   

2・2 米のカドミウム   

保健所が収去した米10検体について調査した．その結  

果，カドミウムは＜0．0ト0．07ppmであった．今回の調  

査ではいずれも国のカドミウム規制値（1．Oppm）を超え  

ているものはなかった．   

3・食品添加物調査   

3・1 夏期及び年末収去検査   

保健所が買上げ又は収去した食品117検体について延  

べ1即成分の検査を行った．調査結果は表35に示すとお  

りである．過酸化水素（生めん）の1件が添加物の使用  

基準を超えていた．   

4 魚介類中のPCB！胃王   

県下に流通している魚介類のPCB汚染状況を把達す   
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表 31 医薬品・家庭用晶検査の項目別成分数  表 か  食品の検査項目と成分赦  

項  目  行政依頼  一般依頼  項  目  行政依頼   一般依頼  

定量試験   

ビ タ ミ ン E 剤  

規格試験   

硝酸チア ミ ン製剤   
リン酸リボフラビン製剤   

アセトアミノフェン製剤   

ア ス ピリ ン 製 剤   

蛋白質分解酵素製剤   
フルオロウラシル製剤   

ジ ア ゼ パ ム 製 剤  

崩壊試験  

一般成分  

金属類   

有害金属（Hg，   

必須金属（Na，  

食品添加物頼   

甘 味 料   

殺 菌 料   

酸化防止剤   

着 色 料   

発 色 料   

漂 白 剤   

品質保持剤   

保 存 料   

強 化 剤  

残留農薬類   

有機塩素剤   

有機リン剤  

PCB  

TBTO  

合成抗菌剤  

自然毒   

貝   毒   

ふ ぐ 書  

架養成分  

規格基準適否検査   

器具・容器包装   

化粧品原料  

製品検査  

健康食晶  

その他●  

合   計  

8  0  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

5
 
2
 
6
 
3
 
0
 
2
 
1
 
 

1
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9
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5
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O
 
O
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粒
 
 

比重試験   

血 液 用 硫 酸 銅  

有害物質  

0
 
 
 
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

繊  維  製  晶  

家庭用エアゾール製品  

家 庭 用 洗 浄  

住 宅 用 洗 浄  

一∠L   ⊂コ  

剤
剤
 
 

5
 
5
 
4
 
1
 
2
 
9
 
5
 
1
 
0
 
 
 
 
 
 
 
7
 
 

4
 
 

4
 
 

に脱脂大豆を用い，5対象食品および2任意食品の計7  

試料の食物繊維と栄兼成分について分析した．その結果，  

脱脂大豆の食物繊維の割合は15．1％，対象試料では精白  

米0．9％，マカロニ2．6％，即席メン2．1％，乾燥ワカメ  

36．7％，さつまいも2．1％，任意試料では油揚げメン ●■●■●  

2．5％，りんご1．7％であった．蛋白質，脂質，炭水化物 ●●●  

等13の栄養成分は“衛生試験法注解”に従い分析した．  

結果は“四訂日本食品標準成分表”の分析値に近似した．   

6 規格基準適否検査   

6・1 容器包装   

容器包装の規格基準の一部改正に伴い，福岡県内で製  

造されている湯のみ，小皿等の陶磁器10検体について鉛  

及びカドミウムの溶出試験を行った．その結果，いずれ  

も規格基準に適合していた．   

6・2 製品検査   

タール色素製剤17検体及び固形かんすい48検体につ ●●●●  

いて，確認試験及び純度試験を行った．その結果，いず  

れも添加物の規格基準に適合していた．   

7 健よ食品中のシアン調査   

梅製品10検体及びプルーン製品1検体についてシア  

ンの残留調査を行った．その結果，全検体からシアンが  

検出され，その濃度は遊離シアン1．2－14．6ppm，総シア  

ン2．7－35．4ppmであった．   

●：蛍光剤，ヒスタミンなど  

表 別  油症検診関係及びその他の検査項目と成分赦  

項  目  依頼件数  

血液中PCB  

血液中PCQ  

その他（タロルデンなど）   

合  計  

5
 5

1
1
3
6
9
 
 

る目的で，はまち，たい，いわし等合計19検体について ●●●●●●●●  

調査を行った．その結果を表34に示した．PCB濃度は  

0．15ppm以下で，国の暫定的規制値（遠洋沖合魚介類：  

0・5ppm，内海内湾魚介類：3ppm）を超えているものは  

なかった．   

5 表示栄♯成分の分析法と摂取1に関する研究一食  

物雛分析法の桟肘一   

食物繊維の主たる分析法であるPROSKY－AOAC法  

に従い，分析精度の向上と摂取量を把握することを目的  

に．地研51機関で分析が実施された．試料は精度管理用  
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表 32  農作物中の残留農薬調査結果（ppm）  

ヘブタタロル  

エポキサイド  
品  名   検体数   総HCH  総DDT  ディルドリン  

な  す   2  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  

だ い こ ん  3  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  

ほうれんそう  2  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  

き ゅ う り  3  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  

ご ぼ う  4  ＜0．001  ＜0．001－0．050 ＜0．001－0．005  

ね  ぎ   4  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  

に ん じ ん    4  ＜0．001－0．004 ＜0．001－0．002  ＜0．001  

ばれいしょ  4  ＜0．001  ＜0．001－0，028 ＜0．001－0．006  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0，001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001－0．031   

＜0．001   

＜0．001   

＜0．001   

＜0．001   

＜0．001   

＜0．001  

か ぼ ち ゃ  4  ＜0．001  ＜0．001  

キ ャ ベ ツ  2  ＜0．001  ＜0，001  

ト  マ ト  3  ＜0．001  ＜0．001  

ピ ー マ ン  2  ＜0．001  ＜0．001  

レ  タ  ス  4  ＜0．001  ＜0．001  

も  も  3  ＜0．001  ＜0．001  

ぷ  ど  う  3  ＜0．001  ＜0．001  

表 33  牛乳中の残留農薬調査結果（ppm）  

数
 
件
 
 

業
地
 
 

在
 
 

乳
所
 
 

ヘブタタロル  

エポキサイド  
総HCHl）  総DDT2）  ディルドリン  

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 

市
市
市
町
町
市
市
 
 

穂
 
 

日
 

春
太
筑
穂
筑
久
柳
 
 
 

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001   

0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0．001  

＜0，001  

＜0．001  

＜0．001  

0．001  ＜0．001   

0．001  ＜0．001   

0．001  ＜0．001   

0．001  0．001  

＜0．001  ＜0．001   

0．002  0．001   

0．003  ＜0．001  

1）総HCHは，aPHCH，βLHCH，7TJHCH，8rHCHの合計である  

2）総DDTは，A P’－DDT，A P’－DDE，AP’－DDD．0，P’－DDTの合計である  
HCB，q－タロルデン，γ－タロルデンは全検体検出限界値（0，001ppm）以下であった  

表 34  魚介類中のPCB，総水銀及びTBTO調査（ppm）  

品 名   検体敷 浪獲地  天然・養殖の別  紙水銀   TBTO  PCB  

い 1 五島沖   養殖  0．100  0．65  0．11  

3  糸島沖   養殖  0．0引ト0．100  0．20－0．40  0．01  

1 北松浦沖   兼殖  0．050  0．41  0．07  

1 佐世保沖   養殖  0．116  0．60  0，03  

3  天■‾革沖   兼殖  0．090－0．140  ＜0．20   0．03－0．05  

玄界灘   天然  0．120  0．09  0．03  

五島沖   姜殖  0．060  0．54  0．03  

l
 
1
 
2
 
 

ち
 
 

ま
 
 

ま
 
 

佐世保沖   養殖  0．092－0．100  0．20－0．67 0．07－0．08  

佐世保沖   兼殖  0．010  0．02  0．15  

五島沖   天然  0．012  ND  O．03  

l
 
l
 
 

し
 
 

わ
 
 

す  ず  き  1 玄界灘   天然  0．140  0．02  0．鵬  

ひ  ら  め 1 北松浦沖   兼殖  0，040  0．01  0．03  

さ  ば 1 五島沖   天然  0，056  ND  O．02  

あ  じ 1 五島沖   天然  0．096  ND  O．04  

注）ND値はPCBが0．01ppm，給水銀が0．002ppm，TBTOが0．005ppm未満である   
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表 お  食品中の食品添加物の分析結果  

分 析 項 目  用 途  検査対象食 検査件数  含有i（g／kg）  

ジ フ ユ ニル  保 存 料  

オルトフユニルフェノール  〃  

チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル  ノ／  

かんきつ類  

ノノ  

かんきつ類，バナナ  

生めん  

魚介塩蔵品．ワイン等  

ノノ  

生めん，ぎょうざの皮  

菓子．漬物，ソース  

たらこ，幸子めんたい等  

＜0．001－0．023  

＜0．001－0．002  

＜0，0002－0．0016  

＜0．0005－0：0012  

＜0．04－0．13  

＜0．04  

＜1－26  

＜0．01－0．19  

＜0．0004－0．0009   

5
 
5
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
7
 
0
 
 

1
 
1
 
2
 
1
 
4
－
4
 
2
 
1
 
1
 
 

殺 菌 料  

酸化防止剤  

〃  

品質保持剤  

甘 味 料  

発 色 剤  

過酸化水素  

ジブチルヒドロキシトルエン  

ジブチルヒドロキシアニソール  

プロ ピ レ ン グリ コ ール  

サ ッ カリ ン ナトリ ウ ム  

亜  硝  酸  

8・食中書及び苦情の原田鯛壬   

8・1 梅製品中のシアン   

前年，T保健所管内の健康食晶製造業者が製造した梅  

製品について高濃度のシアンを検出した．昭和61年4  

月，業者が新たに製造した梅製品7検体について再検査  

した．その結果，遊離シアンが卜17ppm，総シアンが5  

－27ppmであった．   

8・2 牛肉の着色に係わる苦情   

昭和61年5月，K保健所管内の某小学校で給食用に牛  

肉をごぼう，こんにやくと共に煮付けたところ，牛肉が ●●●●●●●■  

赤褐色に変り，煮汁も同様に変色し，異常肉の疑いがあ  

るとの苦情の申し立てがあった．保健所から当センター  

に搬入された牛肉，煮汁について合成着色料の検査を  

行った．その結果，牛肉及び煮汁の両方ともに合成着色  

料は検出されなかった．   

8・き ハヤシ缶詰中のヒスタミン検査   

昭和61年6月，A保健所管内のスーパーで購入したハ  

ヤシ缶詰を摂食してじん麻疹がでたという苦情申し立て  

があった．保健所から当センターに搬入されたハヤシ缶  

詰についてヒスタミンの検査を行った．ハヤシ缶詰中の  

ヒスタミン含有量はヒスタミンによる中寺量の1／20以  

下であった．   

8・4 缶コーヒーのヒスタミン検査   

昭和61年8月，U保健所管内で，缶コーヒーを飲み，  

腹痛，悪寒，下痢，じん麻疹様症状を呈したという苦情  

申し立てがあった．保健所から当センターに搬入された  

缶コーヒーについてヒスタミンの検査を行った．缶コー  

ヒーの中のヒスタミン含有量はヒスタミンによる中毒圭  

の1／400以下であった．   

8・5 エビフライのヒスタミン検査   

昭和61年8月，T保健所管内の某中学校で生徒4名が  

給食摂取後，気分が悪くなり，じん麻疹様症状を呈した  

という苦情申し立てがあった．保健所から当センターに  

搬入された学校給食のうちエビフライについてヒスタミ  

ンの検査を行った．エビフライ中のヒスタミン含有量は  

ヒスタミンによる中毒圭の1／40以下であった．   

8・6 食肉製品のニコチン酸及びニコチンアミド検  

査   

ニコチン酸及びニコチンアミドを使用した食肉製品が  

販売されていることが判明したため，厚生省生活衛生局  

は乳肉衛生課長通知衛乳第32号（昭和61年7月17日  

付）“食肉販売業及び食肉処理業の監視指導の強化につい  

で’に基づいて食肉製品の規格基準に適合しないものが  

製造販売されないよう監視指導を行う措置をとった．本  

県では，各保健所が収去した34検体の牛肉及び豚肉等の  

食肉製品についてニコチン酸並びにニコチンアミドの検  

査を実施した．その結果，ニコチン酸はすペて検出限界  

値（1．Omg％）以下であり，ニコチンアミドは不検出（0・5  

mg％以下）－5．9mg％であった．牛肉及び豚肉の場合，食  

品由来の遊離のニコチン酸及びニコチンアミドが，それ  

ぞれ，検出限界値（1．Omg％）以下及び1．7－12・4mg％  

である（文献：東京都衛生研究所年報，35巻，p  

252－255，19朗）といわれているので，この検査結果は，  

すべて，人為的に添加されたものとは考えられない値で  

あった．   

9貝毒検査及びフグ竃検査   

9・1 アサリ貝毒性検査   

豊前海，筑前海（加布里湾）及び有明海で昭和61年5  

月に採取した合計4検体のアサリ貝について，麻痔性及  

び下痢性貝毒検査を行った．その結果，いずれの検体か  

らも麻痔性及び下痢性貝毒は検出されなかった．   

9・2 相済帆立貝の毒性検査   

昭和61年8月19日，県公衆衛生課及び大牟田市保健  

所より，土産物粕漬帆立貝の毒性検査の依頼があった．  

下痢性貝毒検査の結果，帆立貝は無毒であった．   

9・3 コモンフグ食中毒事件   

昭和61年9月26日，T保健所管内でコモンフグによ  

る食中毒が発生した．患者は1名で，釣り上げたコモン   
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表 36  コモンフグ食中毒事件検査結果  

検 体 名  部位 重量及び容量 毒力（MU／g）8〉  備 考  

肝臓  

コモンフグ（NO．1） 皮膚  

筋肉  

3020（猛毒）   体重19cm，体重241g  

496（強寺）   体幅 6cm，体高7．5cm  

14（弱毒）  

g
 
g
 
g
 
 

9
 
9
 
0
0
 
 

2
 
2
 
7
 
 

肝臓  18g  558（強毒）   体長17cm，体重184g  

コモンフグ（NO．2）皮膚  20g  302（強毒）   体幅5．5cm，体高7cm  

筋肉  68g  13（弱毒）  

鍋物残査  84g  39（弱毒）  

胃洗浄液（27日分）  450m／  ND（無毒）b）  

a）無毒は10MU／g未満，弱毒は10MU／g－100MU／g未清，強寺は100MU／g－1000MU／g未胤猛毒は   

1000MU／g以上である  

b）ND値は2．1MU／gである  

2 血液中のPCQll王   

県内のカネミ油症検診受診者55名について，血液中  

PCQを分析した．その内訳は油症患者の追跡調査にとも  

なう者（油症認定患者）2名，油症未認定検診に伴うも  

の（未認定者）9名であった．油症認定者の血液中PCQ  

濃度は4．2ppb及び8．1ppbであった．また，未認定者は  

9名全員検出限界値（0．02ppb）以下であった．   

家庭用晶検査   

おしめカバー，よだれ掛け及び下着等の繊維製品50検  

体について，有害物質を含有する家庭用晶の規制に関す  

る法律に基づいて，ホルムアルデヒド検出試験を行った．  

試験結果は，いずれも基準値以下であった．また，レコー  

ド用スプレー，ガラスクリーナー等の家庭用エアゾル製  

品28検体84成分についてメタノール，トリクロロエチ  

レン，テトラクロロエチレン含有量を，家庭用洗浄剤12  

検体について水酸化カリウム又は，水酸化ナトリウム含  

有量を，住宅用洗浄剤8検体について塩化水素又は，硫  

酸をそれぞれ試験した．その結果，全検体とも基準値以  

下であった．   

医薬品検査   

1収去検査   

厚生省の昭和61年度医薬品等一斉取締りの一環とし  

て錠剤，カプセル剤，丸剤及び顆粒剤の40検体について  

声11改正日本薬局方による崩壊試験，ドリンク剤5検  

体，鎮痛剤及びかぜ薬9検体，繁用品3検体の医薬品製  

造承認による規格試験をそれぞれ行った．浴用剤の5検  

体については，医薬部外品製造承認書による規格試験を  
行った，また，ビタミンE剤7検体について高速液体ク  

ロマトグラフィーによる定量試験を行った．その結果，  

浴用剤のケイワンー5以外はいずれも基準に適合してい  

た．   

フグを自宅にて調理し，摂取した．その後，手足のしぴ  

れ等の症状を呈し，翌9月28日に死亡した．患者が摂取  

したコモンフグの残り2匹，鍋物の残り及び9月27日に  

胃内洗浄した液について毒性検査を行った．結果は表36  

に示した．   

9・4 クサフグ食中毒   

昭和61年10月14日，Ⅰ保健所管内でクサフグによる  

食中毒が発生した．患者は1名で，知人よりクサフグを  

入手し，その肝臓及び肉を摂取した．その後，手足のし  

びれ，嘔吐等の症状を呈したが，翌日回復した．患者が  

摂取したクサフグの肉及び患者の吐物の毒性検査を行っ  

たところ，いずれも無毒（10MU／g未満）であった．  

10 その他  

10・1 精度管理   

全国衛生化学技術協議会の依頼により，ジュース試料  

中のパラオキシン安息香酸エステル（エチル，プロピル，  

プチル）及び頭髪中の重金属（鉄，鋼，鉛，カドミウム）  

を定重した．定量値はパラオキシ安息香酸エチルが  

85・7±0・89ppm，プロピルが95．0±1．52ppm，プチルが  

99・6±1・07ppmで，鉄が230±3．00／lg／g，鋼が16．2±  

0．6／lg／g，鉛が6．2±0．2JLg／g，カドミウムが0．26±  

0．01JJg／gであった．   

油症検診関連業務  

1血液中のPCB調査   

県内のカネミ油症検診受診者55名について，血液中  

PCBを分析した．その内訳は油症患者の追跡調査にとも  

なう者（油症認定患者）40名，油症未認定検診に伴うも  

の（未認定者）15名であった．油症認定者の血液中PCB  

漉度は最高25ppb，最低0．5ppb，平均5．3ppbであっ  

た．一九未認定者の血液中PCB濃度は最高8ppb，最  

低0．2ppb，平均2．2ppbであった．  
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また，血液比重測定用硫酸銅液24検体の比重測定を  

行った．いずれも基準に適合していた．   

2 苦情の原田鋼玉   

2・1 ビタミンEナチュレックスに係る苦情処理   

昭和61年10月衛生部薬務課の依頼により医薬品の規  

格試験及び固形成分の確認試験を行った．この医薬品は  

生晃栄養薬品㈱製の商品名“ビタミンEナチュレックス”  

で滋養強壮保健薬として市販されている軟カプセル剤で  

ある．製造承認書における規格試験の結果，酢酸d－α－ト  

コフェロール（103％）及びγ－オリザノール（96％）共に  

規格基準に適合していた．また，カプセル内の固形成分  

をガスタロマトグラフ法，紫外線吸収スペクトル法そし  

てシリカゲル薄層タロマト法で定性確認した結果，主成  

分のγ一オリザノールであることが判明した．   

嚇放射能測定爛鷹  

1通欄の放射能測定   

表37に示したように空間線主宰及び全ベータ放射能  

調査を行った．また，上水と牛乳については，帥Sr及  

び1㍍Csの放射能核種分析を，牛乳については．ⅢⅠの測  

定を行った．当年度の放射能調査結果は，当年4月30日  

から6月6日の間を除く期間では前年度とほとんど同じ  

であった．   

2 ソ連チェルノブイル原発事故に伴う緊急事態放射  

能測慢   

当年4月30日科学技術庁の指示により4月26日に発  

生したソ連チェルノブイル原発事故の影響調査を当年4  

月30日から6月6日まで実施した．検体は，浮遊じん，  

雨水・ちり，蛇口水，牛乳で，測定項目は，全ベータ放  

射能及び核種分析であった．調査結果は，図2に示すと  

おりで，5月5日頃から事故の影響が見られ，その後5  

月いっぱい認められた．   

モ  の  他  

1薬剤中のクロルチン   

昭和61年9月，水産林務部治山課の依頼により含量規  

格に疑いのある竹材の防虫防カビ剤の検査を行った．そ  

の括果，薬剤中のタロルデン含土は90％であったが，20  

倍に希釈したと称する溶液は58倍の希釈に相当する濃  

度であった．  

表 37  全ベータ放射能及び空間線量率調査概要  

試  料  件数  測定括具  備  考  

降  水（mCi／km2）  

降 下 物（mCi／km2）  

土   壌（mCi／km2）  

土   壌（mCi／km2）  

日 常 食（pCi／g）  

上  水（pCi／J）  

上  水（甚i／J）  

牛  乳（pCi／mZ）  
牛   乳（pCi／mJ）   

米  （pCi／g）   

米  （pCi／g）  

ほうれん草（pCi／g）  

ほうれん草（pCi／g）  

大  根（pCi／g）  
大  横（pCi／g）  

大  根（pCi／g）  

た   い（pCi／g）  

海  水（pCi／ハ  
海 底 土（pCi／g）  

空間線量率 レR／hr）  

空間線量寧（cps）  

ND－ 6．6  降雨時の1日ごと  

ND－14．8  大型水盤による1か月ごと  

1095  深さ 0一元m   

3700  深さ 5－20m  
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葉
菜
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ND  

21  

7．1－ 7．7  サーベイメータによる  

11．0－25．2  モニタリングポストによる  

ND：計数誤差×3   
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一 38 一  

環 境 科 学 部  

大  気  課  

当課の業務は，大気汚染防止法に基づく排出基準監視調査，大気環境状況把握調査，悪臭防止法に基づく調査のほか  

大気及び悪臭由来の苦情処理に係る調査及び大気及び悪臭に係る調査研究である．   

当年度の業務のうち，大気関係は県環境整備局公害課依頼として工場の排出基準監視調査である，1）ばい煙発生施  

設の立入調査，2）燃料中硫黄分調査，大気環境監視調査である，3）大気汚染測定車による飯塚市，久留米市，中間  

市，宗像市及び太宰府市における調査，4）光化学オキシダント調査及び，5）苦情処理調査であった．   

県環境整備局公害課経由環境庁委託としては，1）粉じん発生施設排出基準設定調査，2）未規制物質モニタリング  

事業，3）未規制大気汚染物質発生源対策調査，4）IC産業環境保全実態調査，5）大気中化学物質環境調査，6）国  

設局管理運営業務であった．その他，環境庁実施の環境測定分析統一精度管理調査に参加した．   

市町委託としては，1）苅田町，行橋市，豊前市及び水巻町における降下ばいじん及び硫黄酸化物調査，2）大牟田  

市における浮遊粉じん中の水溶性金属調査であった．   

悪臭関係は，県環境整備局公害課依頼としては，1）悪臭発生施設の立入調査，県環境整備局公害課，経由環境庁委  

託調査としては，1）悪臭物質の簡易測定法に関する調査であった．   

以上の業務における項目別測定分析数は表38のとおりである．   

研究業務としては，大気中浮遊粉じん汚染の解析，大気中浮遊粉じん中トレーサー因子の解明，スパイク粉じん調査，  

福岡県における降下ばいじん及び硫黄酸化物調査，光化学オキシダント調査，オキシダント簡易測定器の開発及び生体  

中の大気汚染質の動態調査等を実施した．その他，光化学オキシダント及び黄砂について国立公害研究所と共同研究を  

実施した．また大気汚染研究協会関東支部主催の炭素成分分析精度の検討調査に参加した．   

排出基準監視網査  

1 県内ばい煙発生源施設立入調査   

県内のばい煙発生施設からの排出状況を把握するため，  

廃棄物焼却炉3施設，焼成炉1施設，ボイラー2施設に  

ついて，ぱいじん濃度，窒素酸化物濃度及び塩化水素濃  

度の測定を行った．その結果，ばしゝじん濃度は，廃棄物  

焼却炉1施設において基準値を超えた．また，同施設で  

は塩化水素濃度は3回測定のうち，1回が基準値を越え  

たが，平均値では基準値以下であった．その他の施設で  

は何れも基準値以下であった．   

2燃料中硫黄分調査   

環境週間工場総点検に伴う燃料中硫黄分の調査を県下  

101施設について実施した．その結果，届出値を超えてい  

たものはなかった．   

また，硫黄酸化物の総量規制を実施している苅田及び  

大牟田地域10施設の使用燃料中硫黄分の調査も実施し  

た．その結果，規制基準及び届出値を超えていたものは  

なかった．   

排出状況把櫨調査  

1粉じん発生施設排出基準設定調査   

粉じん発生施設については，構造，使用及び管理に関  

する基準が定められているが，基準設定後かなりの年数  

が経過している．そこで，その発生状況について実態を  

把握するため，大気汚染防止法規制対象施設と規制外施  

設をそれぞれ選定し調査をおこなった．対象施設はベル  

トコンベアと堆積場をそれぞれ2施設，破砕機，ふるい，  

切削機，研磨機，バッチャープラント，鋳物ばらし各々  

の1施設の計10施設であった．   

2 未規制大気汚染物質発生源等対策調査   

未規制の有害物質のうち，大気中への排出が多岐にわ  

たり，重大な大気汚染を引き起こすことが懸念されるも  

のについては，その実態を早急に把握する必要がある．   

本調査はこれら未規制大気汚染物質のうち，タロロビ  

クリンについてその排出実態を明らかにし，大気汚染防  

止対策の基礎資料とすることを目的に，製造工場を対象  

に実施した．   

3IC産業環境保全実態調査  

IC産業に係る環境問題の所在についての検討及び今  

後の必要な施策の基礎資料を得る目的で，IC産業におけ  

る化学物質の排出の実態及び周辺環境の状況等について  

調査を実施した．  

IC工場では多種多様の化学物質を使用しているが，こ  

のうち材料ガスとして使用する物質（リン化合物，ホウ  

素化合物，ケイ素化合物，ヒ素化合物，フッ素化合物）  

及び洗浄剤として使用する有機塩素系溶剤（トリクロロ  

エチレン，テトラクロロエチレン，1，1，1一トリタロロエ  

タン）を調査対象物質として調査を実施した．   

大気環境監視調査   



表 38  測定項目別県・市町別件数  

項   目  項   目  

煙道排ガス調査  

ばい じん   

窒素酸化物   

酸   素   

水   分   

流   速   

温   度   

燃料中硫黄   

塩化水素  

環境大気調査  

二酸化硫黄   

浮遊粉じん   

一酸化窒素   

二酸化窒素   

一酸化炭素   

オキシダント   

オ ゾ ン   

全炭化水素   

非メタン炭牝水素  

全フ ッ 素   

ホルムアルデヒド   

クロロビクリン   

全 リ ン   

全 ヒ 素   

全 珪 素   

全ホウ素  

1，1，1一トリクロロエタン   

トリクロロエチレン   

ラトラクロロエチレン  

1，2，3－トリクロロベンゼン  

1，2，4－トリクロロベンゼン  

1，3，5－トリクロロベンゼン   

ニトロベンゼン   

0ニトロトルエン   

〝7一ニトロトルエン   

♪－ニトロトルエン   

cねクロ／レデン  

Jm乃ざクロ／レデン   

c由一ノナクロル   

わⅦ乃5－ノナクロル   

γ－クロルディン   

ヘプタクロル   

ヘプタクロルエポキシド   

オキシクロルデン  

悪臭物質等調査  

アンモニア   

硫化水素   

メチルメルカプタン   

硫化メチル   

ニ硫化メチル   

トリメチルアミン   

アンモニア検知菅検定  
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 カドミウム  

鉛  

亜   鉛  

鋼  

カルシウム  

アルミニウム  

全 炭 素  

降下ばいじん総量  

水溶性物質  

水不溶性物質  

貯 水 量  

硫黄酸化物  
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0
 
1
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久留米市諏訪町 西国分小学校運動場  

：昭和61年8月24日－9月6日  

久留米市野中町 久留米市文化センター駐  

車場   

中間市：昭和61年11月26日－12月9日  

中間市大字中間 中間市役所駐車場   

宗像市：昭和62年3月10日－3月30日  

宗像市須恵 宗像中央公民館   

なお，久留米市における環境大気測定は自動車排ガス  

測定局の移設に伴う事前調査である．また飯塚市におけ  

る測定は金属溶解炉周辺の苦情に伴う環境調査である．   

1 大気汚染測定車による環境大気調査   

太宰府市，飯塚市，久留米市，中間市及び宗像市にお  

いて，大気汚染測定車“さわやか号”による環境大気調  

査を実施した．それぞれの測定期間及び測定場所は次の  

通りである．また測定結果を表39一表44に示す．  

太宰府市‡昭和61年5月2日－5月31日  

太宰府市向佐野 福岡県衛生公害センター  

駐車場   

飯塚市：昭和61年6月11日一6月24日  

飯塚市大字上三緒 上三緒工場団地   

久留米市：昭和61年8月6日－8月19日  
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表 39  太宰府市における大気汚染質測定結果  表 43  中間市における大気汚染質測定結果  

項  目  単 位 最 高 最 低 平  目  単位  最高  最低  平均  
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主風向：SSE， 静隠：11％  

表 44  宗像市における大気汚染質測定結果  

主風向：ESE，静隠：9％  

表 40  飯塚市における大気汚染質測定結果  

項  目  単 位 最 高 最 低 平  項  目  単位  最高  最低  平均  

二 酸 化 硫 黄  

浮 遊 粉 じ ん  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

窒 素 酸 化 物  

光化学オキシダント  

ー 酸 化 炭 素  

全 炭 化 水 素  

非メタン炭化水素  

二 酸 化 硫 黄  

浮 遊 粉 じ ん  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

窒 素 酸 化 物  

光化学オキシダント  

ー 酸 化 炭 素  

全 炭 化 水 素  

非メタン炭化水素  
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表 41久留米市晒国分小学校）における大気汚染質測定結果  

2 大牟田市における浮遊粉じん調査   

大牟田市にある亜鉛精錬工場と福岡県，大牟田市，熊  

本県及び荒尾市との間では，工場周辺におけるカドミウ  

ムの環境濃度0．1JJg／m3以下を目標とする公害防止協  

定が締結されている．これに基づき，大牟田市内10箇所  

において，昭和61年4月から昭和62年3月までの間に，  

ハイポリュームエアサンプラーで採取した浮遊粉じんに  

ついて水溶性カドミウム濃度の分析を行った．結果は表  

45に示すとおりである．  

項  目  単位  最高  最低  平均  
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表 42  久留米市（石橋文化センター）における  

大気汚染質測定結果  
表 45 大牟田市における浮遊粉じん測定結果（〟g／m3）  
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リクロロベンゼン，ニトロベンゼン，0－ニトロトルエ  

ン，椚一ニトロトルエン，♪－ニトロトルエン，Cね－クロル  

デン，J和乃5－タロルデン，Cね－ノナタロル，れ椚那－ノナク  

ロル，γ一クロルディン，へプタクロル，へプタクロルエ  

ポキシド，オキンタロルデンの15物質であり，大牟田市  

役所（汚染地区），三郡山」山頂（非汚染地区）の2地点に  

おいて，昭和61年8月及び12月に各々3日間連続して  

調査を実施した．結果については，環境庁から全国の調  

査結果をまとめて報告される予定である．   

3 光化学オキシダント調査   

本調査はオキシダント高濃度現象の原因解明のための  

基礎資料を得ることを目的に実施した．成層圏オゾンの  

動態に関する知見を得るため，昭和61年4月から昭和  

62年3月まで三郡lJ」山頂において，オゾン，風向及び風  

速の測定を実施した．更に，成層圏オゾンの地表に与え  

る影響についての知見を得るために，南部清掃工場（春  

日市）の煙突で，地上75mと地表のオゾン濃度の測定を  

実施した．なお，三郡山山頂におけるオゾン濃度測定は，  

国立公害研究所との共同研究である．   

悪臭物質調査  

1悪臭物質の簡易測定法に関する調査   

本調査は，悪臭防止法に規定された機器分析法を補完  

する方法として，検知管による簡易測定法を確立し，悪  

臭防止法の施行の徹底に資するための基礎資料を収集，  

検討することを目的として，昨年度に引き続き実施した．  

本年度は，アンモニア検知管の野外本試験，硫化水素検  

知管の野外予備試験及びアンモニア検知管の検定をそれ  

ぞれ実施した．   

2 魚腸骨処理場に係る悪臭物質調査   

昭和61年9月，魚腸骨処理場の原料置場周辺，浄化槽  

周辺及び敷地境界線において，硫黄系及び窒素系悪臭物  

質濃度を測定した．結果は，敷地境界線ではすべて規制  

基準以下であった．   

苦情処理調査   

1 金属溶解炉に係る調査   

アルミ等回収工場から排出されるばいじんに対して，  

同工場に隣接する事業場から苦情申し立てがあった．昭  

和61年5月13日－16日に調査を実施した結果，工場の  

風下地点セは浮遊粉じん濃度が高濃度を示した．また，  

工場からの漏れガスによる周辺環境への影響が推測され  

た．   

2 研磨工場に係る調査   

金属研磨工場から排出される粉じんに対し，工場周辺  

住民から，苦情申し立てがあった．その実態を把握する  

ため昭和61年11月10日－13日に調査を実施した．その  

結果，工場数地内の粉じん濃度は，1測定地点では幾分   

3 行橋市，苅田町，水巻町及び豊前市における大気  

汚染調査   

行橋市では昭和45年度から8地点で硫黄酸化物（二酸  

化鉛法）及び降下ばいじんを，苅田町では昭和41年度か  

ら13地点で硫黄酸化物を，また豊前市では昭和59年度  

から5地点で硫黄酸化物及び降下ばいじんを，さらに水  

巻町では昭和47年度から3地点，昭和60年9月から1  

地点追加して計4地点で降下ばいじんをそれぞれ測定し  

ており，当所はそれらの検体の分析を行った．   

分析結果は表46のとおりで，水巻町の降下ばいじん量  

が微増したほかは，前年度より減少した．  

表 46 行橋市，苅田町，水巻町，豊前市大気汚染測定結果  

降下ばいじん（t／km2／月）硫黄酸化物（SO3／100cm2／日）  

行橋市水巻町豊前市 行橋市苅田町豊前市   
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大気環境把握調査  

1未規制物質モニタリング事業   

未規制物質のうちホルムアルデヒドについて，一般環  

境大気中の濃度を測定しその実態を把握することにより，  

大気汚染の未然防止のための基礎資料を得る目的で調査  

を実施した．   

調査地点は大牟田市（工場地帯近傍の住居地域），久留  

米市（中小都市居住地域）及び小郡市（バックグラウン  

ド地域）の3地点であり，夏期（9月）及び冬期（1月）  

に測定を実施した．   

2 昭和61年度大気中化学物質環境調査   

大気中に残留していると考えられる化学物質について，  

環境中における挙動及び残留性の実態を把握し，化学物  

質による大気汚染の未然防止を図るための資料を得るこ  

とを目的に，調査を実施した．対象物質は，1，2，3－トリ  

クロロベンゼン，1，2，4一トリクロロベンゼン，1，3，5－卜  
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高めの値を示したが，それ以外は一般環境と同程度の値  

を示した．   

その他の調査  

1環境測定分析統一精度管理調査   

本調査は，環境測定分析に関する信頼性の確保と精度  

の向上に必要な基礎資料を得ることを目的として全国都  

道府県，政令市及び一部民間の各分析機関において実施  

された．分析用の共通試料は粉じん（道路堆積物）であ  

り，日本環境衛生センターで調製され送付された．当課  

は，分析項目のうち嗣，鉄，アルミニウム，カルシウム  

を担当したが，いずれも指定された分析法にしたがって  

実施した．   

2 エアロゾル中炭素系成分分析精度調査   

エアロゾル中の炭素系成分の分析法の特徴，精度，問  

題点などを把握するために，大気汚染研究協会関東支部  

が行った共同試料による炭素系成分分析精度の検討調査  

に参加した．試料はハイポリュームエアサンプラーで採  

取した都市大気粒子，ディーゼル排出粒子及び自動車排  

出粒子標準試料であり，全炭素，無機炭素（元素状炭  

素），有機炭素について分析を実施した．  

水  質  課  

当課の業務は，水質汚濁防止法に基づく公共用水域の水質環境基準監視調査及び排水基準監視調査，環境状況把握及  

び浄化対策調査並びに飲料水，温泉に係る試験検査であった．これらの業務以外に，水環境に係る調査研究並びに被害  

及び苦情処理調査も併せて実施した．   

これら業務を依頼者別にみると，県環境整備局公害課（県単事業）の河川浄化対策及び富栄養化防止対策，更には，  

被害及び苦情処理に係る業務9，環境庁の補助及び委託業務12，厚生省の委託業務1，その他県水産林務部緑化推進課  

及び県衛生部公衆衛生課からの委託業務が各1であった．飲料水及び温泉に係る試験検査は一般依頼業務であり，水道  

法，温泉法に係るものが主であった．   

以上の全業務における項目別分析実施件数は，33，718で，その詳細は表47に示すとおりであった．また，当年度に誌  

上発表及び学会発表を行った調査研究は“水生態環境把握手法調査”，“事業場排水中のトリハロメタン前駆物質に関す  

る研究”ほか18編であった．以上業務の概要を述べると次のとおりである．   

筑前海，有明海で，その測定点は計15であった．試料採  

取は各所轄水産試験場が実施し，当課は，豊前海，筑前  

海の試料について，乃－ヘキサン抽出物質，カドミウム，  

シアン，鉛，六価クロム，ヒ素，全水銀，アルキル水銀，  

PCB，MBAS，有明海の試料については，更にフェノー  

ル類，亜鉛を加えた項目の分析を担当した．全試料数は  

60件であり，測定結果はすべて環境基準値以下であっ  

た．   

3 湖沼調査   

県内8ダム湖の水質調査を実施した．貯水量1，000万  

m3以上の6湖沼のうち4湖沼（油木，鱒淵，江川，寺内）  

については湖心の表層，中層及び底層の3層で，日向神  

ダム湖については湖心を含めた湖内2地点の表層，中層  

及び底層の3層で，力丸ダム湖については湖心を含めた  

3地点の表層ほか5－6層で採取した試料について，pH，  

電気伝導度，COD，SS，BOD，TOC，全窒素，アンモニ  

ア性窒素，亜硝酸性窒素，硝酸性窒素，全リン，リン酸  

態リン，全鉄，全マンガン，クロロフィルaの測定を年  

4回（力丸ダム湖については年8回）実施した．同時に  

ダム湖への流入前及び流出後の河川で採取した試料の  

pH，電気伝導度，COD，SS，BOD，TOC，全窒素，全   

環境基準監視及び排水基準監視網査   

以下の業務は環境庁補助事業であり，県環境整備局公  

害課の依頼によるものであった．  

1河川調査   

県環境整備局公害課は，環境庁の補助事業として，河  

川の環境基準監視調査を実施した．対象河川は，豊前海  

流入河川（17河川），遠賀川水系（5河川），筑前海流入  

河川（10河川），筑後川水系（15河川）及び大牟田市内  

河川（5河川）であり，その測定点数は計65，試料数は  

計780であった．測定項目では，pH，BOD，COD，  

SS，TOC，電気電導度の測定を毎月1回，カドミウム，  

シアン，鉛，六価クロム，ヒ素，全水銀，アルキル水銀，  

全窒素，全リン，MBAS，アンモニア性窒素，硝酸性窒  

素，亜硝酸性窒素，リン酸態リン，PCB，トリクロロエ  

チレン等，有機リンの測定を年1回ないし4回実施した．  

主な項目別の測定結果を水系別に表48，表49に示す．な  

お，カドミウム，シアンなど健康項目の測定結果はすべ  

て環境基準値以下であった．   

2 海域調査   

県環境整備局公害課は，環境庁の補助事業として，海  

域の環境基準監視調査を実施した．対象海域は，豊前海，  



表 47  項 目 別 分 析 実 施 件 数  

項  目  項  目  

pH  
DO  

TOC  

BOD  

COD  

SS  

電気伝導度  

全窒素  

アンモニア性窒素  

亜硝酸性窒素  

硝酸性窒素  

亜硝酸性窒素＋硝酸性窒素  

全リン  

リン酸態リン  

塩化物イオン  

残留塩素  

過マンガン酸カリウム消費量  

含水率  

強熱減量  

乃－ヘキサン抽出物  

硬度  

カリウム  

ナトリウム  

カルシウム  

マグネシウム  

鉄  
マンガン  

亜鉛  

鋼  

鉛  

全クロム  

六価クロム  

カドミウム  

ヒ素  

全水銀  

アイレキル水銀  

全シアン  

有機リン  

メナレンブルー活性物質（MBAS）  

フッ素  

フユノー′レ類  

硫黄  

硫酸イオン  

炭酸水素イオン  

遊離炭酸  

ラドン含有量  

PCB  
トリハロメタン  

トリクロロエチレン  

テトラクロロエチレン  

1，1，1－トリクロロエタン  

クロロホルム  

MIBK  

CNP  
フユニトロチオン  

ダイアジノン  

パラコート  

クロールデン  

水酸化トリシクロへキシルスズ  

ベンゼン誘導体  

濁度  

色度  

蒸発残留物  

臭気  

昧  

その他  

総件数  

6
 
0
 
1
 
7
 
3
 
0
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3
 
5
 
5
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4
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1
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5
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4
 
2
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q
 
 
 
 
6
 
 
 
 
1
 
 

3
 
 

3
 
 

れぞれ表50，表51，表52に示すとおりであった．   

4 エ場排水調査   

県環境整備局公害課と各保健所が特定事業場（延べ  

945）に対して，水質汚濁防止法に基づく立ち入り調査を  

行い，採取した排出水の分析を当課が担当した．調査を  

実施した全事業場のうち，排水基準に適合しなかった事  

業場数は延べ42であり，不適合率は4％であった．各項  

目別の調査結果は表53に示すとおりで，pH，BODの不  

適合率が高く，pHについては不適合事業場18のうち8  

がし尿処理施設を持つ事業場で，BODについては不適合  

事業場15のうち11が食料品製造事業場であった．   

環境状況把撞及び浄化対策調査   

これらの調査は，富栄養化に係る調査，農薬等化学物   

リンの測定を年4回（力丸ダム湖については年8回）実  

施した．なお，カドミウム，シアン，鉛，六価クロム，  

ヒ素，全水銀，アルキル水銀，PCBの測定は湖心表層の  

試料について年1回，MBASの測定はダム湖流出後の河  

川で年4回実施した．更に，貯水量1000万m3未満の2  

ダム湖（久保白、陣屋）の湖心（表層，底層）で採取し  

た試料についてpH，電気伝導度，COD，SS，BOD，  

TOC，全窒素，アンモニア性窒素，亜硝酸性窒素，硝酸  

性窒素，全リン，リン酸態リン，全鉄，全マンガン，ク  

ロロフィノレaの測定を年2回実施した．調査の結果，カ  

ドミウム，シアン，鉛，六価クロム，ヒ素，全水銀，ア  

ルキル水銀，PCBは，全て環境基準以下であり，pH，  

COD，SS，BOD，TOC，全窒素，全リンの測定結果はそ  
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表 49  河川水質測定結果（pH以外mg〃）  

水系名 河川名 刺  定  点  pH  BOD SS  COD  TOC  T－N  T－P  

大牟田川 五  月  橋 7．5±0．3  
大  諏訪川 三池鉄道河口鉄橋 7．5±0．3  

牟  ノノ  馬場町取水堰 7．8±0．6  

田  堂面川 新 堂 面 橋 7．3±0．2  

市  〃  御 幸 返 橋 7．4±0．2  

内  白銀川 新  川  橋 7．5±0．5  

河  ／J  三池電力所横井堰 7．6±0．7  

川  隈  川 三池干拓内橋 7．4±0．3  

ノノ   塚  崎  橋 7．2±0．2  

25．0±18．8 21±28  

4．5± 2．0 44±39  

1．7± 0．9 37±45  

7．5± 3．1 69±80  

6．4± 2．2 20±48  

3．0±1．2 13±11  

2．2±1．8  8± 7  

2．7±1．2 11± 5  

3．5±1．7 10± 9  

12．9±6．9  

5．3±1．8  

4．0±1．3  

8．4±2．9  

5．8±1．3  

4．6±1．4  

3．1±1．2  

4．3±0．7  

4．5±0．9  

6．06±1．49  

3．05±1．07  

3．03±1．72  

3．41±0．80  

2．98±0．72  

2．03±1．02  

2．48±0．63  

1．95±0．50  

2．90±0．36  

0．34±0．16  

0．20±0．10  

0．08±0．02  

0．31±0．07  

0．24±0．14  

0．14±0．06  

0．07±0．02  

0．15±0．02  

0．20±0．07  

14．6±3．1  

7．5±3．0  

3．2±0．8  

9．0±2．2  

9．3±4．8  

5．8±1．9  

3．8±0．9  

6．2±0．2  

6．1±1．5  

平均値±標準偏差 T－N：全窒素， TP：全リン  

表 50  湖沼水質調査測定結果（貯水量1000万m3以上）（pH以外mg〃）  

点
 
 
 

走
 
 
 

名
 
 
 

沼
 
 
 

湖
 
 

pH  BOD SS  COD  TOC  T－N  T－P  

流 入 点  7．6±0．1  0．8±0．5  

8．2±1．0  1．5±0，7  

7．3±0．2  0．9±0．4  

7．1±0．3  0．9±0．6  

7．7±0．7  1．2±0．5  

7．9±0．3  1．0±0．4  

8．0±0．8  1．3±0．4  

7．4±0．3  1．1±0．3  

7．2±0，3  1．1±0．3  

7．7±0．2  1．2±0．3  

7．3±0．3  0．4±0．1  

8．1±1．5  1．1±0，7  

7．3±0．1  0．9±0．3  

7．0±0．1  0．9±0．2  

7．3±0．3  1．3±0．3  

7．1±0．2  0．5±0．3  

7．6±1．0  1．6±1．7  

7．1±0．4  0．7±0．2  

7．0±0．3  0．7±0．2  

7．2±0．3  0，7±0．2  

8．2±0．4  0．8±0．3  

8．7±1．0  2．2±1．3  

7．7±0．1 1．0±0．2  

7．4±0．2  1．5±1．5  

8．5±1．0  2．2±1．0  

7．5±0．1 1．3±0．4  

7．1±0．2  1．8±0．6  

7．6±0．2  1．1±0．5  

1± 2 1．0±0．4  2．3±1．8  

2±1 2．6±0．4  2，9±0．9  

2± 2 1．9±0．4  2．5±1．0  

8± 6  2．2±0．6  2．8±1．9  

1±1 2．4±0．4  2．5±1．0  

1± 0  0．9±0．3  2．2±0．7  

0± 0  2．0±0．4  3．3±0．9  

1±1 1．4±0．1  3．1±1．1  

4± 4 1．8±0．6  3．3±1．7  

5±10 1．9±0，6  3．1±0．7  

2± 3 1．4±1．0  1．8±0．8  

5± 7  3．0±2．4  3．2±2．3  

2±1 1．8±0．2  2．4±1．2  

5± 8 1．7±0．3  2．2±1．0  

4± 4  2，5±0．6  2．3±1．0  

2± 2  2．2±1．0  2．3±1．1  

3± 2  2．4±0．7  2．8±1．5  

2± 2 1．6±0．1  2．1±1．0  

7± 7 1．9±0．5  2．5±0．9  

2± 2 1．8±0．7  2．0±0．5  

2±1 0．9±0，3  3．1±2．6  

4± 3 2．9±1．2  2．6±1．6  

4± 4 1．4±0．3  2．0±1．2  

6± 3 1．5±1．0  2．2±1．1  

3±1 3．0±1．5  2．7±1．3  

5± 4 1．5±0．4  2．3±1．3  

4±1 2．5±1．0  2．7±1．4  

2± 2 1．4±0．1 1．9±1．1  

0．6±0．1 0．02±0．01  

0．7±0．2 0．02±0．01  

0．7±0．2  0．01±0．01  

0．8±0．2  0．02±0．01  

0．7±0．3  0．01±0．00  

0．7±0．1 0．02±0．00  

0．7±0．1 0．01±0．00  

0．7±0．2  0．01±0．00  

1．5±1．6  0．01±0．01  

0．9±0．4  0．01±0．01  

1．0±0．4  0．03±0．03  

0．9±0．1 0．03±0．02  

1．1±0．2  0．02±0．02  

1．0±0．0  0．03±0．02  

1．0±0．1 0．03±0．02  

0．9±0．4  0．03±0．02  

1．0±0．2  0．03±0．02  

1．0±0．2  0．02±0．01  

1．0±0．1 0．03±0．02  

1．0±0．3  0．03±0．02  

0．8±0．2  0．01±0．01  

1．0±0．3  0．02±0．01  

1．0±0．4 0．01±0．00  

0．9±0．1 0．02±0．02  

0．8±0．0  0．04±0．05  

0．8±0．1 0．04±0．05  

1，0±0．1 0．06±0．06  

1．4±1．4  0．01±0．01  

油 木 ダ ム  

流 出 点  

流 入 点  

鱒 淵 ダ ム  

流 出 点  

流 入 点  

江 川 ダ ム  

流 出 点  

流 入 点  

寺 内 ダ ム  

流 出 点  

流 入 点  

日向神ダム  

流 出 点  

平均値±標準偏差 T－N：全量素， TrP：全リン， St．1：ダムサイト   



表 51 湖沼水質調査測定結果（貯水量1000万m3以上）（pH以外mg／l）  

pH  BOD SS COD  TOC  T－N  TrP  

流  入  点  8．3±0．2 1．1±1．0  4± 6 1．7±0．4  2．1±0．8  

3±1 3．2±1．2  3．2±1．0  

4±1 3．6±1．7  3．0±1．1  

3±1 3．3±1．0  3．0±0．8  

3±1 2．9±0，8  2．8±0．6  

2±1 2．4±0．6  2．9±0．9  

3± 2  2．1±0．5  2．7±0．8  

4± 4  2．8±1．0  2．4±0．5  

3±1 3．5±1．3  3．3±1．3  

4±1 3．8±1．3  2．9±0．8  

4±1 3．5±1．3  3．1±1．0  

3±1 2．8±0．8  3．1±1．1  

3± 2  2．3±0．7  2．7±0．8  

3± 2  2．2±0．5  3．3±2．0  

8± 4  2．4±0．7  2．8±1．3  

4± 2  3．4±1．5  3．1±1．0  

5± 2  3．6±1．1  3．2±1．0  

5± 2  3．7±1．2  3．1±1．3  

5± 2  3．0±0．8  3．4±1．6  

5± 4  2．5±0．8  2．5±0，8  

9± 7  2．3±0．7  2．6±0．4  

8±13 2．4±1．5  3．0±1．6  

1．0±0．6 0．04±0．01  

0．9±0．3  0．02±0．01  

0．8±0．1 0．03±0．01  

0．8±0．1 0．02±0．01  

1，0±0．5  0．02±0．01  

1．0±0．3 0．02±0．00  

1．0±0．3  0．02±0．01  

1．5±0．9  0．03±0．02  

0．8±0．2  0．02±0．01  

0．9±0．2  0．03±0．01  

0．9±0．1 0．03±0．01  

0．9±0．1 0．02±0．01  

1．0±0．1 0．02±0．01  

1．0±0．2  0．02±0．01  

1．1±0．2  0．03±0．01  

0．8±0．2  0．03±0．01  

0．9±0．2  0．03±0．01  

0．9±0．2  0．03±0．01  

0．9±0．2  0．03±0．01  

1．0±0．2  0．03±0．01  

1．3±0．4  0．03±0．01  

0．9±0，3  0．03±0．01  

O m  8．8±1．0  2．2±1．3  

1，5   8．7±1．0  3．2±2．3 2 
．0   8．7±0．9  2．3±1．2  

4．0   8．3±0－8  1．7±1．1  

8．0   7．7±0．5  1．2±0．8  

中層  7．5±0．3  0．7±0．2 底層   7．3±0．3  2．2±1．6  
0m   8．8±1．1  2．1±1．2  

1．5   8．8±1．0  2．7±2．8  

2．0   8．8±1．0  2．9±・2．3  

4．0   8．3±0．7  1．6±1．0  

8．0   7．7±0．5  1．1±0．8 中層  7．5±0．4  0．9±0．4  
し底層  7．3±0．3 1．1±1．0  

O m   8，8±1．3  2．4±2．2  

1．5   8．9±0．9  2．9±1．9  

2．0   8．8±0．9  2．9±2．3  

4．0   8．6±0．8  1．7±1．1  

8．0   7．8±0．4  1．3±1．0 底層  7．5±0．4 1．2±0．7   
点  8．5±0．4 1．7±1．3  流  出  

平均値±標準偏差  T－N：全窒素，T－P：全リン  

表 52 湖沼水質調査測定結果（貯水量1000万m3未満）（pH以外mg／J）  

湖沼名・ 測定点  pH  BOD  SS  COD  TOC  TpN  TrP  

〈芸冨  
8，7±0．4  2．0±0．8   2± 0   3．1±0．4  3．4±1．3  

7．5±0．6  2．3±1．4   5± 6  2．8±0．1 2．4±0．1  

8．0±1．8 1．7±0．6   3± 0   2．1±0．9  2．1±0．8  

6．8±0．2 1．4±0．4   21±24   2．1±0．2  2．0±0．6  

0．7±0．1 0，02±0．01  

1．0±0．6  0．05±0．06  

0．6±0．2  0．02±0．00  

1．0±0．0  0．04±0．01  

久保白ダム   

陣屋ダム（霊冨  

平均値±標準偏差  T－N：全窒素，T－P：全リン  

質に係る調査及び河川浄化対策に係る調査であった．  

1 富栄養化に係る調査  

1・1瀬戸内海栄養塩類削減対策調査   

本調査は，瀬戸内海環境保全特別措置法第12条の4に  

規定する指定物質削減指導等を実施することを目的に，  

昭和61年4月から同62年3月まで86事業場の86試料  

について全リンの測定を行った．全リンの濃度は，食料  

品製造業及びし尿処理施設の排水に比較的高い傾向がみ ●  

られた．   

1・2 瀬戸内海発生負荷量管理等調査   

本調査は，瀬戸内海区域の化学的酸素要求量に係る総  

量削減計画を推進するために合併し尿浄化槽の実態調査 ●  

を行い，生活排水による汚濁負荷量算定のための基礎資  

料を得ることを目的に，昭和61年7月，苅田町今古賀団  

地の合併し尿浄化槽において実施された．試料は，合併 ●  

し尿浄化槽の流入水，工程排水及び処理水を通日採水し ■  

たものであり，その測定項目はpH，DO，BOD，COD，  

SS．塩化物イオン，全窒素，アンモニア性窒素，亜硝酸  

性窒素，硝酸性窒素，全リン，リン酸態リン，MBAS，  

乃－ヘキサン抽出物質で，総試料数は73件であった．調査  

の結果，生活排水によるCOD負荷量は11．3kg／日であ  

り，その約92％が合併し尿浄化槽で除去されることが分 ●  

かった．除去率の内訳は曝気槽及び沈殿槽で90％，接触  

曝気槽及び凝集沈殿槽で1．8％であった．  

1・3 河川，湖沼及び海域の底質調査   

河川の測定点は，豊前海流入河川は亀川橋はか1，遠   
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る文献を追加収集し，先の文献総説の改訂を行った．ま  

た瀬戸内海全域の総合解析編の作成に着手した．   

2 化学物質に係る調査   

2・1 特定化字物質に関する検索試験   

厚生省の委託により水道原水に含まれている微量有機  

化字物質等の実態を把握するため，北九州市水道局の遠  

賀川伊佐座取水口から採取した原水中の化学物質の検索  

試験を行った．対象化学物質はアルドリン，ディルドリ  

ン，α－タロルデン，γ－タロルデン，へブタクロール，へ  

ブタクロールエポキシド，四塩化炭素，1，トジクロロエ  

チレン，1，2－ジタロロエタン，2，4，6－トリタロロフェノー  

ル，ペンタクロロフェノール，ベンゼン，トルエン及び  

ヘキサクロロベンゼンの14化学物質であり，調査は，昭  

和61年7月，10月，同62年2月の3回実施した．試験  

の結果，対象化学物質は検出されなかった．   

2・2 未規制汚濁源水質調査   

本調査は，環境庁の委託により，水質汚濁防止法規制  

対象外項目であるトリクロロエチレン，テトラクロロエ  

チレン，1，1，1－トリクロロエタン（トリクロロエチレン  

等）を使用する事業場排水の実態を把握し，同法に基づ  

く規制措置に必要な基礎資料を得ることを目的に実施さ  

れた．対象事業場のうち，未規制業種に係る事業場は，  

パン菓子製造業6事業場であった．測定項目は，pH，  

BOD，COD，SS，n－ヘキサン抽出物質，全窒素，全リン  

であった．また，トリクロロエチレン等に係る事業場で  

は，8事業場の排水を対象とし，更に，前年度の調査結  

果から地下水汚染が懸念される事業場については，併せ  

て周辺井戸水の調査も行った．この調査の総試料数は，  

79であった．調査の結果，未規制業種に係る事業場排水  

ではpH，BOD，SS，nTヘキサン抽出物質が水質汚濁防  

止法に基づく一律排水基準値を超えるものもあった．ま  

た，トリクロロエチレン等に係る事業場については，ク  

リーニング業において，テトラクロロエチレンが排水の  

管理目標値0．1mg／Jを超える事業場もみられた．周辺  

井戸については，すべて地下水の管理目標値以下であっ  

た．   

2・3 化学物質環境汚染実態調査   

環境庁委託業務として，昭和61年9月有明海の2箇所  

で採取した検体について，一般環境調査及び精密調査を  

実施した．一般環境調査の検体数は，海水，底質各6の  

合計12件，精密環境調査のそれは，海水，底質，魚類各  

6の合計18件であった．一般環境調査の対象化学物質は  

水酸化トリシクロへキシルスズで，精密環境調査のそれ  

はベンゼン，トルエン，エチルベンゼン，イソプロピル  

ベンゼン，0－キシレン，桝－キシレン，♪－キシレン，スチ  

レン，安息香酸及び♪一仁プチル安息香酸であった．結果   

表 53 工場排水調査結果（pH以外mg川  

分析項目   検体数  
）  

pH  
BOD  

COD  

SS  

カドミウム  

全シアン  

鉛  

六価クロム  

ヒ素  

全水銀  

アルキル水銀  

PCB  

乃－ヘキサン抽出物質  

フェノール  

嗣  

亜鉛  

鉄（溶解性）  

マンガン（溶解性）  

全クロム  

塩化物イオン＊  

全窒素＊  

全リン＊  

MBAS＊  
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＊基準値なし  

賀川水系は鴨生上水道取水口，筑前海流入河川は亀山新  

橋ほか1，筑後川水系は洒見橋ほか3，大牟田市内河川  

は新堂面橋ほか1測定点と矢部川水系の三明橋の計12  

測定点であった．湖沼は油木，鱒淵ダム湖ほか4湖沼で  

6測定点であった．海域は有明海2，筑前海2，豊前海1  

の計5測定点であった．試料は年1－2回採取し，年間試  

料総数は34件であった．測定項目はpH，含水率，強熱  

減量，COD，硫化物，乃－ヘキサン抽出物質，全窒素，全  

リン，カドミウム，シアン，鉛，ヒ素，全水銀，PCB，  

MBASであった．これらの調査では重金属及び有機物含  

有量が特に多い測定点はなかったが，湖沼の測定点にお  

けるCOD，全窒素，全リンが他に比べわずかに多い傾向  

がみられた．  

1・4 瀬戸内海環境情報基本調査   

本調査は，昭和56年度から同62年度までの7箇年に  

わたり，瀬戸内海の海底に堆積している底質の調査並び  

に瀬戸内海の水質，底質，生物相等の文献調査を実施し，  

瀬戸内海の環境保全を総合的に推進していくための基礎  

資料を得ることを目的としたものである．環境庁の委託  

を受けた社団法人瀬戸内海環境保全協会の依頼により，  

当課では，昭和61年度の標記調査として，昭和60年度  

一同61年度にわたって報告された周防灘及び響灘に閲す  
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については後日，環境庁から報告される予定である．   

2・4IC産業環境保全実態調査   

本調査は，環境庁の委託により，IC産業における化学  

物質の排出実態及び産業廃棄物の性状等調査とともに周  

辺環境調査を実施することによりIC産業に係る環境汚  

染の未然防止のための施策等に必要な基礎資料を得るこ  

とを目的に，昭和61年12月に実施された．この調査の  

一部として，当課は水質に係る調査〔工場排水調査（底  

質を含む），公共用水域水質調査，地下水水質調査〕を担  

当した．工場排水調査，公共用水域水質調査及び地下水  

水質調査のそれぞれの検体数は5件（工程水1，排水2，  

底質2），2件及び3件であった．工場排水調査のうち工  

程水及び排水の測定項目はpH，BOD，全窒素，全リン，  

ヒ素，フッ素，全クロム，六価クロム，トリクロロエチ  

レン等（トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，  

1，1，1－トリクロロエタン），四塩化炭素，SS，ケイ素であ  

り，底質のそれは全窒素，全リン，ヒ素，フッ素，全ク  

ロム，六価クロム，トリクロロエチレン等，四塩化炭素，  

SSであった．公共用水域水質調査の測定項目は，pH，  

BOD，全窒素，全リン，ヒ素，フッ素，ホウ素，全クロ  

ム，六価クロム，トリクロロエチレン等，四塩化炭素，  

SSであり，地下水水質調査のそれはpH，全窒素，全リ  

ン，ヒ素，フッ素，ホウ素，全クロム，六価クロム，ト  

リクロロエチレン等，四塩化炭素，過マンガン酸カリウ  

ム消費量，亜硝酸イオン及び硝酸イオンであった．これ  

らの結果については後日，環境庁から報告される予定で  

ある．   

2・5 松くい虫薬剤防除安全確認調査に伴う水系残  

留薬剤調査   

県水産林務部緑化推進課は，昭和61年6月上旬から下  

旬まで松くい虫防除対策として県北部地域にフユニトロ  

チオンの空中散布を実施した．これに伴って散布地域の  

井戸水の薬剤汚染の有無を調べるため当課は搬入された  

60検体の分析を実施した．その結果，フェニトロチオン  

は検出されなかった．   

2・6 クリーニング所におけるテトラクロロエチレ  

ン等調査   

テトラクロロエチレン等を使用するクリーニング所か  

らの排出水による地下水汚染を防止するために，クリー  

ニング業法施行細則の一部改正が行われ，排液処理施設  

の設置が義務づけられた．本調査は施行後の実態を把握  

する目的で，県公衆衛生課の依頼により，9事業所に設  

置された排液処理施設の流入前後での1，1，1一トリクロ  

ロエタン，テトラクロロエチレンの測定を行った．流入  

水では，1，1，1－トリクロロエタンが0．02－2700mg／J，テ  

トラクロロエチレンが0．00－170mg／Jであり，流出水で  

は，1，1，1－トリクロロエタンが0．00－28mg／J，テトラク  

ロロエチレンが0．00－240mg／Jとばらつきが大きく，排  

液処理施設設置後の維持管理が重要であると考えられる．   

3 河川浄化対策に係る調査   

3・1 小規模事業場排水調査   

県環境整備局公害課は，河川浄化対策事業の一環とし  

て，水質汚濁防止法に基づく特定事業場のうち，排出量  

50m8／日未満で有害物質を排出しない特定事業場排水の  

実態調査を実施した．各保健所が昭和61年4月から同  

62年3月までの間に延べ235事業所に立ち入り採水を  

行い，当課は試料の分析を担当した．測定結果は表54に  

示すとおりであった．その結果，当県の小規模事業場排  

水水質改善指導要領の指導基準に適合しない事業場は食  

料品製造業に多くみられた．またクリーニング工場など  

にテトラクロロエチレンの排水管理目標値を超える事業  

場がみられた．  

表 54  小規模事業場調査結果（pH以外mg／J）  

分析 項 目  最小値  最大値 検体数  

pH  
BOD  

SS  

COD  

乃－ヘキサン抽出物質  

亜   鉛  

鉄（溶解性）  

塩化物イオン  

全 窒 素  

全 リ ン  

MBAS  

トリクロロエチレン  

テトラクロロエチレン   
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3．2  10．9   

0．3  18000   

0  1900  

1．0  13000   

0  100   

0．1  1．3   

0．1  0．1  

32  6500   

0．3   790   

0．0   100   

0，0  21  

＜0．001   0．14  

＜0．001  410  

1，1，1－トリタロロエタン  ＜0．001  0，017  

3・2 生活雑排水処理システム検討調査   

本調査は，住民に対する生活雑排水に関する啓蒙活動  

の一助とするための資料を得ることを目的に，前年度に  

引続き実施された．当年度は土壌浄化式施設（個別処理）  

での土壌生物の馴化日数と処理効果との関係，あるいは  

簡易沈殿槽（三槽式）における汚泥の堆積状況と経過日数  

との関係を検討した．前者の場合，大刀洗町の協力のも  

とに搬入された検体について，pH，BOD，SS，COD，  

全窒素，三態窒素，全リン，乃一ヘキサン抽出物質，  

MBAS，塩化物イオン及び大腸菌群数を測定した．ま  

た，後者の場合，甘木市及び津屋崎町の協力のもとに汚  

泥の堆積状況の調査を実施した．その結果，土壌生物の   



－ 49 －  

表 55  一般飲料水水質検査の項目別不適合件数  
馴化日数と処理効果の関係では，例えば，BODで評価し  

た場合，使用開始後6箇月以上経過すれば十分な処理効  

果が得られることが分かった．また，簡易沈殿槽におけ  

る汚泥の堆積状況と経過日数との関係では，容積100J  

程度の沈殿槽では月1回程度，汚泥の引き抜き等の清掃  

を行えばかなりの処理効果が得られることが分かった．  

なお，大腸菌群数の測定は細菌課が担当した．   

3・3 雷山川・長野川通日調査   

本調査は，河川水質汚濁の実態を明らかにすることに  

より，河川の浄化対策に必要な基礎資料を得ることを目  

的としたもので，昭和61年5月，8月，11月及び同62  

年2月に，雷山川及び長野川（雪山川支川）の2測定点  

において通日実施された．測定項目は，pH，DO，  

BOD，SS，TOC，電気伝導度，全窒素，全リン，MBAS  

で総検体数は104件であった．調査の結果，BOD及び  

MBAS等生活関連項目の濃度が経時的に変化し，生活系  

排水の影響がみられた．   

3・4 トリクロロエチレン等公共用水域の追跡調査   

県環境整備局公害課が実施した河川の環境基準監視調  

査において，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレ  

ン，1，1，トトリクロロエタン（トリクロロエチレン等）  

の有機塩素系溶剤が諸岡川，湊川，牛頸川の3測定点で  

微量ではあるが検出された．そこで県環境整備局公害課  

は，汚染源を明らかにするために，検出物質使用事業所  

の所在を考慮し，3測定点の上流域の流入水路及び本川  

についてトリクロロエチレン等の追跡調査を実施した．  

検体数は諸岡川，津川，牛頸川でそれぞれ14，19，19件  

であった．調査結果については県環境整備局公害課に報  

告した．   

飲料水，温泉に係る試験検査  

1水道原水及び給水の精密検査   

水道原水及び水道法に規定される給水の精密検査の総  

件数は47件であった．その内訳は原水26件，給水21件  

であり，うち給水の不適合件数は2件（不適合率10％）  

であった．項目別の不適合件数は，水銀1件，蒸発残留  

物1件であった．   

2 一般飲料水水質検査   

一般飲料水水質検査の総件数は499件であった．その  

うち不適合件数は49件（不適合率9．8％）で，不適合率  

は前年度（14．3％）に比べて減少した．項目別の不適合  

件数は表55のとおりであり，沈殿物，濁度及び鉄による  

不適合が多く認められた．   

3 各種水質試験及び検査   

一般依頼者の要請により実施した各種水質試験及び検  

査の総件数は438件であった．これらのうち，水道水中  

の総トリハロメタン検査は10件で，いずれも制御目標値  

項   目  不適合件数  

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素  

塩  素  イ  オ  ン  

過マンガン酸カリウム消費量  

鉄  

pH  

1
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1
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2
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〇
．
4
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
1
 
2
 
 

臭
色
濁
沈
 
 

気
度
度
物
 
 

0．10mg／J未満であった．また，水道原水中のトリクロロ  

エチレン等検査は13件で，いずれもその暫定基準値以下  

であった．更に，クロルデン等の殺虫剤あるいは除草剤  

の検査を11件行った．   

4 鉱泉分析   

温泉法に係る検査は鉱泉分析7件，小分析6件，ラジ  

ウムエマナチオン試験6件であった．鉱泉分析の結果，  

判明した泉質及びその件数は，単純温泉2，アルカリ性  

単純温泉1，ナトリウム・カルシウム一塩化物泉1，ナト  

リウムー炭酸水素塩泉1，単純弱放射能泉1件であった．  

温泉法にいう温泉に該当したものは，小分析の結果では  

2件，ラジウムエマナチオン試験の結果では4件であっ  

た．   

水環境に係る調査研究  

1 水生態環境把蛙手法調査   

環境庁委託事業として，当所は本調査のうち“水生生  

物による河Jll環境把握手法に関する調査”を行った．当  

課はこの調査のうち，“課題2 微生物を利用した水環境  

の評価方法の研究一細菌フローラの解析ノ’について細  

菌課と共同で調査を行った．内容は誌上発表論文抄録  

p．90と同じ．   

2 水質分析方法検討調査（地下水汚染物賃分析法検  

討調査）   

本調査は，環境庁の委託により，有機ハロゲン化合物  

による地下水汚染をハロゲン総量として把握するため，  

全有機ハロゲン計（TOX計）を使用して，水中微量有機  

ハロゲン化合物の基礎的な分析法及び実試料（地下水，  

河川水及び湖沼水等）への応用を検討したものである．  

調査の結果，TOX計による水中全有機ハロゲン化合物  

の測定は活性炭の管理，器具の取り扱い及びクーロメー  

タ一部分の管理等を注意すれば，数ppbレベルでの定量  

が可能であることが明らかとなった．また，実試料への  

応用は懸濁性物質が少ない場合に試料量を調整すること  

により可能であった．   
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被害及び苦情処理調査  

1 直方・小竹汚濁水湧出調査   

昭和60年春，直方市及び小竹町において，異臭を伴う  

汚濁水の湧出に関して苦情が提起された．県環境整備局  

公害課の依頼により，昨年度に引き続き汚濁水の湧出地  

点やその下流域の農業用水池等の水質分析を実施した．  

その結果，降雨に伴う地下水位上昇時に汚濁水が湧出し，  

汚濁水からメチルイソプチルナトン，フェノール類及び  

トリクロロエチレン等の化学物質が依然として検出され  

たが，その濃度は漸次減少していた．   

2 魚類のへい死に係る原因調査   

当年度，魚類のへい死に係る原因調査は以下の4例で  

あり，その場所は，1）昭和61年7月八女保健所管内，  

2）昭和61年10月大隈保健所管内山田川，3）昭和61  

年10月山門保健所管内，4）昭和62年3月粕屋保健所  

管内津川であった．各事例について，魚類のへい死の原  

因調査を行ったが，いずれの場合もその原因を明らかに  

することはできなかった．   

3 西川汚濁原因調査   

昭和61年8月，遠賀川支流の西川において青白濁を呈  

する現象が認められたので，原因究明qため調査を実施  

した．その結果，水中に含まれるアルミニウムが水酸化  

アルミニウムとして沈殿し，白濁を生じることおよび藍  

藻（月毎明抑混血椚）が多量に認められたことの二つの原因  

から青白濁現象が生じたものと推定された．   

4 苦情処理   

昭和61年度の環境水に関する苦情に基づく調査の依  

頼数は4件であった．その事例は異臭の発生を伴うもの  

2例，重賞油の流出によるもの1例，及びペンション建  

設に伴うもの1例であり，各事例の解決に必要な項目を  

調査した．分析結果は県環境整備局公害課へ報告した．  

環境理学課  

当年度における当課の業務の中で，廃棄物関係は，県環境整備局整備課の依頼により，工場団地の観測井に係る地下  

水の分析，最終処分場に関する苦情処理，不法投棄物の性状調査，最終処分場浸出水の調査，金属等を含む産業廃棄物  

の性状調査及びし尿処理場付近の地下水調査を行った．また，騒音振動関係は，県環境整備局公害課の依頼により，築 ＝  

域及び芦屋飛行場周辺における航空機騒音並びに福岡空港周辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査，新幹  

線鉄道騒音振動実態調査を行った．これらの調査は監視業務として恒常的に定着し，また調査期間等が長期間にわたる  

ため，当該調査の騒音振動業務中に占める割合が増大し当課の中心的業務となった．   

また，県環境整備局公害課経由の環境庁委託業務としてIC産業環境保全実態調査を当課の他，大気課及び水質課が実  

施し，当課は廃棄物性状調査を担当した．その他，騒音振動関係委託業務として新幹線鉄道振動指針達成状況調査，新  

幹線鉄道沿線騒音振動対策推進調査及び末規制騒音発生施設対策検討調査を実施した．更に，県環境整備局整備課経由  

の厚生省委託業務としてIC産業環境保全実態調査廃棄物処理実態調査が加わり，委託業務としては5業務があった．   

研究業務ではアスベストの分析電子顕微鏡による研究及び環境騒音に関する研究を実施した．各業務の概要は以下の  

とおりであった．   

備局整備課に報告した．   

a 不法投棄物の性状調査   

昭和61年9月に田川郡方城町内の山林に産業廃棄物  

と思われる泥状物が不法投棄され，有害物質による環境  

汚染が懸念されたため不法投棄物について調査を実施し  

た．当該不法投棄物を溶出試験に基づいて規制対象項目  

8項目の他，フッ素，鋼，マンガン，鉄，ニッケル，亜  

鉛，錫の各項目について測定し，結果を県環境整備局整  

備課に報告した．   

4 最終処分場浸出水の調査   

昭和61年6月に県下の産業廃棄物処理業者が設置す  

る管理型最終処分場のうち11施設の浸出水につt）て調  

査を実施した．調査対象項目は，規制対象項目8項目の   

廃棄物に係る調査  

1エ場団地の観測井に係る地下水の分析   

A工場周辺地下水のカドミウム含有量を調査する目的  

で，工場団地内の観測井及び周辺民家の井戸から地下水  

をそれぞれ採水し，カドミウム及びpHを測定した．測定  

結果はいずれも水質基準値以下であった．   

2 最終処分軌こ関する苦情処理   

昭和61年4月に粕屋郡新宮町，同年5月に八女郡上陽  

町，同年6月に粕屋郡須恵町において，各地域の最終処  

分場に投入された産業廃棄物又は浸出水について住民の  

苦情等に基づく調査を実施した．当該産業廃棄物又は浸  

出水について，規制対象物質あるいは生活環境項目申そ  

れぞれの事例に即応した項目を測定し，結果を県環境整  



一 51¶  

準達成状況調査   

福岡県は昭和60年3月に自衛隊築城飛行場周辺の地  

域について，航空機騒音に係る環境基準の地域類型のあ  

てはめを行った．このため，環境基準の達成状況を把握  

する目的で年1回，飛行場周辺において航空機騒音調査  

を実施している．当年度も昭和61年5月から7月にかけ  

て行橋市，豊前市，豊津町，犀川町，築城町及び椎田町  

内の20地点で調査を行った．   

測定は“航空機騒音に係る環境基準について（昭和48  

年12月環境庁告示第154号）”に定める方法により，1  

地点連続14日間行った．   

その結果，各地点における測定期間内の平均WECPNL  

値は59－80であり，環境基準を超えた地点が4地点  

認められた．しかし，この4地点はいずれも“防衛施設  

周辺の生活環境の整備等に関する法律（昭和49年法律第  

101号）”に基づく第1種区域（住宅の防音工事助成区域）  

内であった．   

2 芦屋飛行場周辺における航空機曝書に係る環境基  

準達成状況調査   

福岡県は昭和60年3月に自衛隊芦屋飛行場周辺の地  

域について，航空機騒音に係る環境基準の地域類型のあ  

てはめを行った．このため，環境基準の達成状況を把握  

する目的で年1回，飛行場周辺において航空機騒音調査  

を実施している．当年度も昭和62年1月から3月にかけ  

て，芦屋町，遠賀町及び水巻町内の12地点で調査を行っ  

た．   

測定は“航空機騒音に係る環境基準について（昭和48  

年12月環境庁告示第154号）’’に定める方法により，1  

地点連続14日間行った．   

その結果，各地点における測定期間内の平均WECPNL  

値は64－82であり，環境基準を超えた地点が4地点  

認められた．このうち3地点は“防衛施設周辺の生活環  

境の整備等に関する法律（昭和49年法律第101号）”に  

基づく第1種区域（住宅の防音工事助成区域）であり，  

1地点は区域外であった．   

3 福岡空港周辺における航空機騒音に係る環境基準  

達成状況調査   

福岡県は昭和58年12月に福岡空港周辺の地域につい  

て，航空機騒音に係る環境基準の地域類型のあてはめを  

行った．このため環境基準の達成状況を把握する目的で  

年二L回，空港周辺において航空機騒音調査を実施してい  

る．   

当年度も昭和61年9月に春日市，大野城市，太宰府市  

及び筑紫野市内の11地点で調査を行った．   

測定は“航空機騒音に係る環境基準i・てついて（昭和48  

年12月環境庁告示第154号）”に定める方法により，1   

ほか，pH，COD，SS，n－ヘキサン抽出物，トリクロロ  

エチレン，テトラクロロエチレン，1，1，1一トリクロロエ  

タンの各項目について分析を実施した．結果は県環境整  

備局整備課に報告した．   

5 金属等を含む産業廃棄物の性状調査   

昭和61年10月に，飯塚保健所管内の排出事業場2施  

設から排出された産業廃棄物について溶出試験に基づい  

て，pH，シアン，全水銀，六価クロム，ヒ素，カドミウ  

ム，鉛の各項目について分析を実施した．結果は県環境  

整備局整備課に報告した．   

6 し尿処理場付近の地下水調査 ●   

M町に立地するし尿処理場の地下水に異臭が感じられ ●  

るとの申し入れがあり，その原因究明のための調査を実  

施した．調査は昭和61年9月に，し尿処理場内及びその ●  

周辺の地下水について，pH，MIBK，フェノール，トリ  

クロロエチレン，テトラクロロエチレン，1，1，トトリタ  

ロロエタン，コプロスタノール，アンモニア態窒素，全  

リン，塩化物イオンの10項目について行い，又同年10月  

に，し尿処理場に隣接する産業廃棄物処理場内の地下水  

について，pH，MIBK，塩化物イオンの3項目について  

行った．結果は県環境整備局整備課に報告した．   

7IC産業環境保全実態調査  

IC産業においては多種の化学物質が使用されている  

が，産業として先端的分野であるため，その排出実態等  

が必ずしも明らかになっていないのが現状である．この  

ため，廃棄物の性状及びその処理実態の調査を実施する  

ことにより，IC産業に係る環境問題の基礎資料を得るこ  

とを目的とした．   

7・1IC工場に係る廃棄物性状調査   

県下に立地するM電機（株）IC工場内から排出される  

廃棄物8検体について調査を実施した．分析項目は，ト  

リクロロエチレン，テトラクロロエチレン，1，1，1一トリ  

クロロエタン，四塩化炭素，ヒ素，全クロム，六価クロ  

ム，カドミウム，フッ素，全リン，ホウ素の11項目であっ  

た．   

7・2 廃棄物処理実態調査   

県下に立地するM電機（株）IC工場内から排出される  

廃棄物を埋立処分している最終処分場3施設の浸出水に  

ついて調査を実施した．分析項目は，pH，BOD，COD，  

全窒素，全リン，フッ素，ホウ素，ヒ素，全クロム，六  

価クロム，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，  

1，1，トトリタロロエタン，四塩化炭素，過マンガン酸カ  

リウム消費量，硝酸性窒素，亜硝酸性窒素，SSの18項  

目であった．   

曝書振動に係る調査  

1築城飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基  
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地点連続7日間行った．   

その結果，各地点における測定期間内の平均WECPNL  

値は70－76であり，環境基準を超えた地点が2地点  

認められた．このうち1地点は“公共用飛行場周辺にお  

ける航空機騒音による障害の防止等に関する法律（昭和  

42年法律第110号）’’に基づく第1種区域（住宅の防音工  

事助成区域）内であるが，他の1地点は区域外であった．   

4 新幹線鉄道騒音振動実態調査   

新幹線鉄道騒音振動の実態を把握し，必要に応じ関係  

機関に対策を要請するため，昭和61年7月から8月にか  

けて直方市一久山町間の沿線5地区において調査を行っ  

た．更に，昭和61年11月からダイヤ改定に伴い列車の  

最高速度が210km／hから220km／hにスピードアップ  

されたため，これによる変化を把握するため同一地点に  

おいて再調査を行った．   

騒音測定は1地区あたり，原則として測定側軌道中心  

から軌道中心に対して直角方向に12．5，25，50，100及  

び200mの5地点で，振動測定は同様に1地区あたり  

12．5，25m又は25，50mの2地点で行った．   

測定方法は“新幹線鉄道騒音に係る環境基準について  

（昭和50年7月環境庁告示第46号）”及び“環境保全上  

緊急を要する新幹線鉄道振動対策について（勧告）（昭和  

51年3月環大持第32号）’’に定める方法によった．   

なお，調査結果は県環境整備局公害課に報告した．   

5 新幹線鉄道振動指針達成状況調査   

新幹線鉄道振動対策に係る指針の達成状況を把握する  

ため，山陽新幹線鉄道沿線において振動測定を行った．   

測定は列車速度が220km／hにスピードアップされた  

後の昭和61年11月から12月にかけて北九州市4地区，  

直方市1地区，宮田町2地区及び福岡市3地区の合計10  

地区で行った．測定地点は原則として測定側軌道中心か  

ら軌道に対して直角方向に12j，25及び50mとした．   

測定方法は“環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動  

対策について（勧告）（昭和51年3月環大特第32号）”  

に定める方法によった．   

なお，本調査は環境庁の委託を受けて実施したもので  

あり，調査結果は環境庁に報告した．   

6 新幹線鉄道沿線騒音撮動対策推進調査   

本調査は新幹線鉄道騒音振動が問題となる地域につい  

て，周辺土地利用面からの対策を中心にケーススタディ  

を行い，環境基準の達成に向けての方途を明らかにする  

ことを目的として行ったものである．   

調査内容は沿線の騒音振動及び周辺土地利用等の現況  

と問題点の把握調査並びに将来動向調査であったが，こ  

のうち当所は沿線の騒音振動の現況を把握するため実態  

調査を行った．   

調査は昭和61年11月から昭和62年3月にかけて，北  

九州市八幡西区内の北九州トンネル出口から遠賀川鉄橋  

までの約6．2km区間で行った．   

測定場所（測線）は軌道構造の違い，家屋密集度等を  

考慮し，合計18測線を設定した．1測線あたりの測定地  

点数は騒音5地点（原則として12．5，25，50，100及び  

150m地点），振動3地点（原則として12．5，25及び50  

m地点）とした．   

測定方法は“新幹線鉄道騒音に係る環境基準について  

（昭和50年7月環境庁告示第46号）”及び“環境保全上  

緊急を要する新幹線鉄道振動対策について（勧告）里召和  

51年3月環大特第32号）”に定める方法によった．   

なお，本調査は環境庁の委託を受けて実施したもので  

あり，調査結果は環境庁に報告した．   

7 未規制騒音発生施設対策検討調査   

騒音規制法の規制対象外の施設（末規制施設）に対す  

る対策の検討資料を得るため，末規制施設を対象にその  

騒音の実態等について調査を行った．   

当年度の調査対象施設は地方公共団体から規制強化の  

要望が強いクーリングタワー，冷凍機及び高速切断機で  

あったが，当県はこのうちクーリングタワー40施設，高  

速切断機40施設について調査した．   

調査内容は1）調査対象施設の概要（型式，公称能力，  

稼働時間等），2）騒音測定（ア：施設から騒音レベルが  

最も高い方向に1mの地点，イ：アに直交する方向に施  

設から1mの地点，ウ：周辺の生活環境に最も影響があ  

ると考えられる敷地境界地点の合計3地点での測定）及  

び3）現場平面図等であった．   

なお，これらの調査結果は他の受託県・市の結果とあ  

わせて環境庁によって集計され，まとめられる予定であ  

る．   
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環境生物課  

当年度主要業務の大部分は前年度からの継年事業で，事業項目は前年度と大差なく，第2年次に入った環境庁委託“水  

生態環境把握手法調査’’がやはり当課の最重要課題であった．一方，当課植物学的調査・研究の担当職貞の交替に伴い，  

この分野の業務に若干の変更，また新規技術の導入を試みた．すなわち，昆虫媒介性感染症の激減また激甚公害の沈静  

化傾向に伴い，当課所掌業務も自然環境保全に係る調査・研究の行政的必要性が今後増大すること，また，この分野で  

は，将来，計画的環境管理が不可欠となることを予想し，当課業務のうちにリモート センシング技術による自然環境と  

しての県内植生のモニタリングを取り入れることを計画した．そのために，当面ランドサット衛星のデータによる植生  

解析技術の開発に努めるとともに，県内植生資料のコンピュータ管理（データ バンク）システムを構築した．   

香椎宮 福岡市  50  Q3  

春日神社 春日市  49  Ql  

大富神社 豊前市  48  Q4   

1・1・2 調査結果   

当年度は普通調査と特別調査の対象林分が同一である  

ことから，上記の調査項目について前回調査と比較して  

表56にまとめて述べる．  

1）春日神社の特別調査方形区Qlでは，コジイ，イチ  

イガシなどの上層木が台風の被害を受け，階層構造に大  

きな変化が起こり，林内にギャップ（空所）が生じたた  

め，陽生立地を好む植物の侵入が観察された．そのため  

この方形区においては群落組成，種多様性において大き  

な変化が見られた．しかしながら，他の林分の方形区に  

おいては階層構造の変化に至るまでの大きな変動は見ら  

れなかった．   

2）福岡護国神社及び春日神社の方形区ではコジイの  

樹勢度の低下が目立った．   
3）種多様性に関しては，全般的に大きな変化は認め  

られなかったが，草本層に限っては，かなりの割合で多  

様性指数の変動を示す方形区が多かった．この変動は，  

春日神社の特別調査方形区Qlのように，台風による倒  

木被害の有無にかかわらず，全般的な傾向として認めら  

環 境 関 係  

1 環境指榛の森調査   

県環境整備局事業“環境指標の森”調査の第2次要綱  

に基づく第5年度植物学的調査として森林普通調査，森  

林特別調査及びこれらの林分と周辺域における着生地衣  

辞苔普通調査を行った．なお，当年度実施予定であった  

D－3林分における節足動物調査を都合により昭和64年  

度に変更し，代わりに同林分及びその周辺域における現  

存植生調査を実施した．   

1・1 植物学的調査   

1・1・1 調査対象及び方法   

前回調査と同じ下記の5林分において，同じ調査及び  

評価法に基づき，森林普通調査，森林特別調査及び着生  

地衣辞苔普通調査を行った．植生自然度の解析にあたっ  

ては，出現種それぞれに自然度の評点を与え，森林群落  

全体での自然度の評点を算出する従来の方法は採用せず，  

森林群落の階層構造，出現種数，種多様性，群落組成，  

樹勢度，稚樹再生状況及び着生植生の変化から総合的な  

評価を試みた．  

調査林分 所在地  指定年度  特別調査方形区  

日吉神社 宮田町  昭和50年  Q3  

護国神社 福岡市  48  Q5  

表 56  昭和61年度調査林分（普通調査，特別調査）における  

各調査項目の変化（昭和58年度調査結果との比較）  

調   査  項  目  

落
成
 
 

群
組
 
 

多
性
 
 
 

種
様
 
 

現
数
 
 
 

出
種
 
 

層
造
 
 

階
構
 
 

日吉神社  

護国神社  

香椎宮  

春日神社  

大富神社  

0
0
0
△
○
 
 

0
0
0
0
0
 
 

0
0
0
0
0
 
 

○
△
○
×
 
△
 
 

○
△
○
△
○
 
 

0
0
0
0
0
 
 

○
△
○
△
○
 
 

△
 
△
○
△
 
△
 
 ○：ほとんど変化なし  

△：一部方形区（コードラート）で変化あり  

×：林分全般的に変化有り   



－ 54 一  

れた．   

4）主な樹種の椎樹（実生，萌芽）の個体密度による  

森林の天然更新状況を前回の調査結果と比較すると，コ  

ジイ，クスノキの稚樹個体密度は一部林分の方形区を除  

いて全般的に増加していることがわかった．   

5）着生植生を用いたIAP値を前回調査の結果と比較  

すると，著しい変化は，ほとんどないことがわかった．  

E。値による評価は春日神礼大富神社で普通，護国神  

社，香椎宮，日吉神社でやや不良になる程度であった．   

1・2 D－3林分及びその周辺域における現存植生調  

査   

昭和61年度調査対象である“環境指標の森”のうち  

D－3林分（漆生神社，鎮国寺，香椎宮，大所神社，諏訪神  

社）及びその周辺域の森林群落65箇所において植生調査  

を行った．これら得られた植生資料は，今回，新たに開  

発した植生専用のデータベースの中に保管した．また後  

述の，リモートセンシングによる植生解析を行う際にも  

このデータベースの中の植生資料が利用できるような体  

制を整えた．   

2 捻くい虫媒介昆虫薬剤防除安全確認調査   

本調査は，時限立法“松くい虫防除特別措置法”が終  

了した昭和57年度以降は，“松くい虫被害対策特別措置  

法’’によって継続実施されている．   

当年度は，薬剤安全確認調査 3．薬剤防除の実施に  

伴う自然環境調査に係る中型・大型土壌動物の生息密度  

及び種類構成の変動を県水産林務部の依頼により調査し  

た．前年度と同様，検体採集を県水産林務部が担当し，  

当課は標本の同定・計数及びデータの解析を担当した．  

なお，前年度までは試験区内水域に生息する浮遊性甲殻  

類（みじんこ）の調査も当課で担当したが，この調査項 ●●●●  

目は当年度から県内水面水産試験場が担当することに  

なった．   

薬剤散布：前年度と同様，スミチオン80％原液の36  

倍希釈液が60J／haの割合で空散された．第1回薬剤散  

布は昭和61年6月3日，第2回薬剤散布は昭和61年6  

月19日であった．   

2・1 中型土壌動物相及び生息密度の変動   

中型土壌動物としての調査対象は粘管目昆虫及びだに  

目であった．だに目は，同定が困難なため，種別に分類  

せず全だに目の総個体数の変動を観察した．粘管目昆虫  

は，第1回散布後2日目に，散布区において種数は微増  

したが，個体数は減少した．しかし，第2回散布後7日  

目では，散布区において，種数・個体数とも激増した．  

したがって，第1回散布後2日目の散布区における個体  

数の減少が薬剤散布の必然的結果とは考えがなかった．  

一方，だに目の総個体数は散布区において，第2回散布  

後7日目に減少したが，その差はわずかであり，また第  

1回散布後2日目には増加したので，第2回散布後7日  

目の個体数の減少もまた薬剤散布影響とは断定できな  

かった．   

2・2 大型土壌動物相及び生息密度の変動   

主な調査対象は煉形綱，甲殻綱，倍脚綱，唇脚綱及び  

昆虫綱であった．種類数は第1回散布後2日目及び第2  

回散布後7日目に散布区，無散布区とも増加した．総個  

体数は偶然的要田による極端な変動を消去するためコロ  

ニー採集昆虫及びムカデ類雌に抱虫される貯化直後仔虫  

を除外すると，第1回散布後2日目に減少がみられた．  

しかし，減少率は散布・無散布両区においてほぼ同率で，  

また第2回散布後7日目には散布・無散布両区において  

総個体数は増力ロした．したがって，第二L回散布後2日目  

の散布区における総個体数の減少もまた薬剤散布影響と  

は断定することはできなかった．   

3 大気汚染指標動・植物に関する調査研究   

例年どおり着生地衣辞首植生による都市及び近郊の環  

境評価に関する調査として，昭和53年に第1回，57年に  

第2回調査を行った大牟田地区の同じ調査地点において  

第3回調査（40地点）を行った．その結果をIAP●値に  

より評価した結果，著しい変化はみられなかったが，市  

街地でわずかにIAP■傾が上昇した．   

なお，前年度調査した行橋・苅田地区の第2回調査結  

果は第1回調査結果と比較し，その要約を福岡県昭和61  

年度環境白書（p．30－31）に掲載した．   

4 陸水域における水質汚濁の生物学的調査研究   

4・1 湖沼水質の生物学的測定   

県環境整備局公害課の実施する環境基準監視調査のう  

ち，その他の項目として前年度に続き湖沼水のクロロ  

フィルa量（力丸ダム湖は水質課の項を参照）とAGP値  

測定を同課の依頼により行った．測定回数は大規模ダム  

湖（6）では年4回，中規模ダム湖（2）では年2回（調  

査月は表57）で，検水は湖心（日向神ダム湖はこの他に  

1測定点）から得られたものであった．なお，AGP試験  

用接種藻には助加瓜血刑αか血憫融川 Printzを用  

表 57  各ダム湖における調査月  

湖  沼  1回  2回  3回  

油 木 ダ ム 湖  

ま す淵ダム湖  

江川，寺内ダム湖  

力 丸 ダ ム 湖  

日向神ダム湖  

久保白ダム湖  

陣 屋 ダ ム 湖  
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表 58  大規模ダム湖クロロフィルa及びAGP値測定結果  

クロロフィルa（mg／m3）  AGP値（mg／l）  
湖  沼   

2 回   3回   1回   2 回   3 回  
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日向神ダム湖  

★ a：湖心，b：測定点1  

調査河川の汚濁程度が全体的に低く，流程区分によるユ  

スリカ幼虫相の相違と水質汚濁との関係を明らかにでき  

なかった．この点を明らかにするために，当年度調査で  

は，汚濁程度が異なる博多湾流入3河川（宇美川，御笠  

川，室見川）にそれぞれ5調査地点を設け，調査地点ご  

とに水質及びエリユスリカ亜科・ユスリカ亜科の幼虫相  

を調査した．ユスリカ幼虫調査は8月上旬中に完了，水  

質測定はユスリカ幼虫調査の前後4回実施した．調査法  

は基本的には前年度調査と同様であったが，ユスリカ幼  

虫の標本処理法を若干変更した．   

水質汚濁の程度が最も低かった（BOD＜1．7）室見川で  

は，下流域においても“中流型”と類似度の高いユスリ  

カ幼虫群集が出現したのに対し，中流域から水質汚濁の  

高まる（BOD＞5）宇美川及び御笠川では“下流型”幼  

虫群集が中流域から出現した．これらのことは，水質の  

有機汚濁は地形的要因に優先してユスリカ幼虫の種類ご  

との分布に影響することを明らかに示す．したがって，  

ユスリカ幼虫群集の“型’’はその水域の水質有機汚濁の  

程度をよく指標することを明らかにできた．   

当年度3河川で採集されたエリユスリカ亜科・ユスリ  

カ亜科の幼虫は44，337個体で34属69タクサに分類さ  

れ，このうち50タクサは前年度那珂川で採集されたもの  

と共通であった．今回，新たに記録した19タクサのうち  

エ（ゆどぶCJαdf〟ざ，斤ゐ紺ざ桝f′′fα，PαγαCγfcoわ♪〟ざ及び   

表 59 中規模ダム湖クロロフィルa及びAGP値測定結果  

クロロフィルa（mg／m3）  AGP値（mg〃）  
湖  沼  測定層  

1回  2回  1回  2回  
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久保白ダム湖   

陣屋ダム湖  

いた．測定結果は表58及び59に示すとおりで，クロロ  

フィルaの値は全般的に寺内ダム湖及び日向神ダム湖が  

高く，特に寺内ダム湖の第1回（6月）の表層水と日向  

神ダム湖の第1回（5月）の湖心及び測定点1の表層水  

とが高く，次いで，日向神ダム湖測定点1の第2回（8  

月）の表層水，寺内ダム湖の第3回（12月）の中層水が  

高かった．AGP値はいずれのダム湖の検水でも低かっ  

た．   

4・2 水生態環境把握手法調査   

前年度に引き続き，標記の環境庁委託調査に係る下記  

の2課題を当課で担当した．   

課題1－1河川におけるユスリカ幼虫の分布と水域  

環境との関係の河川間の比較   

前年度調査では，1河川に10調査地点を設け，ユスリ  

カ幼虫相の流程変化と水質汚濁との関係を検討したが，  
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＄憫♪0ざわc血dJ揖の4属の幼虫は従来日本からの記録は  

ないと思われる．   

課題1－2 水質判定のためのユスリカ幼虫サンプリ  

ングの基礎的研究 一河川底におけるユスリカ幼虫の分  

布一   

前年度調査では，河川中流域の特定水域でユスリカ幼  

虫各種類は河川底の局部的な流速や礫の多さなどに対し  

てすこしずつ異なった最適分布域を示したが，このこと  

は特定の水域にみられた限定的な現象であったかもしれ  

ない．このことの普遍性を追認するために，当年度は再  

び同様の調査を別の水域で実施した．   

昭和61年8月上旬に，前年度と水域条件の異なる那珂  

川上流下部の一水域（20mX90m）において，径10cm  

前後の礫3個に付着するユスリカ幼虫を1サンプルとし  

て計25サンプル（瀬の急流部8，瀬の緩流部7，淵7，  

岸際3）を採集し，河川底におけるユスリカ幼虫の分布  

と局所ごとの環境（特に流速及び礫の多さ）との関係を  

検討した．採集したユスリカ幼虫は36タクサに分類され  

たが，うち採集個体数が多かった9タクサについては，  

特徴的な分布パターンが認められ，それぞれのタクサの  

最適分布域は以下のとおりであった．7Ⅵfβ乃β椚α乃乃わJ血  

E群，乃妙edfJ〟椚属及びC血ゐぬ呵庖椚祇属：流速0．4  

m／秒以下の場所；Gzれガoc血di鮎属及びr〃βね乃ねA  

群：流速0．4m／秒以上の場所：C流血坤鮎（Crfcoわ♪鮎）  

B群，0励oc血di鮎 D群，凡転地叩頭椚肌 A型及び  

5〟∂わf／甜属：流速0．2－0．6m／秒の範囲．当水域におい  

ても，数種のユスリカ幼虫が特に流速との関連では少し  

づつ異なった最適分布範囲を示したことは前年度の調査  

結果を十分支持するものであった．また，亜科別の群集  

多様度指数値は，水深や礫の多さに対しては明瞭な関係  

を示さなかったが，流速との関係は明瞭で，エリユスリ  

カ亜科幼虫群集では正の，ユスリカ亜科幼虫群集では負  

の，高い相関が認められた．このことはユスリカ科幼虫  

のサンプリングに際して同一水域でもどのような流速の  

ポイントでサンプリングするかによって結果が大きく異  

なってくることを示唆するとともに，対象生物群によっ  

て多様性指数値の大小が示す環境の状況は異なってくる  

ことを示唆した．   

5 リモートセンシングによる植生解析の基礎的研究   

5・1 ランドサットデータによる植生環境の解析  

リモートセンシングの原理を応用して自然環境を把握  

し，将来環境管理のための基礎的データを提供すること  

を目的として，ランドサット衛星による地上環境の画像  

解析を行った．調査地は福岡市を中心とする福岡県北西  

部（約90kmX50km）とし，MSSデータ（1985年5月  

17日撮影）を用いた．画像解析は，マルチレベルスライ  

ス法によって行い，調査地の地上環境を水域，市街地（住  

宅地，密集市街地），裸地，草地（田畑を含む），アカマ  

ツ林，スギーヒノキ植林，常緑広葉樹林，落葉広葉樹林  

に区分した．さらに分類結果の精度についても地上踏査  

による検証を行い，土地利用区分においては約95％，植  

生区分においては約鋸％の精度を得た．リモートセンシ  

ング技術を植生解析に応用することは，環境変化のモニ  

タリングを広大な地域にわたり，同時的に，しかも，一  

定周期で行い得るという点において大変有意義であるが，  

いくつかの問題点も残されている．例えば，斜面の方向  

によるデータの歪みを，どのように補正するかという点  

などは，今後の課題である．   

5・2 植生資料のデータベースシステムの開発   

県内の自然林に関する既存の植生資料及び環境指標の  

森の植生資料を集約することのできるデータベースと，  

これを用いて植生解析が行えるシステムを開発した．こ  

れら集約されたデータは，県内に現在どの程度の自然が  

残されているのかということを瞬時に把握するためのも  

のであるが，同時にランドサットデータの解析にも利用  

することができる．すなわち，ランドサットデータを用  

いて，植生区分をする際の分類基準点及び分類結果の検  

証地点としての機能を持っている．   

衛 生 関 係   

生物同定依頼検査   

当年度内に依頼された検査は計20件で，行政依頼1  

件，一般依頼19件であった．検査内容別では，住居・事  

業所内外に発生した不快害虫8件，水道水中異物1件，  

寝具中異物1件，人体刺攻・皮膚掻痔原因虫10件で以上  

の成績は表60のとおりである．例年どおり，都市型の屋  

内性衛生害虫の同定依頼が大半を占めたが，これに加え，  

当年度は野外性衛生害虫の同定依頼が多かった．これら  

のうち，検査番号118（住居周辺発生）は，つばめの巣中 ●●●  

に生息し，つばめのひなを吸血するツバメヒメダニ ●●●●●  

Aナgおhi；OnicusYamaguti，CliffordetTipsonであっ  

た．本種の人体刺唆・吸血，病原体媒介などの医学的有  

害性は報告されていないが，つばめが人家周辺に営巣す ●●●  

ることを考えると，新たな不快害虫といえよう．また，  

検査番号147（人体刺攻）及び検査番号191（人体刺攻）  

はいずれもマダニ科に属する野性動物寄生・吸血性のだに ●●  

で，前者はフタトゲチマダニ肋β椚郎メ卵αぬわ融和ね  

Neumannで，乳幼児に吸着寄生していたものであり寄  

生経路は不明であったが，後者はタネガタマダニ血餌b  

n妙onensis Kitaoka et Saitoで，山間のレクリエー  

ション施設で休憩中に吸着寄生したものと推定された．  

これらのマダニ類は一般に紅斑熱群リケッチア症媒介者  

である種類が少なくないので，最近，ロッキー山紅斑熱   
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表 60  衛生関係生物同定検査一覧  

区分  検査番号  検査理由   件数  成  績  

一般  27  住居内発生  
〃  50  住居内発生  
〃  79  住居周辺発生  

／／  118  住居周辺発生  

1  チビタケナガシンクイ  

1  ヤケヤスデ  

1  β叩ロムわ属の一種  

1  ツバメヒメタニ  

2  シラミの卵の卵殻  

1  フタトゲチマダニ  

1  タバコシバンムシ  

1  ケナガコナダニ  

1  タネガタマダニ  

1  人休刺攻虫検出せず  

1 トビムシ頼の一種  

1  ツメダニ頼，チリダニ類，コナダニ類  

1  ヤマアリ亜科の一種  

1  カップシチャタテ  

1  虫休検出せず  

1  カップシチャタテ，アブラムシ科の一種  

1  虫体検出せず  

1  カタスナガレユスリカ属の一種（幼虫）  

1  フタホシドクガ  

人 体 刺 攻  

人 体 刺 攻  

住居内発生  

住居内発生  

人 休 刺 攻  

人 体 刺 攻  

〃  142  

〃  147  

／／  178  

／／  180  

ノノ  191  

／／  216  

／／  220  事業所内発生  

／／  247  皮 膚 掻 痔  

／／  289  住居周辺発生  

／／  291  皮 膚 横 棒  

／／  306  皮 膚 播 痔  
／／  342  皮 膚 掻 痔  
／／  372  布団綿中の異物  

／／  388  水道水中異物  

行政（昭61整第371号）皮 膚 横 痔  

リケッチアのと卜感染が一部地域で知られるようになっ  

たことを考えると，注目する必要があろう．行政依頼（昭  

61整第371号，皮膚掻痔）の1件は，神社のエノキに発  

生したフタホシドクガEt4）rOCぬstaudingeTiLeechで，  

幼虫の脱皮殻が飛散し，周辺住民に脱皮殻に付着する毒  

針毛による被害があったという．本種は元来森林性の蛾  

で集中的な大発生の例はあまりないようであるが，淘汰  

圧の少ない市街地では異常な多発生になったものと推定  

される．   
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福岡県衛生公害センター年報14号  
（昭和62年11月1日発行）  

ー 65 －  

福岡県における日本脳炎（日脳）流行要因の統計解析  

大久保彰人＊・福吉 成典＝・多田 俊助＝  

千々和勝己＝・高橋 克巳＊＝   

福岡県においては，昭和40年度からブタの日脳HI抗  

体保有率を指標とする日脳感染源調査及び日脳ウイルス  

媒介蚊（コガタアカイエカ）の出現消長及び日脳ウイル  

ス保有状況の調査が継続して行われてきた．これらの豚，  

媒介蚊についての各調査項目が，日本脳炎の流行規模や  

患者発生時期とどのように関係しているかを明らかにす  

る目的で昭和42年から昭和60年の期間で正準相関分析  

を主として統計学的に解析した．  

資料と 方法  

1統計資料   

患者，豚，媒介蚊に関する以下の16調査項目について  

日本脳炎終息報告書1）より引用又は算出した．  

（1）患者に関する資料   

日脳真性患者数，日脳真性患者の初発目，日脳真性患  

者発生のメディアン日，死亡者数，血清学的確認患者数，  

血清学的確認患者の初発目，血清学的確認患者発生のメ  

ディアン日の7項目を資料とした．  

（2）豚の血清学的検査結果（豚情報）の資料   

豚のHI抗体保有率50％以上上昇日，豚のHI抗体保  

有率100％上昇日，2－ME感受性抗体検出日の3項目を  

資料とした．  

（3）日脳媒介蚊に関する資料   

日脳ウイルス媒介蚊の採集個体数がピークであった目，  

目脳ウイルス媒介蚊の採集個体数のピーク値，採取蚊か  

ら日脳ウイルスが初めて分離された日，採集蚊から目脳  

ウイルスの分離が続いた期間，採集蚊プールの目脳ウイ  

ルス感染率のビータ日，採集蚊プールの日脳ウイルス感  

染率のビータ値の6項目を資料とした．   

以上の調査項目の数値で，月日のデータは，6月30日  

を0日に設定して計算した．   

2 統計解析方法   

患者，豚，媒介蚊に関する16の調査項目について，相  

関解析，主成分分析及び正準相関分析を行った．相関解  

析では調査が行われなかった年度の項目及び患者発生の  

なかった年度の患者発生時期の項目を欠測値として計算  

から除外した．次に，豚・媒介蚊調査項目の分類要約の  

ために，データが完全に揃っている昭和45年度から同  

58年度を分析期間として主成分分析を行った．また，流  

行規模・患者発生時期を第1変数群，豚・媒介蚊を第2  

変数群として，第2変数群全体の第1変数群への係わり  

合いをみるために，昭和45年度から同58年度までのう  

ち，患者発生のなかった52年度を除く13年間を分析の  

期間として，正準相関分析を行った．計算には，㈱日本  

電気のACOS430統計解析用ソフトウエアSTATPAC  

とN6500統計解析ソフトウエアLANSTATを使用し  

た．特に，STATPACの正準相関プログラムでは各変数  

及び正準変量は標準化されているが，構造行列と冗長性  

係数を得るルーティンが備わっていないのでBASICプ  

ログラムで補った．  

結果 と考察  

1 相関解析   

取り上げた調査項目を，量的な項目（月日を除く項目）  

及び時期的な項目（月日の項目）に分けて図1及び2に  

示し，この16変数について，患者側7変数と豚・媒介蚊  

側9変数の間の相関係数を表1に示した．   

流行規模（真性患者数，死亡者数，血清学的確認患者  

数）と相関があるのは，採集蚊個体数のピーク値であっ  

た．更に，患者発生時期については，真性患者及び血清  

学的確認患者の初発日と採集蚊個体数のピーク値との間  

に相関があり，更に真性患者及び血清学的確認患者の発  

生メディアン日に対して豚の感染情報（豚のHI）抗体保  

有率100％上昇日，豚のHI抗体保有率50％以上上昇日，  

2－ME感受性抗体検出日），採集蚊から日脳ウイルスが初  

めて分離された日及び採集蚊プールの日脳ウイルス感染  

＊ 福岡県衛生公害センター 保健科学部 疫学課   
＊＊  同上  同上   ウイルス課  

＊＊＊  同上  所   長   

Akito OHKUBO．ShigenoriFUKUYOSHl，Shunsuke TADA，  
KatsumiTAKAHASHI：StatisticalAnalysis on Epidemic  
FactorsofJapaneseEncephalitisinFukuoka Prefectut・e．  
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図 1  日本脳炎の量的な調査項目（福岡県）  

○採集蚊個体数のピーク値  ●感染率のピーク値  

真性患者  

血清学的確認患者  

死亡者  

表 1 患者と豚・媒介蚊間の相関係数   

患  者  側  変  数  群  

真性患者数 死亡者数  
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図 2  日本脳炎の時期に関する調査項目（福岡県）  

○真性患者の初発日  ●真性患者発生のメディアン日  

△血清学的確認患者の初発日  ▲血清学的確認患者のメディアン日  

①▲真性患者，血清学的確認患者の初発日及びメディアン日が重なった日  

◎採集蚊個体数のピーク日  

豚HIlOO％上昇日  丁 ウィルスが最後に分離された日  

豚HI50％以上上昇日  長感染率のピーク日 I  

2－ME感受性抗体陽性確認日  ウィルスが初めて分離された日   
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率のピーク日との間に相関が認められた．豚の感染と患  

者発生時期については，初発日よりも中央日である発生  

メディアン日の方が相関係数は大きく，発生メディアン  

日の方が流行のピーク時期を捉えていると考えられる．  

また，相関が認められないものとしては，特に，採集蚊  

から日脳ウイルスの分離が続いた期間と採集蚊プールの  

日脳ウイルス感染率のピーク値が流行規模，患者発生時  

期の両方に関係が無かった．以上の結果は，媒介蚊減少  

が日脳低流行の主因であることZ），患者発生時期に関す  

るヒトー豚一蚊の日脳伝播サイクルの中での知見3い）等を  

示唆するものであった．   

2 主成分分析と正準相関分析   

相関解析によって，流行規模，患者発生時期の変数群  

と豚・媒介蚊情報変数群の個々の関連パターンをみるこ  

とができたが，両変数群全体同志の係り合いを要約する  

ために正準相関分析を行った．正準相関分析は，変数群  

間の相互関連性を調べる際に有用となる手法である．正  

準相関分析に用いる豚・媒介蚊の代表的な変数を選択す  

るために，豚，媒介蚊の9個の調査項目に対してまず主  

成分分析を行い，その結果を第1主成分，第2主成分を  

軸としてグループ化した様子を図3に示した．第1主成  

分，第2主成分で全体の約80％が説明でき，第1主成分  

はその国子負荷量の値から豚情報のような時期の項目に  

関連した主成分であり，第2主成分は採集蚊個体数ピー  

ク値のような流行規模に関連した主成分であると考えら  

れ，図3のように9個の変数は3つにグループ分けられ  

た．そして，正準相関分析の流行規模，患者発生時期の  

II 

第1変数群としては，真性患者数，真性患者の初発日及  

びメディアン日の変数群，又は血清診断と定型的死亡例  

による確実な流行を把握するために，血清学的確認患者  

数，血清学的確認患者の初発日及びメディアン日の変数  

群を選んだ．次いで，主成分分析の結果を基に，豚，蚊  

情報の第2変数群としては，豚のHI抗体保有率100％  

上昇日，2－ME感受性抗体検出日，採集蚊個体数のピーク  

日，採集蚊個体数のピーク値，採集蚊から日脳ウイルス  

の分離が続いた期間，採集蚊プール感染率のピーク値を  

選んだ．そこで，第1及び第2変数群間の正準相関分析  

を行った．得られた正準相関係数は大きく2群間の強い  

関連を示しており，帰無仮説『第i番目（i＝1，2，  

3）以降の母正準相関係数は全て零である』を検定5）して  

有意になった第2正準変量までについて，分析結果を表  

2及び3に示した．また，この場合，第1変数群が従属  

変数群，第2変数群が独立変数群と指定するとき問題に  

なるのは，第2変数群から得られる正準変量によって説  

明される第1変数群の分散の割合，即ち，冗長性係数5）で  

ある．第2正準構造ベクトルの方で要素が大きく総括的  

である（表2及び3）が，第2正準変量までで累積する  

と，真性患者の場合で0．593，血清学的確認患者の場合で  

0．875であった．ここで流行規模と患者発生時期という  

2つの意味を含む変数群で流行の様相を捉える時，豚・  

媒介蚊変数群との関係で2組の密接な関連を持つ正準変  

量でかなり充分な要約ができたことになる．ところで，  

相関係数の要約としての正準相関分析の適用法として，  

表2及び3の結果を，正準係数という直接的重み付けで  

はなく正準変量と各変数との相関，即ち正準構造ベクト  

ル5）を用いた方が変数の意味に関する正しい判断が得ら  

れるので，主成分分析の因子負荷量の平面図にならっ  

て引，第1正準と第2正準を軸にとって正準変数の第1  

正準と第2正準への寄与を平面上に図示したものが図4  

及び5である．流行規模では，第1変数群が真性患者の  

場合と血清学的確認患者の場合で，正準変量に対する第  

2変数群の対応関係を平面上での位置関係からみると  

（図4及び5），両方の場合において流行規模（真性患者  

数，血清学的確認患者数）と採集蚊ピーク値が同じ象限  

で対応関係にあり，豚の感染と媒介蚊の感染が複雑に絡  

みあった流行様相の中でも，媒介蚊の絶対数減少が近年  

の低流行の主要因であるという知見2）と合致している．  

次に，患者発生時期については，真性患者の場合（図  

4），第1正準変量の構造ベクトルをみると患者発生メ  

ディアン日と豚情報が，また，第2正準変量の構造ベク  

トルでは真性患者初発日と採集蚊ピーク値が各々の正準  

変量に対して対応する寄与をしていた．更に，血清学的  

確認患者の場合（図5），第2正準変量の構造ベクトルを   

図 3  豚・媒介蚊項目の主成分分析  

（第1，2主成分に対する因子負荷量）  
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表 2  日本脳炎データの正準相関分析（昭和45－51，53－58年）  

第1正準変量  第2正準変量  

正単相関係数  

カイ2乗値  

自由度  

0．938232☆☆  

35．9237  

18  

0．916443☆  

18．9429  

10  

変  数  正準係数  構造ベクトル  正準係数  構造ベクトル  

【第1変数群・規模と時期】   

真性患者数   

真性患者初発日   

真性患者メディアン日   

冗 長 性 係 数事  

－1．59369  －0．495  0．05372  0．855  

－2．01185  0．288  －1．34164  －0．833  

0．538  0．76717  －0．213  

0．181  0．412  

1．46974   

【第2変数群・豚と蚊】   

豚HIlOO％上昇日   

2－ME検出日   

採集蚊のピーク日   

採集蚊のピーク値   

ウイルス分離期間   

感染率のピーク値   

冗 長 性 係 数■  

0．02318   

0．94358   

0．37315  

－0．10813  

－0．13893   

0．25551  

0．889  0．65267  

0．938  －0．34259  

－0．117  －0．35665  

－0．327  0．71913  

－0．119  0．37064  

0．337  －0．06455  

0．282  0．229   

0．351   

0．220  

－0．658   

0．885   

0．021   

0．501   

＊：該当群を従属変数とした場合である．   

☆：危険率5％で有意  

☆☆：危険率1％で有意  

表 3  日本脳炎データの正準相関分析（昭和45－51，53－58年）  

第1正準変量  第2正準変量  

0．945213☆  

19．4995  

10  

正準相関係数  

カイ2乗値  

自由度  

0．976955☆☆  

44．0295  

18  

変  数  正準係数  構造ベクトル  正準係数  構造ベクトル  

【第1変数群・規模と時期】   

血清学的確認患者数  0．14692  0．556  0．60296  0．791   

血清学的確認患者初発日  －1．63467  －0．086  0．16826  －0．939  

血清学的確認患者メディアン日  1．89432  

冗 長 性 係 数■  

0．411  －0．78107  －0．872  

0．154  0．721  

【第2変数群・豚と蚊】   

豚HIlOO％上昇日   

2－ME検出日   

採集蚊のピーク日   

採集蚊のピーク値   

ウイルス分離期間   

感染率のピーク値   

冗 長 性 係 数■   

ー0．591  

－0．713  

－0．213   

0．764   

0．084   

0．168  

0．534  －0．01551  

0．590  －0．76542  

－0．515  －0．34522  

0．506  0．42269  

0．161  0．29785  

0．059  0．14135  

0．1朗  0．242  

0．03072   

0．77966  

－0．26074   

0．80060   

0．12947  

－0．62335  

＊：該当群を従属変数とした場合である．  

☆：危険率5％で有意  

☆☆：危険率1％で有意  

みると，患者発生メディアン日及び初発日と豚のHI抗  

体保有率100％上昇日が各々の正準変量に対して対応す  

る寄与を示すことから，豚の日脳ウイルス汚染が早期で  

あると流行規模も大きくなるという指摘もあるが，豚情  

報は流行規模よりも患者発生時期に寄与する要因である  

と考えられた．このことは，現在，豚の日脳ウイルス汚  

染が過去の流行時と同じように日本全国に広範囲に広  

がっている7）にもかかわらず，媒介蚊の減少のために大  

流行が復活していないことと符合していると思われた．   
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第2正準  第2正準  

第1変数群＝規模と時期   第2変数群＝豚と蚊  

図 4  正準変量に対する構造ベクトル平面図（真性患者の場合）  

第2正準  第2正準  

第1変数群＝規模と時期   第2変数群＝豚と蚊  

図 5  正準変量に対する構造ベクトル平面図（血清学的確認患者の場合）  

ま  と  め  

福岡県における昭和42年から同60年までの日脳流行  

要田の調査項目に対して統計解析を行った．その結果，  

過去に得られている知見と適合した調査項目間の相関が  

得られ，また，流行規模・患者発生時期の変数群と，豚，  

蚊情報の変数群の間の正準相関分析を行うと，採集蚊個  

体数ピーク値が流行規模と最も関連のある変数であり，  

患者発生時期に関しては豚情報が関係していることが，  

正準構造ベクトルの平面図から解釈された．   

本研究の概要は，第21回日本脳炎ウイルス生態学研究  

会（熊本県阿蘇町，昭和61年7月24日）において発表  

した．   

謝辞   

本研究の統計資料の収集に関して御助言，御協力を頂  

いた福岡県衛生部保健対策課小串寿明氏に深謝致します．  
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大気汚染測定車等による大気汚染データ解析システムの開発  

岩本 眞二＊・田辺 敏久＊＊   

いる様々な機能（検索，グラフ化，統計処理等）を利用  

することができる．ここまでが本体ACOS430を使って  

の処理過程である．   

次に，端末のオフライン系でデータを扱えるようにす  

るために，ターミナルコントローラN－6500を使い  

ⅤIALANというソフトを用い，オフライン系のデータ  

ベースシステムであるLANFILEヘデータを転送する．  

LANFILEへデータが移行されると，その後の処理はす  

べて端末装置N－5200－05上でおこなうことができる．  

LANFILE上のデータであれば修正や追加が容易に行  

えることや，LANGRAPH，LANSTATといったオフ  

ライン系の解析ソフトを利用できるといった利点がある．  

従って，端末側での処理用のデータベースとしては，  

LANFILEの形式で保存しておくことになる．   

続いて，端末装置（NEC－5200－05）を使っての解析段  

階へ入る．これらの解析プログラムはすべてBASICで  

作られている．この時，LANFILE上のデータはそのま  

まの形では取り扱えないこと，また転送に時間がかかる  

ことなどから，シーケンシャルファイルとしてフロッ  

ピー上に格納し直す．これ以降は，このフロッピーから  

の呼び込みで図2に示すメニュー画面から順次処理して  

いく．   

処理内容は次の8通りである．   

① 集計表印刷（全データの表示，日毎，時間毎の平  

均値，最大値，最小値の算出）及び平均値の経日，経時  

変化グラフの作成   

② 任意の成分の時間データ変化グラフの作成   

③ 日毎及び全体の風配図の作成   

④ 成分毎の風向別濃度図の作成   

⑤ 各成分の相関係数の算出及び任意の成分間の回帰  

式と散布図の作成   

⑥ 任意の日，成分を選択し，経時変化と風向ベクト  

ルを同時表示するグラフの作成   

⑦ 全成分について1時間値の最高値，平均値等を一  

括して表示する総括表の作成   

⑧ 市町村地図の表示   

大気の汚染状況は，年々改善の方向がみられるものの，  

二酸化窒素，オキシダント，浮遊粒子状物質等を中心に  

未だ十分でない．福岡県においても，これら汚染質の測  

定のために県内各地に測定局を設置し，常時監視を行  

なっている．また，これとは別に移動局として大気汚染  

測定車を運用し，測定局未設置地域の測定や，苦情に伴  

う環境調査を実施している．大気汚染測定車による短期  

間の測定の場合，少ないデータから大気汚染の状況を的  

確に把握し，適切な対策を講じるためには得られたデー  

タを詳細に解析する必要がある．当センターでは，昭和  

60年度にテレメータシステムの更新がおこなわれ，これ  

らデータのより有効な利用が期待されている．更新に伴  

いデータ解析のソフトも整備されているが，きめ細かい  

解析をおこなうためには必ずしも十分でない．そこで，  

現在のシステムを有効に利用し，より迅速に且つ理解し  

やすい形にデータを処理するための解析システムを開発  

した，  

使 用 機 器  

解析に使用した処理装置は，本体NECrACOS430（主  

記憶容量4MB），ターミナルコントローラNECN－6500  

（主記憶容量1MB）及び端末装置NECN－520005mk  

II（主記憶容量512KI∋）である．  

処理の流れ  

処理の流れを図1に示す．   

県内各地に設置された大気汚染測定局や測定車におい  

て測定されたデータは無線によって収集され，公害セン  

ター設置の処理装置（磁気ディスク）に毎時格納されて  

いる．まず，これらのデータを効率よく処理するために  

本体がもつデータベースシステムであるRIQS  

（RelationalInformationQuery System）へ移す必要  

がある．RIQSへの移行は，変換プログラムを使って行  

う．データをRIQSに移すことによって，RIQSが持って  

＊ 福岡県衛生公害センター 環境科学部 大気課  

＊＊  同  管理部   管理課   
ShinjiIWAMOTO．Toshihisa TANABE：Development ofsys－  
temtoanalyzeairpollutiondatamesuredbymobi】estation  
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l   

RIQSの  

条件設定  

くNEC N6500）  
l「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾ 

1  

テ‾っ変換  

フ●ロク‾ラム  

し＿．＿＿▼＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿   

くNEC ACOS430）  
l  l  LAN FrLE  

l l 一－－－－－－－一丁－－一－－－j  

1  

1  

t  

l  l  l  l  

くNEC N520005）  

経時変化  

作成  

7●ロク■ラム  

凪配図  

作成  

7●叩tラム  

集計表，経時  

穣日変化グラフ  

作成7■け■ラム  

風向別濃  

度 作成  
フ●ロケーラム  

相関行列  

回帰式散布図  

作成フ●けラム  

紐時変化  

鳳向へ■●ケトル  

作成7■Ⅳク“ラム   

Jトト■コピー  ハート‾コピー  フ●ルけウト  

ハート‾コピー  

総括表作成  

7●廿ク‾ラム  

7●リント7ウト  

1  

】  

図 1 処理の流れ  
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＝＊測定車 結果処理 メニュー画面 ＊★★  

次画面表示  

相関係数  

風向ベクトル  

捻括表作成  

地図表示  

終 了  

山川∴測定車 結果処理 メニュー画面 ＊★★  

次画面表示  

データ転送  

集計表印刷  

経時変化グラフ  

風配図  

風向別濃度  

図 2  メ ニ ュ ー 画面  

について考察する．  

（1）風向との関係について  

大気汚染の状況を把握するには，風向と成分濃度の関   

係から発生源の影響について考察することが重要な要素   

の1つとなる」そのために，まず測定期間の日毎及び全   

体の風配図を，③風配図作成プログラムで作成する（図  

4）．  

日毎の風配図と図3で示した経日変化グラフと対比さ   

せて濃度が高くなる日の風向を把握することができる．  

また全体の風配図との比較で年間風配図が得られている   

測定点であれば，測定期間中の年間平均値における代表   

性を考えることができる．  

次ぎに，④成分毎の風向別濃度図作成によって各成分   

の汚染質発生の方向性を概略把握することができる（図  

5）．  

解析の流れ  

これらの解析過程はいずれの項目からでも始めること  

ができるが，汚染状況をより的確に把握するには系統的  

処理の方が効率が良い．   

そこで，昭和61年10月に中間市において測定した  

データを引用して解析の具体的な過程を例示する．   

まず，①の集計表印刷により表1のように定型的な報  

告書のスタイルで集計表を作成する．この時，図3のよ  

うに1－24時の平均値の経時変化グラフと1日平均値の  

経日変化グラフを同時にみることができる．この操作を  

すべての項目（通常15項目）について行なう．これによっ  

て成分毎に日平均値として高濃度を示す日の選定や1日  

の変化パターンの特徴を把握することができる．これら  

の集計データをもとに主に風向との関係と成分間の関係  

果
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一酸化窒素の経時変化グラフ  一酸化窒素の経口変化グラフ  

6 8 1812 月 16 18 祖 詑 21疇  益 28 ：均 2 1 6  8  日  2  1  

図 3  平均値の経時，経口変化グラフの表示  

12兜  2日  

図 4  風配図の表示   
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図  各成分の風向別濃度図  

図 5  風向別濃度図の表示   

図  経時変化グラフと風向ペグト／レ  

更に，この汚染質の方向性を明確にさせるため，⑥の  

プログラムで風向ベクトルと成分の経時変化を同時表示  

させる（図6）．中間市の場合，一酸化窒素は南の弱い風  

ないし静穏時に濃度が上昇している様子が明確にでてい  

る．  

（2）成分間の関係について   

風向との関係とともに成分間の関係を考察することも  

汚染状況を把握するうえで重要である．   

各成分間の関係をみるために表2に示すように相関行  

列を算出する．続いて相関係数の高い成分について両者  

の散布図，回帰式を表示させる（図7）．中間市の場合  

NOrNO2rCO－NMHCに高い相関がみられ，自動車排ガ  

スの影響を強く受けているのがわかる．   

しかし，成分間の関係を相関係数のみで判断するのは  

十分でない．そこで，成分間の変化の様子を時間データ  

で観察するようにしたのが，②全日の経時変化グラフで  

ある．図8に示すように，中間市の場合NOとNO2の濃  

度は同様に変化しているが，NOがNO2よりかなり高い  

値で推移しているのがわかり，近距離からの発生源の影  

響を示唆している．   

以上6つの解析プログラムにより，測定位置での特徴  

付けは可能になるであろう．更に，測定値の高低を判断  

するために，⑦総括表の作成によって一日平均値及び最  

高値等を算出し，環境基準値との比較を行なうことがで  

きる（表3）．また，中間市での測定点の位置を示すため  

に，⑧地図の表示によって画面上に県内地図及び市内地  

図を示すことができる（図9）．  

【泊Tt：11．iお  

2 1 6  8 柑 12 1116 柑 2¢ 詑 2一  

図  経時変化グラフと風向ベクト／レ  

2 4 6 8 1012111¢18 之0 22 24 ＋喝  

図  経時変化グラフと風向ぺクト／レ   

2  4  6  8  柑  ほ ‖118 18 28 ；望 21  

図 6  風向ベクトルつき経時変化グラフの表示   
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図  NOとCOの散布図  

N〕  

図  NOとNO〆り散布図  

図 7  2成分問の回帰式及び散布図の表示  

誰  27  20  29  ：材  】  2 日  

3  4  5  6  7  8  9 日  

図 8  時間値変化グラフの表示   
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表 3  測 定 結 果 の 総 括 表  

1時間値   日平均値  

最高 最低 最高 最低  

硫 黄 酸 化 物  0．025   0．000   0．011  0．004   0．008  PPM   

浮 遊 粉 じ ん  0．109  0．010  0．068  0．016   0．040  MG／M3   

オ キ シ ダント  0．045   0．002   0．032   0．007   0．016  PPM   

一 酸 化 窒 素  0．235   0．001  0．083   0．021   0．042  PPM   

二 酸 化 窒 素  0．055   0．002   0．032   0．015   0．026  PPM   

窒 素 酸 化 物  0．286   0．003   0．114   0．036    0．068  PPM   

一 酸 化 炭 素  5．4  0．3  1．6  0．8  1．2  PPM   

全 炭 化 水 素  3．63   1．72   2．41   2．00  2．18  PPMC   

メ   タ   ン  2．77   1．65   1．88   1．78  1．83  PPMC   

非メタン炭化水素  1．75   0．00   0．55   0．17  0．35  PPMC   

風  向  SSE 28．0％   

風  速  6．3  0．1  3．9  0．8  1．7  M／S   

温  度  18．2  2．1  12．1  5．4  8．8  C   

湿  度  94．5   31．9   76．0   47．7  58．8  ％   

日   射  量  1．14   0．00   0．24   0．03  0．14  MJ／M2   

図  中間市の地図  

図 9  地図の表示  

ま  と  め  

本システムの開発によって，大気汚染測定車のデータ  況の把握がより正確に行なえるようになった．  

処理が迅速化し，更に適切な解析評価が可能となった．  また，これらの解析プログラムは，すべてBASICで作  

即ち，従来データの入力から報告書提出まで1ケ月程度  られているため解析内容の変更や追加が比較的容易にお  

要していたものが1週間程度に短縮された．更に，解析  こなえる利点もある．今後，必要に応じて解析プログラ  

の内容についてもかなり詳細となっているため，汚染状   ムを開発し，システムの充実を図っていきたい．   
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誌上発表論文抄録  

福岡県における手足口病及びヘルパンギーナ患者からのウイルス分離  

（昭和57－60年の感染症サーベイランス検査成績）  

千々和勝己・多田 俊助・大久保彰人・片岡恭一郎  

福吉 成典・高橋 克巳  

福岡県衛生公害センター年報，13，55－58，1986   

で行った．昭和57年と58年にはEV71による手足口病  

の大規模な流行が認められた．また，同59年のヘルパン  

ギーナの流行は，CA4，CA5及びCAlOによる流行が重  

複したために，全体として大きな流行となった．昭和60  

年の同疾病の流行は，CA4とCA5の混合流行であった  

が，CA4は57年と59年に，CA6は58年に流行してい  

たために，流行が小規模であったと考えられる．  

手足口病及びヘルパンギーナは，数種類のウイルスが  

病原体となりうる．当県では，昭和57年から感染症サー  

ベイランス事業の一環として，各年の流行疾病の病原ウ  

イルスを明らかにしている．昭和57年から60年までの  

検査件数は，手足口病が58件（咽頭ぬぐい液56件，ふ  

ん便2件），ヘルパンギーナが88件（咽頭ぬぐい液77  

件，ふん便11件）であった．ウイルス分離には主として  

乳のみマウスを用い，同定は中和法又は補体結合反応法  

福岡県感染症サーベイランス事業資料集（昭和56年一昭和61年）  

大久保彰人・布上  蓋＊・根元  康＝・高橋 克巳  

福岡県医師会感染症サーベイランス委員会，p．1－341，昭和62年3月   

福岡県感染症サーベイランス事業は，昭和53年7月か  

ら継続して実施されているが，当資料集では，昭和56年  

から昭和61年までの6年間分について，事業実施方法，  

各疾病の動向，患者報告数情報及び検査情報を系統的に  

整理して資料集としてまとめた．特に，患者報告数情報  

については，以下の3点の特色をもつ．  

（1）地域ブロック別・月別疾患構成割合グラフ，地域  

ブロック別・月別報告推移グラフ，地域ブロック別・年  

齢区分別構成割合図等をBASIC言語で記述されたグラ  

フ処理プログラムを使って作成した．  

（2）患者報告の状況を視覚的に解り易くするために，  

当所のN6500及びN5200モデル05mkII等用のソフ  

トウエアであるLANFORECAST及びLANMAPを  

用いて疾患報告数の年，月，患者数を軸とする3次元グ  

ラフ，地域ブロック別一定点当たりの報告数の地図グラ  

フの作成を行った．  

（3）地域ブロック別の観測医療定点カバー率の検討  

を行った．   

加えて，当資料集では，データ収集単位である各週の  

疾病別・地域ブロック別・年齢階級別報告数表が6年間  

わたって漏れなく掲載されており，資料集としての利用  

価値を高め，感染症予防対策に役立つものと思われる．  

＊ 九州大学医療技術短期大学部   

＊＊ 九州中央病院   
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九州地方における非日脳アルポウイルスのヒト及び  

各種晴乳動物への感染に関する研究  

福吉 成典・千々利勝己・多田 俊助・高橋 克巳   

第12回（昭和60年度）医学研究助成報告集（財団法人 大同生命厚生事業団），  
p．125－126，昭和62年1月   

福岡県において，1974年以降，コガタアカイエカか  

ら，JaFAr5774株，JaFAr16278株，JaFAr17983株を  

代表株とする3種類のウイルスを分離した．これらのウ  

イルスの夏期における活動状況を調査するため，北海道  

から導入された乳牛30頭について，それぞれのウイルス  

に対する中和抗体価の変動を調べ た．その結果，  

JaFAr5774株に対する抗体は，8月に2頭から検出さ  

れ，9月下旬には全てのウシから検出された．また，  

JaFAr16278株に対する抗体は，9月下旬に1頭だけか  

ら検出されたが抗体価は2560倍と高く，ウイルス血症の  

可能性を示した．JaFAr17983株に対する抗体は，6月  

上旬に即に50％近くのウシから検出され，9月下旬には  

全てのウシから検出された．以上のことから，この夏は  

JaFAr5774型，JaFAr17983型ウイルスは比較的活発に  

活動し，JaFAr16278型ウイルスも低調ながらも活動し  

たことが確認された．  

lMutagenicity and Carcinogenicity of Nitroarenes and 

their Sourcesin the Environment．  

IIiroshiTokiwa and YoshinariOhnishi  

CRCCriticalRev．Toxicol．，17（1），23r60，1986   

芳香族ニトロ誘導体の生成，環境中における分布，微  

生物及び培養細胞における変異原性，遺伝毒性，発がん  

性及び代謝について解説した．   

ニトロアレーンはNO，，0，，PAN等大気中の汚染物  

質存在下で生成される芳香族炭化水素のニトロ誘導体で，  

環境中に広く分布している化学物質である．殊にディー  

ゼル排ガスの粒子状物質や，灯油，ガス等の燃焼生成物  

中には比較的高濃度で存在している．1－ニトロビレンは  

ディーゼル排ガス中に約75ppm，1．3－，1，6一，1，8－ジニ  

トロビレン（DNP）はそれぞれ0．3－5．2ppm，2－ニトロ  

フルオレンは71－186ppmであることがわかった．微生  

物，培養細胞における変異原性は化合物の構造と関連性  

があり，3－5環のニトロ誘導体はいづれも高い傾向にあ  

る．1一ニトロビレンの活性発現はニトロレダクテースに  

よって細胞DNAと付加物を形成し，活性の本体は〃  

－ヒドロキンアミノ体である．同様に，1，8－DNPはニト  

ロレダクテースによって活性化され，1－〃－（2′－デオキ  

シグアノシンー8－〆）－アミノー8一ニトロビレンがDNA  

の付加物である．   

トニトロビレンはラット，マウスに皮下接種すると，  

局所に腫瘍活性が認められない．1，3－DNPはラットに  

は発がん性が認められるが，マウスにはない．これに対  

して，1，6－，1，8－DNPは低濃度で接種局所に悪性線推性  

組織球膵を誘発した．また，1，6－DNPはラット肺内に接  

種すると，腺病又は扁平上皮痛が誘発されることが報告  

されている．これらの変異原物質が注目すべき環境発が  

ん物質であることが立証された．   
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Resultsoftherec－aSSayOfNitropyrenesinthe劫cillussubtil＆TestSystem  

Ka2：umiHorikawa，NobuyukiSera，HiroshiTokiwa，andTsuneoKada■  

MutationRes．，174（4），89－92，1986   

DNP，1，6－DNP，1，8－DNP，1，3，6－TriNP，1，3，6，  

8－TetraNPそれぞれディスクあたり0．1，0．005，0．002，  

0・001，0．0025，0．01，0．2JJgであった．また，H17株  

に対する最小発育阻止濃度は，4－NP，1，3－DNP，  

1，6－DNP，1，8－DNPそれぞれディスクあたり0．005，  

0・0025，0．001，0．0025JJgであった．また，これらの  

化合物の濃度は，M45，H17株の阻止帯の大きさと比例し，  

化合物の濃度値と菌の阻止帯の大きさと量反応関係が得  

られた．   

＊ 国立遺伝研究所   

ニトロビレン類の遺伝毒性を明らかにする目的で，枯  

草菌によるDNA損傷テスト（TeC－aSSay）を行った．使  

用した枯草菌は組換え修復欠損株・M45（柁C‾）株及び  

その野生株・H17（柁で＋）株を使用した．実験に使用し  

たニトロビレン類は，1一ニトロビレン（NP），4－NP，  

1，3，ジニトロビレン（DNP），1，6－DNP，1，8－DNP，  

1，3，6－トリニトロビレン，（TriNP）及び1，3，6，8－テトラ  

ニトロビレン（TetraNP）の7種類で，柁C－aSSayは賀  

EE］らのディスク拡散法によった．Rec－aSSayの結果，使  

用した7種のニトロビレン類はすべて陽性を示した．M  

45株に対する最小発育阻止濃度は，1－NP，4－NP，1，3－  

DinitroDerivativesofPyreneandFluorantheneinDieselEmissiom  

ParticulatesandtheirTumorigenicityinMiceandRats．  

HiroshiTokiwa，TakeshiOtofugi，Reiko Nakagawa，Ka2：umiHorikawa，  

ToshiharuMaeda，NobuyaSano，KeisukeIzumi，HisashiOtsuka  

CarcinogenicandMutagenicEffectsofDieselEngineExhaust，EIsevierSciencePublishersB．Ⅴ．  

（Eds．IshinishiN．，KoizumiA．，McClellanR．0．，St6berW．），p．253－270，1986   

ディーゼル排ガス中の化学変異原として重要なものは  

ビレン，フルオランチンのニトロ誘導体であることを報  

告した．   

ディーゼル排ガスの粒子状物質にはビレン及びフルオ  

ランチンがベンゾ（α）ビレンの5－10倍以上含まれてい  

る．この両物質は最近新生児マウスに腹腔内接種すると  

肺に腺病を誘発することが報告されているが，これらの  

ニトロ誘導体も腫瘍滴性が認められる．ジニトロビレン  

はマウスの皮下接種によって悪性線推性組織球腫  

（MFH）を誘発するが，3，7－，3，9－ジニトロフルオラン  

テン（DNF）をラット皮下に接種するとMFHと横紋筋  

肉腫を誘発するラットが観察された．横紋筋肉腫の発生  

は組織の石灰化から始まり，多形細胞や多核巨細胞から  

なる肉腫に発展する．   

これらの化学発がん剤は粒子状物質の微粒子に含まれ  

ている．ディーゼル排ガスの粒子を粒径別に分別し，変  

異原性を測定すると，1nm以下の粒子が最も高い活性を  

示した．この活性粒子にはニトロアレーンが検出される  

ことがわかった．これらの知見は肺胞に沈着しうる粒子  

として，ディーゼル排ガスのリスク評価を行う際に注目  

すべき発がん物質であると考えられる．   
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MercuryConcentrationChangeinHumanHair  

AftertheIngestionofCannedTunaFish   

TakeoInamasu＋，AkiraOgo，MasaoYanagawa，MineoKesino…，   

AkiraHirakoba＝＝，KatsumiTakahashi，NoboruIshinisi■  

Bull．Environ．Contam．Toxicol．，37，475－481，1986   

ことが分かった．また，マグロ摂食実験に先立ち，バリ  

カンで各被験者の頭髪を頭皮上約5mmのところから  

剃髪，それぞれの最近の頭髪中水銀濃度の推移を調べた．  

さらに，各人の頭髪の伸長速度を測った．これらの結果  

に考察を加え，頭髪は，食品由来の水銀摂取を評価する  

上で，良い指標媒体になり得ると考えられた．  

＊ 九州大学医学部衛生学教室  

＊＊ 福岡県築上保健所   

＊＊＊ 福岡県流域下水道那珂管理事務所  

ヒトの頭髪中水銀量と食生活によって摂取される総水  

銀量との量的関係を把握するために，比較的多くの水銀  

を含むと言われるマグロの摂食実験を行った．3名の健  

康な男性被験者に対し，それぞれ80g，60g，25gの缶詰  

マグロ（総水銀濃度：0．43〟g／g）を，2週間，毎日，通  

常食に加えて摂食させた．同様の実験を2週間後に再度  

行い，その後の4週間を含む合計10週間を実験期間とし  

た．この実験期間内に伸長した各人の頭髪を2週間おき  

に剃髪，その総水銀濃度を測定した結果，マグロに含ま  

れる総水銀量にほぼ比例して頭髪中水銀濃度が増加する  

PharmacokineticsofPolychlorinatedQuaterphenyl  

Congenersin RatsafteranOralDose   

ShigeyukiTakenaka，KatsumiTakahashiandYoshito Masuda■  

Chemosphere，15（6），739－745，1986   

油症原因オイル及び患者体内には，いまだ多量のポリ  

塩化ビフェニール（PCB），ポリ塩化クアテルフユニル  

（PCQ）及びポリ塩化ジベンゾフラン（PCDF）等が残留  

している．PCQは油症診断基準の1つとしてPCBと共  

に重要な役割を担っている．このPCQの吸収・分布・排  

泄の過程を調べるために，6種の骨格異性体を用いて実  

験を行った．ウイスター系雄性ラットに各PCQ骨格異  

性体，1mg／kgを経口投与し，経時的に血液を採取し  

た．その血中の各PCQ骨格異性体を電子捕獲型検出器  

付ガスクロマトグラフで測定した．ごのデータを  

Bayesianアルゴリズムを用いた非線型最小自乗法によ  

りパーソナルコンピュータで解析した．その結果，2，  

2′－PCQ及び2，4′－PCQは1コンパートメント，2，  

3′－PCQ，3，3′－PCQ，3，4′－PCQ及び4，4′－PCQは2コン  

パートメントモデルでその血中動態を表現できた．また，  

モーメント解析を行い，各PCQ骨格異性体の平均体内  

滞留時間（MRT）及び血中濃度時間曲線下面横（AUC）  

を計算した．4，4′－PCQはMRT及びAUC共に最も高  

い値を示し，それぞれ，1760hr及び1．24JLg・hr／mlで  

あった．MRTが最も低かったのは2，4′－PCQで，52．8hr  

であった．AUCが最も低かったのは2，3′．PCQで0．007  

JLg・hr／mlであった．糞中への各PCQ骨格異性体の排  

泄は高濃度投与（10mg／Rat）の前報と変わりがなく，  

4，4′－PCQ及び2，2′－PCQが最も排泄され易かった．   

＊ 第一薬科大字   
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Comparative Study qn the Carcinogenicity ofl－Nitropyrene and   

Benzo（a）pyrene to the Lung ofSyrian Golden HamstersInduced  

byIntermittentIntratrachealInstillations  

AkiyoYamamoto■，TakeoInamasu＋，AkiraHisanaga＋，  

ShigejiⅨitamoriandNoburuIshinishi■  

ハムスターにおけるトnitropyreneとbenzo（a）pyreneの呼吸器官に対する発がん性の比較  

山本 昭代♯・稲益 建夫♯・久永  明♯・北森 成治・石西  伸■  

大気汚染学会誌，22（1），29－35，1987   

発生率は86％であった．対照群では腫瘍の発生はなかっ  

た・更に，担腫瘍動物の平均生存率は．トNP群481日，  

B（a）P群246日とB（a）P群が1－NP群に比べてはるか  

に短く，1－NP群とB（α）P群との間の腫瘍発生率の差は  

0．1％のレベルで有意な差が認められた．これらのことに  

より，B（α）Pの呼吸器官に対する発がん性は同量の  

1－NPに比べ著しく強いことが認められた．   

♯ 九州大学医学部  

Benzo（a）pyrene（B（a）P）と1－Nitropyrene（1－NP）  

の呼吸器官に対する発がん性の比較を雄性シリアンゴー  

ルデンハムスターを用いて行った．1回投与量2．Omg  

を，1週間に1回，連続15週間にわたり，投与総量30mg  

をノ、ムスターの気宮内に投与した．その結果，1－NP群  

では検鏡できた21匹中2例に呼吸器官の腫瘍の発生が  

あり，腫瘍発生率は10％であった．これに対してB（α）P  

群では22匹中19匹に呼吸器官の腫瘍発生があり，腫瘍  

コレステロール摂取量の年次推移  

森田 邦正  

九州薬学会会報，40，53－60，1986   

食品を採取し，個人のコレステロール摂取量を調査した  

結果，1日摂取量は197mgから548mgの範囲内にあ  

り，12名の平均値と標準偏差は355±126mgであった．  

高脂血症及び動脈硬化を予防するため，1日当たりのコ  

レステロールは300mg以下が望ましいとされるが，こ  

の摂取量を男女の半数が超えていた．昭和25年から昭和  

58年の34年間について，国民栄養調査より計算したコ  

レステロールの推定摂取量と虚血性心疾患死亡率の動向  

との関連性について検討したところ，両者の間には直線  

傾向があり，有意な相関関係が認められた（r＝0．988，  

p＜0．01）．   

昭和56年及び57年に行われた国民栄養調査を参考に  

して，マーケットバスケット方式によるコレステロール  

摂取量調査を実施した．購入した食品は13の食品群に分  

別し，調理後，コレステロー／レを定量した．その2年間  

の実測値の平均値と国民栄養調査成績表から，昭和24年  

から昭和58年までの推定摂取量を算出した．コレステ  

ロール摂取量の推移は昭和24年（80mg）から昭和47年  

降（333mg）の23年間に4．2倍の増加を示し，昭和47年  

以降はほぼ→定した（340mg）摂取傾向が見られた．最  

近10年間では卵類（47％），魚介類（28％）及び肉類（13％）  

の3食品群からの摂取が1日摂取量の88％を占めてい  

た．また，30歳から50歳の男女12名が3日間喫食した  



ー 83 一  

食  生  活  状  況  調  査  

篠原 志郎・大久保彰人・片岡恭一郎  

福岡県衛生部発行冊子，p．ト49，昭和62年3月   

主食のうち少なくとも1回摂取しなかった者を欠食者と  

みなすと，痩せ傾向者に多く，年代では20歳代に多かっ  

た．また，6つの食品群のうち，どれか1つ欠けた者を  

栄養バランスの欠格者とみなすと，非欠食者で12．7％，  

欠食者では25％も存在した．このほか，コーヒー飲料の  

摂取頻度は肉類，乳製品，食塩及びたばこの摂取量と比  

例し，野菜摂取量とは逆比例の関係にあった．この調査  

において，一般婦人のこの傾向は家族の料理に対する味  

覚を左右するものとして，適正な食生活の指導と普及の  

重要性が示唆された．  

わが国は従来，欧米諸国の食生活を食事目標のモデル  

としてきたが，昭和50年代後半より，農政審議会は日本  

型食生活の定着を提唱し，食生活懇談会は日本食生活の  

あり方について具体的な提言を行った．最近の食生活の  

見直し傾向を受け，福岡県衛生部は今後の栄養指導の参  

考に資する目的で，県下21保健所管内の婦人を対象とし  

た国民栄養調査の簡便法に準じた調査を昭和60年2月  

上旬実施した．その結果，肥満者の全エネルギー摂取量  

は抑制されていたが，塩分摂取量と関係する濃い味付け  

及び糖分に関係する果物の摂取量が多かった．朝昼夕の  

アセトアルデヒド・プロピオンアルデヒド・アクロレイン・  

クロトンアルデヒドの分析法  

大崎 靖彦・永瀬  誠・松枝 隆彦  

昭和61年度化学物質分析法開発調査報告書，p．94－102，昭和62年5月   

移動相：アセトニトリル／水＝60：40 検出波長：370  

nm 水質試料500mJを採り，本法に基づいて検出限界  

及び定量限界を求めた結果，それぞれアセトアルデヒド  

1及び3．3，プロピオンアルデヒド0．3及び1．1，アクロ  

レイン1．5及び5．0，タロトンアルデヒド0．5及び  

1．8（いずれも〟g／J）であった．また底質試料10gを採  

り，本法に基づいて検出限界を求めたが，添加回収実験  

において，回収率が低かったため検出限界の算出は不可  

能であった．本分析法を用いて，福岡県内の河川水（類  

型B），海水（類型B）をそれぞれ1試料分析した結果，  

アルデヒド類は検出されなかった．   

環境試料中のアセトアルデヒド，プロピオンアルデヒ  

ド，アタロレイン，クロトンアルデヒドの定量法を確立  

した．本分析法は，水質試料中のアルデヒド類を2，4－ジ  

ニトロフユニルヒドラジンで誘導体とした後，乃－ヘキサ  

ンで抽出し，それを更に減圧濃縮した後，アセトニトリ  

ルに溶解し，高速液体クロマトグラフ（HPLC）で定量す  

る方法である．底質試料については，水を用いて振とう  

抽出後，遠心分離を行い，以下，水質試料と同様な操作  

で定量する方法である．HPLC条件は次の通りである．  

充てん剤：ZorbaxODS5JLm カラム：内径4．6mmx  

長さ25cm ステンレス製，カラム恒温槽温度：450C  
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浮遊粉じん中の特定成分による発生源の推定  

岩本 眞二・宇都宮 彬・石橋 龍吾・武藤 博昭  

環境技術，15（5），404－409，1986   

組成バランスの違いから発生源を推定していくことが出  

来る．この場合，成分の分類には因子分析法が有効であっ  

た．金属成分はCd，Pb，ZnのグループとFe，Mnのグ  

ループに分けることができ，それぞれ，亜鉛精錬工場，  

土壌が発生源と推定された．更に，組成バランスの違い  

の検討にはHarmmerleらが提唱した“Single Source  

Method’’が有効であった．即ち，Cd－Pb－Znといった金  

属成分が2つの工場から排出されている場合，その組成  

バランスの違いを回帰式の傾きを使って判断し，その発  

生源を特定することができた．  

ある特定の成分を排出する複数の発生源の推定を行う  

ため，大牟田市においてハイポリュウムエアサンプラー  

を用いて浮遊粉じんの採取を行い金属成分の分析を行っ  

た．   

金属濃度データと風向データとから算出した方位別影  

響度指数を使うことにより，カドミウムの発生源の方位  

性を明らかにすることができた．更に，12箇所の採取地  

点間でのカドミウムの地点間相関行列からも，方位別影  

響度と同じように発生源の方位性を見出すことができた．   

また，・発生源から多種類の特定成分が排出されている  

場合は，同じような挙動を示す成分を明らかにし，その  

2種の風化カナダ炭の共炭化と共予熱成型コークス化  

持田  勲■・伊藤 研二●・光来 要三●・藤津  博■  

奥原 捷晃＝・松原 健次…・下原 孝幸  

燃料協会誌，65（9），769－777，1986   

石炭化度が異なる2種類の風化炭について単独炭化，  

共炭化特性を比較し，共予熱処理後，成型コークスとし  

て評価した．風化層の石炭は末風化層の石炭と比較し，  

ビトリニットが小さく，フジニットが著しく多いことが  

明らかとなった．これら風化炭は未風化原炭と比較し，  

酸素含有量が増加しており，その程度は石炭化度の低い  

石炭の方が大きかった．これらは石炭中で含酸素官能基  

の形態で存在していることが推定された．   

風化炭と粘結剤との共予熱処理ではCTP，A240，  

A240－LSの序列でコークス化性は改善された．水素供与  

能が殆どないCTPでは添加効果が小さく，水素供与能  

の高いA240－LSでは最も効果が大きかった．このこと  

は風化炭の炭化特性の改善には水素供与が有効であるこ  

とを示している．これら添加剤を考慮することで風化炭  

であっても炭化性，コークス強度を向上できた．これら  

添加剤の選択及び脱鉱物質前処理を施すことで共炭化特  

性は向上した．さらに，適切な条件で共予熱する成型コー  

クス法により，ち密で高強度，しかもファインモザイク，  

ミディアムファインモザイク組織が発達し，かつ一定の  

形状を保持したコークスが調整できた．  

＊ 九州大学総合理工学部  

＊＊ 新日本製鉄，第三技術研究所   

＊＊＊ 日本鋼管，技術研究所   
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低石炭化度炭の水素移動液化における前処理効果   

持田  勲■・油布  淳■・坂西 欣也■・光来 要三■・下原 孝章  

燃料協会誌，65（12），1020－1026，1986   

素基を検討したところ，油，アスファルチン収率の向上，  

ガス，プレアスファルチンの逐次的生成の遅延が明確に  

認められ，油収率最大75％，（油＋ブレアスファルチン）  

収率最大82％が達成できた．さらに，溶剤中の4HFL濃  

度を低下したとき，脱灰の効果がTHFI，ガスの減少及  

びアスファルテンの増加に対して顕著であった．この結  

果，（油十アスファルチン）収率は最大90％に達した．   

これらの結果から二段法を考えるならば，油収率の向  

上，溶剤／石炭及び水素消費率の低減が可能となろう．   

＊ 九州大学総合理工学部  

オーストラリアで現在運転が進められている50t／day  

液化パイロットプラントの対象炭であるMowe11褐炭  

を液化能の極めて優れた1，2，3，10b－テトラハイドロフ  

ルオランテン（4HFL）を用いて高温短接触時間条件下で  

水素移動液化を行った．4800Cで5－10分，5100Cで2．5分  

の液化では25気圧程度の低圧で低鹿渡青炭，亜浬青炭の  

みならず褐炭も極めて効率的に油（石炭の60％以上）に  

液化でき，後段の接触水素化処理段階でのアスファルチ  

ンの軽質化も考えれば75％以上の収率で留出油の生成  

が期待できた．石炭に酸洗浄脱金属イオン及び予熱脱酸  

酢酸あるいは酢酸アンモニウム水溶液室温処理による褐炭からの  

効率的二価イオン除去法  

下原 孝幸・持田  勲■  

燃料協会誌，66（2），134－142，1987   

Mowell褐炭のカルシウム，マグネシウムイオンは1  

M－酢酸アンモニウムあるいは0．1M－酢酸を用いた室温  

1時間の処理でほぼ完全に除去できた．鉄イオンは，あ  

まり溶出しなかったが，これら処理炭はA240あるいは  

HA240との共炭化において1N一塩酸処理と同程度の溶  

融性あるいは異方性展開を示し，炭化性が改善された．   

酢酸アンモニウム処理では石炭内にアンモニウムイオ  

ンが残留するが，強酸酸性の溶媒に比べ，腐食性，ある  

いは有害アニオン（例えば塩素イオン，硫酸イオン）の  

キャリーオーバー等が少ないことから，このような中性  

ないし弱酸水溶液による脱陽イオンは工業操作としても  

優れているといえよう．   

上記処理により高石炭化度炭からも2価カチオンが効  

率的に除去され，これら処理炭の炭化性が効率的に改善  

された．この際，石炭内の全金属量はほとんど変化しな  

い．これら溶液のアルカリ土類金属陽イオンの抽出能が  

高いのは，酢酸イオンが陰イオンと錯体結合すること，  

さらに有機酸の疎水性石炭表面との濡れ性のよさがその  

原因として考えられる．   

＊ 九州大学総合理工学部   
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新簡易二酸化窒素捕集器の開発とその性能  

近藤 紘之・柳川 正男  

全国公害研会誌，11（1），7－16，1986   

れら簡易捕集器に与える影響を偏相関係数によって検討  

した結果，温度，湿度の影響は確認されたが，風速の影  

響は曝露期間中の風速が平均化されたためか，明らかに  

ならなかった．したがって，これらの簡易捕集器の長期  

間曝露によるNO2捕集量を環境大気のNO2濃度評価に  

利用する場合には風速より温度を重視する必要があると  

考えられた．  

珪藻土担体の一種であるC－22の細孔を利用すること  

により，風速の影響を受け難い，新しいタイプの二酸化  

窒素（NO2）簡易捕集器の開発を検討した．新捕集器の  

性能評価は，従来からあるナイトレーションプレート法  

及び，ろ紙法を環境測定に並用することにより行った．  

その結果，性能及び捕集器の作製方法ともに，新法が優  

れていることが分かった．また，材料費もナイトレーショ  

ンプレート法より安価であった．さらに，気象因子がこ  

福岡県における大気環境濃度の推移  

松家  繁・黒木 重則  

全国公害研会誌，11（3），147－151，1986   

福岡県下の大気汚染常時測定局で得られた大気汚染物  

質濃度について，全県的に過去から現在までの最近10年  

間の濃度及び地域環境の特性を経年変化，等量線及び主  

成分分析によって検討し，以下の結果を得た．  

1）SO2濃度は，現在，全県的に5ppb以下の低濃度地  

域が拡大しており，過去，全国的にも有数の高濃度汚染  

地域であった大牟田市及び北九州市は現在，昭和48年度  

の約1／4以下になっている．   

2）NO2濃度は全県的に昭和54年度以降，ほぼ横ばい  

状態であり，現在20ppb以下の地域が広範囲を占めてい  

る．   

3）環境基準値に対する濃度の割合の平均値を簡易的  

な大気環境指標とした場合，現在その指標は全県的に  

30％程度になっている．   

4）大牟田市は，この10年間依然として工場由来の汚  

染環境にあり，北九州市は，過去の工場由来の汚染環境  

から自動車等の都市活動による汚染環境に変化し，福岡  

市は，過去から現在も都市活動による汚染環境にある．   

5）福岡市及び北九州市等の都市活動による汚染形態  

を示す地域においては，ここ数年汚染の強度に変化がみ  

られない．   
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三点比較式臭袋法に関する検討調査（1）  

－パネル選定試験結果について一   

柳川 正男・近藤 紘之・大崎真紗子・樫井 利彦・武藤 博昭  

福岡県衛生公害センター年報，13，59－61，1986   

近年，住民の被害感覚への対応が可能で，悪臭防止法  

に規定された機器分析法を補完し得る悪臭評価法として，  

官能試験法（三点比較式臭袋法）を導入する自治休が増  

加している．この三点比較式臭袋法による官能試験の実  

施に際しては，当該試験に重要な役割を持つパネルが適  

正に選定される必要がある．今回，男性67名，女性22名  

に対して環境庁の報告書に示されたパネル選定試験を実  

施し，次のような結果を得た．   

1）5基準臭合格率は，男性が61．2％，女性が59．1％  

であり，3基準具合格率は，男性が80．6％，女性が77．3％  

であった．即ち，合格率については，性差は認められな  

かった．2）妊娠による嗅覚異常と考えられる被験者が  

1名観察された．3）合格率に対する年齢の影響は，5  

基準臭の場合，男性に認められたが，3基準臭の場合は  

男女とも認められなかった．4）薬品類を取り扱う職種  

とそれ以外の職種の合格率に及ぼす影響は，男性と女性  

及び，5基準臭と3基準臭の何れの場合も認められな  

かった．5）合格率に及ぼす喫煙の影響（男性）は，5  

基準臭，3基準臭の何れの場合も認められなかった．  

テトラクロロエチレンによる地下水汚染   

北森 成治・古賀けい子・松家  繁・松浦 聴朗  

北 喜代志■・原  和信＝  

全国公害研会誌，11（2），93－96，1986   

12本で，その最高濃度は461Jg／Jであった．2）経時的  

変化を調べるために，Ⅰ地区での9本の井戸について約  

6箇月後にテトラクロロエチレンの濃度を調べたが，減  

少傾向が見られず汚染が継続していることが示唆された．  

3）Ⅰ地区には汚染源となるような事業所は見当たらず，  

現在，汚染の原因は不明である．4）行政指導としては，  

井戸水を生活用水として利用している地区の住民に対し  

ては早急に水道への転換を計ること，そして飲用する場  

合には，煮沸あるいは活性炭ろ過を施すなどの指導を  

行った．  

＊ 福岡県筑紫保健所   

＊＊ 福岡県環境整備局公害課   

福岡県における低沸点有機塩素化合物による地下水汚  

染の現状を把握する目的で，県内25市町（1市町に付き  

5箇所）の井戸水を対象に，トリクロロエチレン，テト  

ラクロロエチレン及び1，1，1－トリクロロエタンによる  

汚染の実態調査を，昭和59年5月から9月に実施した．  

その結果，那珂川町Ⅰ地区の井戸水が，厚生省通知の水  

道水の暫定基準値（10／Jg／ハを超えるテトラクロロエチ  

レン（18〟g／ハ を含んでいることが判明した．そこで，  

今回Ⅰ地区を対象として，テトラクロロエチレンによる  

地下水汚染の実態把捉及びその経時的変化の調査を行い，  

次の結果を得た．1）調査した40本の井戸のうち，テト  

ラクロロエチレンが10／Jg／Jを超えて検出された井戸は  
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福岡県内の地下水についてのトリハロメタン生成能の比較  

北森 成治・古賀けい子・松家  繁・黒川 陽一・原  和信■  

日本公衆衛生雑誌，21（9），589－593，1986  

下水とほぼ同じ傾向を示し，河川水，湖沼水及び工場排  

水より，はるかに低い濃度である．2）THM生成能の構  

成成分については，各市町別にみると，大きく3グルー  

プに分けることができ，海岸沿岸の市町では．臭素を含  

んだTHMが増加する傾向にある，3）THM生成能と  

水質成分については，河川水等と同様に，THM生成能が  

KMnO4消費量及び色度との間に高い相関が認められた．  

4）井戸の深さ別に，そのTHM生成能を調べると，  

THM生成能は0－10mの井戸では11m以上の井戸に  

比べて約2－4倍の生成量を示した．   

＊ 福岡県環境整備局公害課  

トリハロメタンの生成状況（THM生成能）に関して  

は，河川水，工場排水，生活排水及び水道原水について  

はかなり報告されているが，一般に飲料水等の生活用水  

に利用されている地下水の報告例は少ない．そこで，現  

在福岡県内の23市町で一般に飲料水等に利用されてい  

る井戸の地下水（116検体）を対象に，それらのTHM生  

成能を調査し，次の結果を得た．  

1）THM生成能は，その平均値が6．64JJg／／で，範囲  

は0．2－32．8〃g／／であった．これは，今回調査した試料  

のTHM生成能がすべて厚生省の水道水中の制御目標  

値（0．1mg／ハ以下であることを示している．また，こ  

のTHM生成能は，報告されている全国の水道原水の地  

低沸点有機塩素系化合物の生成要因物質の制御に関する研究  

低沸点有機塩素系化合物の生成要因物質の発生源負荷原単位  

高橋 克巳・松浦 聴朗・近藤 紘之・永淵 義孝  

松尾  宏・中村 又善・三成 滋夫（他4機関）  

昭和60年度環境保全研究成果集（Ⅰ），6－1－6－7，昭和61年10月   

水質汚濁防止法施行令別表第1に定める特定事業場の  

うち，あん類製造業（A），繊維雑品染色整理業（B），  

綿・スフ・麻織物機械染色業（C），板紙製造業（D）及  

び機械すき和紙製造業（E）排水のトリハロメタン  

（THM）生成能を測定し，THM生成能発生負荷量原単  

位及び排出負荷量原単位等を算出した．また，THM生成  

能の排水処理プロセスでの除去効果についても検討した．  

その結果，工程排水（原水）のTHM生成能は，A，B  

及びEの1事業場については比較的高く（卜2．2mg／ハ，  

C，D及びEの5事業場については0．2－1mg／lにあっ  

た．排出水のTHM生成能は，B及びDが0．3－0．5  

mg／／であり，他の業種は0．3mg／J以下であった．また，  

THM生成能発生負荷量原単位（THM生成能g／原料  

t）は，A，B及びEが240－640g／tと高く，他の業種は  

100g／t以下であった．THM生成能排出負荷量原単位  

は，Aが150g／tと最も高く，他の業種は100g／t以下で  

あった．排水処理プロセスでのTHM生成能除去率は，  

凝集沈殿法を採用しているD及びEでは50－70％であり，  

活性汚泥法を採用している他の3業種では45－85％で  

あった．   



ー 89 －   

ホテイアオイの重金属含有量  

徳永 隆司  

ホテイアオイ研究会誌，8，1－4，1986   

旺盛な繁殖力を持ち，環境への適応性も大きいホテイ  

アオイについては，現在，種々の有効利用法が検討され  

ているが，一方では，重金属類の吸収，蓄積能も大きい  

ことから，ホテイアオイを飼料や肥料として利用する際  

には注意が必要であることが指摘されている．これらの  

ことから，自然の状態下で生育しているホテイアオイの  

重金属含有量を求めておくことは，将来，ホテイアオイ  

を利用するうえで重要な事項と考え，西日本地方の河川，  

水田クリーク，排水酸化池に分布，生育するホテイアオ  

イについて調査を実施した．水田クリーク地帯及び河Jtl  

に自生したホテイアオイでは鋼，鉛，ニッケルなどの含  

有量がいくらか多いものもあったが，全般的には，重金  

属賛を多量に蓄積しているものはなかった．また，葉と  

根中の含有量の相関性からマンガン，亜鉛，鋼という必  

須元素では，根から菓への移行がスムーズに行われてい  

ることが示唆された．排水酸化池に自生しているホテイ  

アオイには，クリーク及び河川のものより2－400倍の亜  

鉛，カドミウム，鉛が含有されていた．それらの含有量  

から，重金属類は根に蓄積されやすく，その傾向は鉛で  

特に強いことが認められた．  

微生物の代謝能を利用した水環境の評価方法に関する研究  

－MBAS分解能の指標化一  

高田  智・徳永 隆司・小河  章・大石 興弘  

古賀けい子・永淵  修・桜木 建治   

昭和60年度環境庁委託業務結果報告書 水生態環境把握手法調査，p．114－136，昭和61年3月   

2E］間放置後，MBAS濃度を測定し，分解能を求めた．  

この方法によって県内の河川水（240試料）の分解能を測  

定したところ，分解能はBODが高くなるに従って，大き  

くなる傾向が認められ，指標化への可能が示唆された．  

一方，河Jlr水中の従属栄養細菌の計数・分離法について  

は，種々検討した結果，次のとおりとした．河川水を適  

当に希釈した後，標準寒天培地の1／5の濃度の培地に塗  

布し，200C，14日間培養後，形成されたコロニーを計数  

し，分離した．   

合成洗剤の主成分である陰イオン界面活性剤は通常  

MBASとして測定されており，水環境では，MBASは微  

生物，特に好気性従属栄養細菌によって分解されること  

が知られている．そこで河川の汚濁評価方法を求める目  

的で，MBAS分解能の測定法及びその指標性の検討を  

行った．また，分解に関与している細菌を把握するため，  

その計数分離法に関する栄養培地及びその濃度などの基  

礎的な項目について検討を行った．その結果，MBAS分  

解能は河川水100mlにLASを200FLg添加し，20OCで  
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微生物の代謝能を利用した水環境の評価方法に関する研究  

－MBAS分解能の指標化一  

高田  智・徳永 隆司・小河  章・大石 興弘  

古賀けい子・桜木 建治  

昭和60年度環境保全研究成果集（ⅠⅠ），p．107－25－107－26，  

EnvironmentalResearchinJapan，1985，p．240－241，October，1986  

要旨は，本紙p．89に同じ  

微生物による水環境の評価方法に関する研究  

一河川水中の細菌のフローラ解析一  

高田  智・徳永 隆司・小河  章・大石 興弘・久富 啓次   

昭和61年度環境庁委託業務結果報告書 水生態環境把握手法調査，p．99－145，昭和62年3月   

あった．一方，非汚濁指標細菌としてはグラム染色：－，  

運動性：－，カタラーゼ：－，オキシダーゼ：＋，0－F試  

験：－の性質をもつ細菌（Kタイプ）が有望であった．  

また，河川水からの分離株について界面活性剤（LAS）  

に対する感受性を調査した結果，30／‘g／mJで増殖可能  

な細菌は全体の菌株の52％，300／‘g／mJで増殖可能な細  

菌は同様に8．7％であった．   

汚濁程度の異なる河川として10河川を選択川水につ  

いて細菌フローラを1ないし3回，延べ18河川について  

調査し，同時にSS，BOD，COD，TOC等の14の水質項  

目について測定した．河川水からの分離株（354株）はグ  

ラム染色，運動性，カタラーゼ試験，オキシダーゼ試験，  

0－F試験の結果から，27タイプに分類された．各河川の  

細菌のタイプ別の分布率と水質の関係から，汚濁指標細  

菌としてAc≠乃gわおごねγ属と凸g〟（わ桝0乃αぶ属が有望で  
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ユスリカ（双題目，ユスリカ科）幼虫による河川水質判定法の検討  

一福岡県那珂川における水域環境とユスリカ幼虫分布との関係一  

山本 英穂・山崎 正敏・杉  泰昭・徳永 隆司  

村田 敦子・小河  章  

昭和60年度環境庁委託業務結果報告書 水生態環境把握手法調査，p．1－61，昭和61年3月  

昭和60年度環境保全研究成果集（ⅠⅠ），107－21－107－22  

EnvironmentalResearchinJapan，1985，p．238，October，1986   

ユスリカ幼虫による河川水質評価を実用化する目的で，  

ユスリカ幼虫の水質指標性を検討するための一連の研究  

を企画した．第1年次研究として，福岡県那珂川におけ  

るユスリカ亜科及びエリユスリカ亜科幼虫相の流程変化  

を群集組成の類似度及び多様度によって解析するととも  

に，その流程変化と各種の水質試験結果との対応を検討  

した．那珂川ゐエスリ．カ幼虫相は流程区分ごとに明らか  

な変動を示したが，上流域と中流域とでは，ユスリカ幼  

虫相の明らかな相違にもかかわらず，両水域間で各種水  

質試験結果の差が小さく，ユスリカ幼虫相の変動と水質  

汚濁との関係は明らかでなかった．しかし，下流域に出  

現した独特なユスリカ幼虫群集は明らかに水質汚濁によ  

るものと考えられ，特にこの群集のユスリカ亜科主要構  

成員はすべて腹触を有する幼虫で，形態的には明らかに  

耐汚濁性を示唆する．ユスリカ幼虫群集の多様度の推移  

パターンはエリユスリカ亜科とユスリカ亜科とでは相違  

し，前者は中流域の上一中部で，後者は中流域の下部ない  

し下流域の上部で多様度指数のピークを示した．  

ユスリカ（．双週目，ユスリカ科）幼虫による河川水質判定法の検討  

一水質判定のためのユスリカ幼虫サンプリングの基礎的研究，河川  

底におけるユスリカ幼虫の分布一  

杉  泰昭・山崎 正敏・山本 英穂   

昭和60年度環境庁委託業務結果報告書 水生態環境把握手法調査，p．62－87，昭和61年3月  

昭和60年度環境保全研究成果集（ⅠⅠ），107－22－107－23  

EnvironmentalResearchinJapan，1985，p．239，October，1986   

ターンが認められ，それぞれのタクサの最適分布域は以  

下のとおりであった．肋乃OC血df〝5（〟州別庖成衰）  

∂わ0わγグループ：礫が多く（約70％以上），流速が  

0．1－0．4m／秒の場所；Crざcoわ♪猥（鬼〝血成由）即JγgSわ恵  

グループ：流速0．2m／秒以下の場所：Cγicoわ♪〟5  

（C，加わク〟5）∂fcg乃C血ざグループ及びα切削庖成衰Aグ  

ループ：礫が多く流速も早い（0．2m／秒以上）場所：   

福岡県那珂川中流域の一調査地点において，径10cm  

前後の礫1個に付着するユスリカ幼虫を1サンプルとし  

て計46サンプル（礫底部24，砂底部22）を採集して，  

河川底におけるユスリカ幼虫の分布状況と局所ごとの環  

境（特に礫の多さ及び流速）との関係を検討した．採集  

したユスリカ幼虫は33タクサに分類されたが，うち採集  

個体数が多かった6タクサについては特徴的な分布パ  
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CkTdo由ny由rsus属及びTXa：礫が少なく（30％以下），  

流速0．4m／秒以下の場所．以上の結果から，ユスリカ幼  

虫の分布様式は各種類ごとに大きく異なることが示唆さ  

れ，ユスリカ幼虫のサンプリングに際しては，一調査地  

点内で流速及び河床の礫の多さが異なるいくつかのポイ  

ントを選定する必要があると考えられた．  

付着珪藻による河川水質の評価法の検討  

小村  精   

昭和60年度環境庁委託業務結果報告書 水生態環境把握手法調査，P・88－113，昭和61年3月  

昭和60年度環境保全研究成果集（ⅠⅠ），107－24－107－25  

EnvironmentalResearchinJapan，1985，P．239－240，October，1986   

河床の石礫に付着する珪藻群集の植生解析を行い，そ  

の結果に基づく河川水質評価の妥当性を検討した．調査  

はユスリカ調査と同じ福岡県那珂川の10地点（上流域3  

地点：St．l－St．3，中流域3地点：St．4－St．6，下流域3  

地点：St．7－St．9，河口域1地点：St．10）で，1985年5  

月及び10月の2回実施した．水質汚濁の程度は珪藻植生  

による汚濁指数（Pantle＆Buck，1955に準じた）によっ  

て表わし，珪藻群集の多様度はShannon（1948）の多様  

性指数によって表わした．珪藻の群集組成及び汚濁指数  

はSt．4及びSt．5の調査地点では5月と10月で著しく  

相違した．汚濁指数は調査河川の上流から下流にかけて，  

水質の理化学試験の値とは負の相関を示し，小支流の汚  

水が流入するSt．8調査地点で最高であった．珪藻植生，  

汚濁指数及び群集多様度指数の一調査地点内における礫  

ごとの変動は比較的小さかった．また，汚濁指数及び多  

様性指数は一調査地点内での計数細胞数が500－1，000個  

体で安定した値が得られた．   

ユスリカ（双題目，ユスリカ科）幼虫による河川水質判定法の検討  

－ユスリカ幼虫の分布と水域環境との関係の河川間の比較一  

山本 美穂・山崎 正敏・杉  泰昭・徳永 隆司  

村田 敦子・小河  章  

昭和61年度環境庁委託業務結果報告書 水生態環境把握手法調査，P．1－52，昭和62年3月   

標記主題に係る第2年次研究として，有機汚染の程度  

及び水系が異なる3河川（宇美川，御笠川，室見川）に  

おいて，ユスリカ幼虫相と河川水有機汚濁との関連を調  

査・解析し，次のことがわかった．  

1）有機汚染が少ない中・上流域における幼虫群集の  

変化は流程推移に伴う地形的変化によると思われる．特  

に，エリユスリカ亜科では，上・中流の調査地点ごとに  

幼虫群集の組成は多様である．2）BOD値5mg／l程度  

の有機汚染が認められると，中流域でも下流型の幼虫群  

集が出現する．一方，下流域においても有機汚染が低い  

レベル（BOD値2mg／J程度）に留まる場合には，中流  

型の幼虫群集が形成され，典型的な下流型幼虫群集は出  

現しない．したがって，中流域に生息する種類は有機汚  

染が一定の範囲以下であれば，その分布を下流域まで拡   
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先してユスリカ幼虫の種類別分布を支配すると考えられ  

る．  

大できる．   

以上のことから，河川水の有機汚染は地形的要因に優  

ユスリカ（双週目・ユスリカ科）幼虫による河川水質判定法の検討  

一水質判定のためのユスリカ幼虫サンプリングの基礎的研究，河川  

底におけるユスリカ幼虫の分布（つづき）一  

杉  泰昭・山崎 正敏・山本 英穂  

昭和61年度環境庁委託業務結果報告書 水生態環境把握手法調査，p．53－97，昭和62年3月   

前年度調査では，河川中流域の特定水域でユスリカ幼  

虫各種類は河川底の局部的な流速や礫の多さなどに対し  

てすこしずつ異なった最適分布域を示すことがわかった．  

このことを確認するためむと，前年度と条件の異なる福岡 ■  

県那珂川上流下部の一調査地点において，径10cm前後  

の礫3個に付着するユスリカ幼虫を1サンプルとして計  

25サンプル（瀬の急流部8，瀬の緩流郡7，淵7，岸際  

3）を採集して，ユスリカ幼虫の分布状況と局所ごとの  

環境との関係を検討した．採集されたユスリカ幼虫は36  

タクサであったが，うち9タクサは個体数が多くかつ特  

徴的な分布パターンが認められ，それぞれのタクサの最  

通分布域は以下のとおりであった．刀摘矧抑矧棚壷砲 E  

群，凡顔加仙川属及びC由ゐぬ乃ツぬ門〟5属：流速が0．4  

m／秒以下の場所：〔這γdわc由dど鮎属及びrぴg′g乃わA  

群：流速が0．4m／秒以上の場所：Cγfco′0♪〟ざ  

（Cγどcoわ♪〟5）B群，α棚肌滋成衰属，斤如0ぬ乃ツぬ汚損A  

型及び助朝地お属：流速が0．2－0．6m／秒の場所．また，  

亜科別の群集多様度は流速との間にエリユスリカ亜科で  

は正の，ユスリカ亜科では負の高い相関を示した．今年  

度調査した水域においても，数種のユスリカ幼虫が特に  

流速との関係では少しずつ異なった最適分布範囲を示し  

たことは前年度の調査結果を十分支持するものと考える．  

福岡県衛生公害センター職員研究実績調査  

松家  繁・松浦 聴朗  

福岡県衛生公害センター職員研究実績調査報告書，p．1－40，昭和61年2月   

福岡県衛生公害センター職員の調査研究実績の把握及  

び研究管理事務のOA化を図る目的で，在職研究職職員  

の過去からの研究実績の整備を行った．   

このために，各研究者が発表した雑誌，学会誌，報告  

書，学会，研究会等の種別分類によるコード体系化を行っ  

た．その結果，雑誌等約90種180件，学会等約100種500  

件，報告書等約10種50件，合計約700件以上の研究発  

表実績件数が数えられ，更に，経年的にも実績成果の件  

数は年々増加していることがわかった．   

一方，研究管理事務のOA化を図るために，研究職員  

の年齢，在職期間，研究期間，専門職種，職階級区分等  

のデータも入力し，個人別調査研究業績簿を作成するこ  

とにより，職員研究実績の合理的な検索，維持管理のシ  

ステム化を行った．   
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3 日常食中の脂肪酸，過酸化脂質の一日摂取量  

大野健治：第40回日本栄養・食糧学会，名古屋市，昭和  

61年5月3日   

日常の食事からの脂肪酸，過酸化脂質の摂取状況を把  

握するため，陰膳方式により病院，施設の給食及び男女  

の家庭食を調査し，集団の平均的な食事としてのトータ  

ルダイエット（TD）食による調査結果と比較検討した．  

脂質量は．給食では平均38．8gと低く，家庭食では52．Og，  

TD食では59．6gであった．脂肪エネルギー比は女性家  

庭食で平均28％と高い傾向であった．脂肪酸の摂取量  

は，13．3－105．5gと食事内容により大きな変動がみら  

れ，必須脂肪酸摂取でエネルギー比3％未満のものが  

18％の食事でみられた．摂取脂肪酸の組成ではC18＝1，  

C18‥2，C16：0，C18：0の4成分が主成分であり，食事内容  

による組成の変化は小さかったが，C12＝0，C22：1，  

C20：5，C22‥6の4成分は食事内容によりその組成が大き  

く変化した．飽和脂肪酸に対する多価不飽和脂肪酸の比  

は，男性家庭食では平均1．25と高い傾向にあり，その他  

の食事では平均で0．9前後であった．過酸化脂質の摂取  

量は給食において高い傾向が認められた．   

学会・研究会等発表抄録  

1ECD付キヤビラリーガスクロによるPCQ骨格  

異性体の分離定i 飯田隆雄・竹中圭幸・深町和美・  

高橋克巳：日本薬学会第106年会，千葉市，昭和61年4  

月4日   

油症原因油中のポリ塩化クアテルフユニル（PCQ）に  

は6種の骨格異性体が含まれている．これらの異性体の  

ECD付キャピラリーガスタロによる分離定量を試みた．  

装置は島津ECD付GC－7AGPrFEに島津SPL－7A型試  

料導入装置をつけて使用した．プレカラムはシラン処理  

した石英ウールを詰めたものを用いた．カラムは  

Quadorex社製化学結合型溶融石英キャピラリーカラム，  

メチル50％フユニルシリコン（0V－17）内径0．32mm，  

膜厚0．25／Jm，長さ25mを使用した．試料の装置への導  

入方法及びカラムの昇温条件は次のとおりである．検液  

10－20JJJをプレカラムに注入して10分間常温で溶媒を  

留去し，プレカラムを注入口中に移動させ10分間カラム  

トップに吸着させる．プレカラムを引上げ，3000Cまで恒  

温槽温度を上げ，3000Cから3230Cまで10C／分で昇温し，  

3230Cで100分間保持した．検出限界は5pgであった．本  

法によりと卜血液中のPCQ骨格異性体を分離定量する  

ことが可能である．   

4 着生地衣・辞書植生による福岡県内都市地域の環  

境汚染指標一久留米及び行橋・苅田地区における大気清  

浄度指数一 村田敦子・小村 柵：第31回日本生態学  

会九州地区大会，福岡市．昭和61年5月10日  

久留米及び行橋・苅田地区における大気清浄度指  

数 村田敦子・小村 柵：第33回福岡県公衆衛生学  

会，福岡市，昭和61年5月23日   

大気汚染状況を植物指標により評価する目的で，着生  

地衣・帝苔植生を久留米地区で昭和55年及び59年に．  

行橋・苅田地区で昭和56年及び60年に調査した．両地  

区とも着生植生の発達は良好であり，第1回調査以前と  

比較するとSOx濃度等の大気環境はやや良くなってい  

るが，重工業都市として知られた北九州，大牟田地区の  

ように第2回の着生地衣・辞苔植生の著しい変化はみら  

れなかった．また，両地区を比べると，着生地衣・許否  

植生の状態は行橋・苅田地区の方が久留米地区よりも良  

く，大気環境の良さを反映していると思われる．   

2 健康人におけるヒ素化学種の尿中排泄  毛利隆  

美・平田美由紀－・久永 明書・石西 伸暮：第59回日本  

産業衛生学会，広島市，昭和61年4月4日   

微量の無機ヒ素，メチルアルソン酸，ジメチルアルシ  

ン酸，トリメチルヒ素化合物が分離定量できる還元気化  

－コールドトラップー原子吸光法を確立し，生体試料への  

応用として，まず，尿試料について前処理条件の検討及  

び回収実験を行った．その結果，3N水酸化ナトリウム溶  

液中貼OC，3時間の加熱アルカリ処理が適当であり，ま  

た，尿5mJまでは標準添加を実施しなくても，直接測定  

が可能なことが明らかになった．次に，健常者のヒ素化  

学種の尿中排泄レベル，排泄の性差及び食事内容との関  

係等を調べるために，2組の夫婦を対象に7日間にわた  

る調査を行った．その結果，各夫婦の尿中ヒ素化学種の  

平均ヒ素濃度は女性に高く，尿中総ヒ素の1日平均排泄  

量は男性に高かったが，各ヒ素化学種の1日排泄量の割  

合は，それぞれの夫婦間での性差はほとんど認られな  

かった．尿試料中の各ヒ素化学種平均濃度は，海産物の  

摂取状況によって，大きな変動が認められた．   

＊ 九州大字医学部  
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7 ‥福岡県におけるヒトのりケッチアツツガムシに対  

する抗体保有調査  福吉成典・高橋克巳：第33回福岡  

県公衆衛生学会，福岡市，昭和61年5月23日   

全国的なつつがむし病患者の多発流行にもかかわらず，  

当県においては戦前戦後を通じて患者発生は1名も確認  

されていない．しかし，過去の疫学的調査によりリケッ  

チアツツガムシ（Rt）媒介種のツツガムシの分布生息，  

Rt抗体陽性及びRt保有の野ネズミを検出し，当県にお  

いても患者発生の可能性があることを指摘してきた．つ  

つがむし病に対する啓発をかねて，県下5保健所（山門，  

浮羽，黒木，筑紫，添田）で採血された203名のヒト血  

清について，抗Rt抗体保有状況をGilliam，Kato，Karp  

の各標準株を塗布した抗原スライドを用い，間節螢光抗  

体法により調査した．調査した203名の中には，Rtに対  

して10倍以上の抗体を保有しているものは1名もいな  

かった．流行地ではつつがむし病り患者は長年を経過し  

ても，その抗体は測定可能な価で存在しており，一般住  

民の抗Rt抗体保有率も10－40％におよぷことから，少な  

くとも今回調査した被検者の中には，こゝ数年間で本病  

にり患した人はいないと言える．   

5 ＝福岡県における昭和60年度感染症サーベイラン  

スの成績（検査情報） 多田俊助・千々和勝己・福吉成  

典・大久保彰人・高橋克巳：第33回福岡県公衆衛生学  

会，福岡市，昭和61年5月23日  

福岡県における感染症サーベイランスの検査成績  

（1982年－1985年） 多田俊助・千々和勝己・福吉成  

典・大久保形人・片岡恭一郎・高橋克巳：第45回日本公  

衆衛生学会総会，仙台市，昭和61年10月30日   

上記2題の要旨は，次のとおりである．   

福岡県では，過去4年間にわたり感染症サーベイラン  

スの検査対象疾病から多種類の病原ウイルスを検出した．  

その結果，病原ウイルスが全国の状況と異なったものと  

しては，昭和58年の咽頭結膜熱と同60年の手足口病が  

あった．前者は当県ではアデノウイルス19型であった  

が，全国的にはアデノ3型と4型であり，後者では当県  

はエンテロウイルス71であり，全国的にはコクサッキー  

A16が主流であった．また，特異的な例として，手足口  

病と無菌性髄膜炎の合併症患者1名の咽頭ぬぐい液及び  

糞便からエンテロウイルス71を分離した．その他の疾病  

についての検査結果は，全国各県の成績とほぼ同様で  

あった．   

8 福岡県における地域別受療率と死亡率  片岡恭  

一郎・大久保彰人・篠原志郎・託間隆明●・眞崎 秦■・  

田平光良■・梅谷 進■・森下孝一■：第33回福岡県公衆  

衛生学会，福岡市，昭和61年5月23日：第45回日本公  

衆衛生学会総会，仙台市，昭和61年10月31日   

福岡県衛生部は県内の病院及び一般診療所を対象に昭  

和59年10月医療実態調査を実施した．この調査の患者  

数を基にして保健所別の受療率，標準化受療比及び死亡  

率等から地域特性を検討した．その結果，入院患者は男  

に多く外来患者は女に多かった．疾患では循環系の疾患  

が全体の15．9％，呼吸器系の疾患は14．2％，筋骨系，結  

合組織の疾患は13．8％等であった．入院で最も多いのは  

精神障害で全体の23．7％，外来では呼吸器系の疾患が  

16．7％で最も多かった．患者動向を広域生活圏でみると，  

福岡97．8％，北九州97．7％，筑後97．3％，筑豊93，8％  

の順で，居住地もしくは近隣地の医療施設で受療してい  

た．受療率は死亡率及び年齢階層別人口数等との相関に  

比べ，年齢を補正した標準化受療比との相関が最も高  

かったことから，高齢者の受療の多さ以外に，受療を促  

進する要因の存在が考えられた．   

＊ 福岡県衛生部医療対策課   

6 福岡県における昭和61年冬のインフルエンザ流  

行状況  大津隆一・福吉成典・高橋克巳・西尾壬行●・  

杉 純一郎■■：第33回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭  

和61年5月23日   

着から初夏にかけて流行したインフルエンザ（“イ”）  

ウイルスが越夏後再び流行すると，大規模な流行になる  

という定説がある．昭和61年冬の流行はこの形態をとっ  

たが，流行規模の点で異なった．流行ウイルスはA香港  

型であったが，“イ’’流行前のこのウイルスに対する一般  

住民のHI抗体保有率は全年齢層を通じて高く，保有抗  

体価も高かった．このことから，ウイルスに大きな抗原  

変異がない限り大流行はないと予測した．一方，分離さ  

れたウイルスはワクチン株に近い株と58年に当県で流  

行した株に近い2種類であった．このことから，大規模  

な流行にならなかったのは，A香港型ウイルスは53年に  

出現して以来55年，56年，58年にも流行し，2年を経  

て出現したウイルスもワクチン株と抗原的にやゝ差が  

あった程度であり，度重なる過去の流行において集団の  

免疫レベルが上昇し，免疫個体の集積が流行の拡大に寄  

与しなかったためであると結論した．  

＊ 西尾小児科医院   

＊＊ 杉 病院  
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9 インフルエンザの逐域伝播について  大久保彰  

人・片岡恭一郎・篠原志郎・福吉成典・高橋克巳：第33  

回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和61年5月23日   

福岡県感染症サーベイランス事業と県内の学校施設で  

のインフルエンザ様疾患発生報告の患者資料及び北部九  

州圏総合都市交通体系調査協議会による第2回パーソン  

トリップ調査の資料を基にして，昭和60年度のA型  

（H。N2）流行時に，福岡県内のインフルエンザの地域的  

な流行波及の調査を行った．また，流行波及の様子を表  

現するために，等値線法により地図上にインフルエンザ  

流行の伝播等値線を描いた．その結果，パーソントリッ  

プのAゾーンを起点とした人の流動量と流行伝播時期の  

相関解析で，北九州市を起点として流行が広がるという  

想定と合致した結果が得られ，A型（H3N2）は流行ピー  

クに達するまでの期間は短いが地域的な広がりはB型  

（昭和59年度）に比べて狭く，流行伝播等値線は疎で  

あった．  

11枯草菌によるニトロアレーンの柁C－a引払y 堀  

川和美・世良暢之・中川礼子・常盤 寛：第33回福岡県  

公衆衛生学会，福岡市，昭和61年5月23日   

ニトロアレーンの遺伝毒性を明らかにする目的で，枯  

草菌によるDNA損傷テスト（rec－aSSay）を行った．使  

用した枯草菌は組換え修復欠損株であり，多くの変異原  

に対して感受性を示す株である．実験に使用したニトロ  

アレーンは35種類で，変異原性テストはサルモネラ系に  

より，またrec－aSSayは賀田らのディスク拡散法によっ  

た．Rec－aSSayの結果，陽性を示したニトロアレーン  

は，35種類中19種（54％）であった，ことにニトロビレ  

ン及びニトロフルオランテン類は，枯草菌M45株（組換  

え修復欠損株）に対して著名な発育阻止が認められた，  

これらの結果を1mgあたり104His＋復帰変異コロ  

ニー以上を示したニトロアレーンの変異原性と比較する  

と両テストには強い相関性が認められた．  

12 食物繊維摂取iについて  森田邦正：第33回  

福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和61年5月23日   

最近，食物繊維摂取量の不足と大腸がん，高脂血症，  

糖尿病等との関連が指摘されている．そこで，国民栄養  

調査を参考にしてマーケットバスケット方式を用いて一  

人1日当たりの食物繊維摂取量を調査した．食物繊維は  

米類，小麦・芋類，野菜類の植物性食品に主に含まれ，  

動物性食品にはあまり含まれていなかった．日本人1日  

当たりの食物繊維摂取量は11．9－12．9gであり，その  

75％は米類（24．6％），小麦・芋類（25．7％），その他の  

野菜・茸・海草類（25．0％）の3食品群から摂取してい  

た．さらに，個人の食生活における実態調査を30歳から  

50歳の男女12名を対象に陰膳方式で実施した．その結  

果，1日摂取量i孝男で7．6－16．5g，女で6Jト9．9gであっ  

た．食物繊維を多く摂取する人と摂取量が少ない人との  

差は大きく，摂取量が多い人は3日間の調査日とも高い  

傾向がみられた．   

10 ニトロビレン誘導体の発がん性について  乙藤  

武志・堀川和美・中川礼子・常盤 寛：第33回福岡県公  

衆衛生学会，福岡市，昭和61年5月23日   

大気汚染物質，自動車排ガスなどの有機物の燃焼に  

よって生じた粒子状物質には変異原物質が含まれ，その  

主成分はニトロアレーンであろうと考えられている．  

1－ニトロビレン，1，3－，1，6－，1，8－ジニトロビレン及び  

2，7－ジニトロフルオレンのマウス皮下接種による発がん  

実験を行った．1，6－DNP接種群における最初の腫瘍は  

接種後112日目に認められ，60通観察後で20匹中10匹  

（50％）に腫瘍が認められた．1，8－DNP接種群では最初  

の腫瘍は281日目に認められ，70通観察後で20匹中6  

匹（30％）に腫瘍が認められた．しかし，1－NP，  

1，3－DNP，2，7－DNF接種群では発がん性が認められな  

かった．1，6－，1，8－DNP接種群に発生した局所の腫瘍  

は，病理組織学的には悪性線維性組織球腫に一致するも  

のであった．発生した腫瘍は同種マウスに移植継代が可  

能であった．又，発症マウスの主要臓器について検討し  

たが著名な変化は認められなかった．  
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15 検知菅による悪臭物質の簡易測定（第1報） 櫻  

井利彦・大崎真妙子・柳川正男・武藤博昭：第33回福岡  

県公衆衛生学会，福岡市，昭和61年5月23日   

悪臭物質であるアンモニア及び硫化水素の簡易測定法  

として，検知管を利用する方法があるが，環境試料のス  

クリーニングとして同法の有用性を市販型及び試作型の  

検知管を用い公定法との並行比較測定より検討した．そ  

の結果，アンモニア検知管は魚腸骨処理場ではアミン類  

の正の妨害をうけ公定法より高めの値を示す場合がある  

が，ND値は0．1ppm未満であり公定法との相関係数が  

0．96以上でありスクリーニングに利用できうる可能性  

が高い．硫化水素の検知管は規制基準値の下限0．02  

ppm付近で不明瞭となり，ND値は0．02ppm未満で  

あった．また，硫化水素の検知管は他のイオウ系物質の  

妨害が考えられる．今回は，0．02ppm以上の試料は7件  

しかなく今後更に調査を続ける必要がある．  

131陰膳によるアミン，亜硝酸J硝閣の摂取量並びに  

唾液中硝酸，亜硝酸について  毛利隆美：第33回福岡  

県公衆衛生学会，福岡市，昭和61年5月23日  

ニトロソアミン前駆物質の摂取量について  毛  

利隆美：第52回九州山口薬学大会，長崎市，昭和61年  

11月7日   

昭和60年7－8月，県内において，1）老人ホーム，  

病院各1箇所で1週間分の陰膳，2）男女各6名の3日  

間の陰膳，3）男女各2名の1週間分の陰膳，4）3）  

のうち男女各1名について5日間，食前，食後に1日7  

回分泌される唾液をサンプリングし，亜硝酸及び硝酸，  

更に，陰膳では7種のアミンを測定した．その結果，先  

に報告したマーケットバスケット方式による摂取量と比  

較しアミン類中モルホリンと亜硝酸が高い傾向を示した  

が，他はいずれも低い値であった．男女各1名の5日間  

にわたる唾液中亜硝酸，硝酸濃度の変化は，食後唾液中  

硝酸及び亜硝酸の濃度上昇が認められた．また，硝酸の  

1日摂取量と唾液中への分泌量の目安になる硝酸濃度面  

積の問に高い相関があり，唾液中の亜硝酸と硝酸の濃度  

にも相関が認められた．  

14 新変異原物貿ジニトロフルオランテンの化学及び  

生物学的性状とその環境汚染  中川礼子・世良暢之・  

堀川和美・常盤 寛・小寺 安－：第33回福岡県公衆衛  

生学会，福岡市，昭和61年5月23日   

自動車排ガス及びLPGなどのガス不完全燃焼生成物  

中には，まだ多くの未確認変異原物質が存在すると考え  

られる．フルオランチンはビレンと同様，大気浮遊粉塵  

中などに検出されることが多い芳香族炭化水素で，その  

ニトロ化物は高い変異原性を有している．そこで，3－ニ  

トロフルオランテンを硝酸及び発煙硝酸でニトロ化し，  

3種のジニトロ異性体即ち3，4－，3，7一及び3，9－ジニトロ  

フルオランテン（DNF）を単離した．それらの変異原性  

はサルモネラ菌TA98株に対して，3，7－DNFが  

422．000rev／pg，3，9－DNFが355，000rev／jLg，  

3，4－DNFが15，550rev／〝gであり，フレームシフト型  

の変異原性を示した．また，各々の融点は，3，4－DNFが  

279－280DC，3，7－DNFが203－2040C，及び3，9－DNFが  

222－2240Cであり，いずれも黄色一橙色の針状結晶であっ  

た．これらDNFのディーゼル車排出粒子状物質中での  

検索を行った，   

＊ 福岡大学理学部  

16 事業場排出水から発生する悪臭物質に関する調査  

柳川正男・近藤紘之・大崎真妙子・下原孝幸・武藤博昭：  

第33回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和61年5月23  

日   

悪臭物質は，発生源から大気中に直接排出されるもの  

のほか，事業場排出水（以下排水）から発生するものも  

あるが，規制基準が未設定であり，その実態はほとんど  

明らかにされていない，そこで，3種類の事業場排水か  

ら排出される悪臭物質の実態調査を行った．調査対象事  

業場は，A：食肉処理，そうざい製造業，B：幸子明太  

子製造業，C：魚粉飼料製造業とした．大気中悪臭物質  

の測定地点は，各事業場の敷地外の専用排水路の水面上  

5cm高点（Pl）及び，Plの直近の排水路端の水面から  

1．5m高点とした．調査の結果，A，Bの排水のpHは弱  

酸性（5．7－6．6），Cは弱アルカリ性（8．05－8．25）であっ  

た．排水から発生する悪臭物質については，A，Bでは  

硫化水素，Cではアンモニアとトリメチルアミンが高濃  

度であったことから，排水のpHが悪臭物質の発生に大  

きく影響していることが判明した．   
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17 行橋市における降下ばいじん調査 池浦太荘・  

大崎暮妙子・武藤博昭：第33回福岡県公衆衛生学会，福  

岡市，昭和61年5月23日   

デポジットゲージによる降下ばいじんの測定値や二酸  

化鉛法による硫黄酸化物の測定値に潜在している有用な  

情報を引き出すための解析手法を，行橋市において過去  

10年間蓄積された測定値を用いて検討した．その結果，  

月別風向出現頻度と測定値との相関係数を，風向別・季  

節別に計算し風配図と同様の表示を行うのが，解析を行  

う上で非常に有効であることが分った．この解析手法に  

行橋市の地理的な状況を加える事により，硫黄酸化物に  

ついては春・夏・秋では，周防灘を越え宇部，小野田，  

小郡，山口を結ぶ線上，海岸線沿いの中津，宇佐，大分，  

佐賀関を結ぶ線上，それに北九州市から福岡市の間の3  

方向から風が吹くと濃度が上昇する事が分った．冬には  

人口密集地帯（北九州市と福岡市の間，行橋市中心部）  

との相関が高い事から，暖房用ボイラーの影響が支配的  

になると考えられる．また，貯留水のpHと水溶性物質の  

解析から，平尾台の石灰石の採掘の際に発生する粉塵が  

行橋市まで影響を与えている事が示唆された．  

18 大気中の塩素化炭化水素類の測定方法の検討  

石橋能書・宇都宮彬・岩本眞二・池浦太荘・下原孝幸・  

武藤博昭：第33回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和61  

年5月23日   

近年，機械，電気部晶の脱脂及びドライクリーニング  

用として使用され，一部大気中への放出により，オゾン  

層破壊及び人体への影響も懸念されている1，1，1－ト  

リクロロエタン，トリクロロエチレン及びテトラクロロ  

エチレンの測定法（A－C法）について検討した．  

（1） A法：大気試料を真空びんに採取し，その10mJ  

をU字管に液体酸素で濃縮後，加熱脱着を行い電子捕獲  

型検出器付ガスタロマトグラフ（GC－ECD）で測定す  

る．本法はタロマトグラムの分離状態及び回収率等から  

1，1，1－トリクロロエタン及びテトラクロロエチレン  

の測定に適用出来る．  

（2）B法：大気試料はTENAX－GC管に採取後，加  

熱脱着を行いGCTECDで測定する．本法はタロマトグ  

ラムの分離状態から1，1，1－トリクロロエタン及びト  

リクロロエチレンには適用が困難と思われるが，テトラ  

クロロエチレンの測定に適用出来る．  

（3）C法：大気試料はTENAX－GC管に採取後，加  

熱脱着と二段漉締を行いGC－ECDで測定する．本法は  

2通りの方法で濃縮，分離を行っているので，より微量  

のトリクロロエチレン及びテトラクロロエチレンの測定  

に適用出来る．  

19 大気浮遊椅じんの分析型電子顕微鏡による解析の  

試み  下原孝幸・宇都宮彬・岩本眞二：第27回大気汚  

染学会，京都市，昭和61年11月16日：第33回福岡県  

公衆衛生学会，福岡市，昭和61年5月23日   

走査型電子顕微鏡による発生源粉じん粒子の形状観察  

及び分析型電子顕微鏡によるⅩ線分析を行い，その特徴  

を調べた．石炭ボイラー粉じん，ディーゼル粉じん，A，  

B，C重油，軽油，海塩粒子等，形状的な特徴が認められ  

た．また，内部組成的に石炭系は，Ⅴの存在で，またC  

重油と灯油はNiの存在で区別できた．これらⅩ線分析  

により得られた発生源粒子の組成を，定性的に図式化す  

る手法として，スパイダーズモデル法を提示した．この  

手法により，各々粉じん粒子が特徴付けられ，識別可能  

となった．この手法により石炭，土壌はさらに，それぞ  

れ3及び4タイプに分類できた．   

発生源粉じんの形状的，組成的特徴をもとに大牟田市  

の環境大気粉じんの評価を行った．これら手法によれば  

環境中にはディーゼル由来，石炭，●垂質油の燃焼粉じん  

と推定される粉じん，海塩粒子，工場由来と推定される  

水溶性の亜鉛粒子の観察が可能となった．   

20 太宰府市における降雨水の調査  大崎真砂子・  

柳川正男・櫻井利彦・武藤博昭：第33回福岡県公衆衛生  

学会，福岡市，昭和61年5月23日   

太宰府市における降雨水の実態を把握する目的で，昭  

和60年5月から8月までの雨水を，降雨毎に初期雨と後  

続雨に分けて採取し，調査を行った．その結果，pH及び  

ECの平均値は，初期雨pH4．8，EC26．5JLS／cm，後続  

雨pH4．8，EClO．8／JS／cmで，pH5・6以下の雨水は測  

定試料中18試料（飢％）あった．また，pH4．0以下の酸  

性の雨水が7試料（35％）あった．初期雨と後続雨にお  

いてpHの変動は認められなかった．イオン組成で陽及  

び陰イオン等量和は初期雨の方が後続雨より大きいので，  

初期雨は大気中のアルカリ性物質及び酸性物質をかなり  

取り込んでいると言える．陽イオンの主成分はNH4十で，  

陰イオンの主成分はSO．‾‾，Cl‾であり，NH．＋，Na＋は  

SO4‾‾，NO3‾と高い相関があった．初期雨水での成分間  

相関をみると，Na＋とCl‾とは海塩粒子の影響，Mg＋＋と  

Ca十十は自然発生源の汚染質，更に，NO3T，SO．”，NH．十  

は人為的影響と考えられ，その由来を解明する為に，今  

後は大気汚染データを参考に検討していく必要がある．   
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23 福岡県内ダム湖沼水の有機ハロゲン化合物生成能  

について  古賀けい子・村田敦子・高田 智・北森成  

治・楢崎幸範：第33回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭  

和61年5月23日   

福岡県内の6ダム湖沼水の全有機ハロゲン化合物生成  

能（TOXFP）及びトリハロメタン生成能（THMFP）の  

実態を調査した．調査は昭和59年8月から昭和60年9  

月に各5回，季節毎に行い，各ダムでそれぞれ，流入点，  

流出点，湖心表層，中層，底層で採水したものを試料と  

した．TOXFP及びTHMFPの全試料について平均  

値±標準偏差（最小値一最大値）は，それぞれ126±75  

〝g／J（37－663），22．9±9．6JJg／J（8．4－62．5）であった．  

TOXFP，THMFPともに各採水点で夏期に高く，冬に  

かけて減少し，春以降増加に転じるという周期的傾向が  

認められた．また，湖心表，中，底層を比較すると，夏  

期に表層で高く，秋から冬にかけて表，中，底層のレベ  

ルが平均化する傾向があった．他の水質項目との関係を  

みてみると，TOXFPはKMnO．消費量，色度，Er260，  

濁度と，THMFPはKMnO．消費量，E－260との相関が  

高かった．   

21福岡県内河川水質の汚濁評価について  大石典  

弘・黒川陽一・桜木建治・徳永隆司・中村文書・大崎靖  

彦：第33回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和61年5  

月23日   

県内河川水質の汚濁状況を総合的に評価するために，  

簡便な水質評価法である紫外吸光度，螢光強度を加えた  

水質項目の測定結果について，クラスター分析を用いた  

類似度による水質分類及び主成分分析による総合特性値  

を汚濁指標とした水質評価を試みた．水質データとして  

福岡県が実施している環境基準監視測定点のうち，6水  

域82測定点で昭和59年4月から同60年3月までに測  

定された872検体16項目を用いた．クラスター分析の結  

果，人為汚濁度，感潮河川における塩化物イオン濃度並  

びに硝酸イオン濃度等の要因により7グループ，3測定  

点に分類された．次に生活排水の影響を評価するために  

BOD，MBAS，NH．rN，PO．－P，DOの5項目について  

主成分分析を行い，算出された第一主成分スコアを汚濁  

指標として県内河川汚濁マップを作成した．両者の結果  

は都市河川における生活排水の影響を顕著に示していた．   

22 内水面養殖漁場をもつダム湖底泥の栄養塩につい  

て  永淵 幡・古賀けい子：第33回福岡県公衆衛生学  

会，福岡市，昭和61年5月23日   

Hダム湖は，湖内に；」ゝの養殖場が設置されている多  

目的ダム湖であり，近年，4－6月に養殖場からダムサイ  

トにかけて淡水赤潮の発生が認められている．一般にダ  

ム湖における淡水赤潮の発生部位は，ダム湖流入部に限  

られており，Hダム湖の場合，他のダム湖とは異なる傾  

向を示している．この原因解明のために湖内全域の底泥  

の調査を行った．その結果，ダム湖底泥は流入部では河  

川由来の土砂が主であり，ダムサイト付近では，内部生  

産された新生堆積物の割合が増えていることが確認され  

た．また，養殖場の直下の底泥は投餌と排せつ物の強い  

影響を受け強熱減量，T－P，T－N等の濃度が高くなって  

いた．との水域のリンの割合は，流入部から中流部の2  

倍以上あり，外部からのリンの負荷が考えられ，その原  

田の一つに養殖場の投餌及び排せつ物が推定された．養  

殖場の投餌期は5月から9月に集中していることから，  

この時期における，この水域の盲栄養化度はかなり高く  

なり，淡水赤潮の発生に少なからず影響を与えているも  

のと思われた．  

飢 生活排水の汚濁負荷  三成滋夫・中村文書・永  

淵義孝・松尾 宏・近藤紘之：第33回福岡県公衆衛生学  

会，福岡市，昭和61年5月23日   

水質汚濁の主要汚染源である生活排水の汚濁負荷の概  

要を明らかにするため，昭和56年から昭和60年にかけ  

て7回にわたって，苅田町今古賀団地の合併処理施設に  

おいて通日調査を行い，その結果について解析した．  

BOD，T－N及びMBASの濃度と負荷量及び流入水量の  

変動パターンは，9時に第1のピーク，20－23時に第2の  

ピークを持ち，早朝に最小となる典型的な生活排水の変  

動パターンを示した．流入水の平均濃度は，BOD，SS，  

COD，MBAS，T－N及びT－Pがそれぞれ190，130，  

100，9，7，42及び5．1mg／lであった．BOD，SS，  

COD，MBAS，T－N及びT－Pの負荷量原単位はそれぞ  

れ49，30，24，2．6，8．6及び1．1g／日・人であった．以  

上の数値は7回の調査の平均である．BOD，SS，COD及  

びMBASの除去率は100％近く非常に良好であったが，  

TrNとT－Pの除去率は約57と約64％であった．   
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25 ゲルクロマトグラフィーによるみかん缶詰工場排  

水中の総トリハロメタン生成要因物質の検討（第2報）  

松尾 宏・永淵義孝・中村文書・三成滋夫・近藤紘之・  

松浦聴朋：第33回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和61  

年5月23日   

トリハロメタン（THM）生成率の高いみかん缶詰製造  

業のTHM生成要因物質を明らかにするために，工程排  

水を対象としてTHM前駆物質の検討を行った．身割，  

湯通し工程排水のTHM生成率が22．5，16．3FLg／mgと  

他の工程排水に比べて非常に高く，THM生成率の高い  

物質の存在を示した．更に総合排水中のTHM前駆物質  

を検討するため，総合排水ろ液についてゲルクロマトグ  

ラフィー（セファデックスG－25）による分画を行った．  

その結果，THM生成率のピークからフラクションNo．  

15－18（画群Ⅰ）とNo．19－22（画群ⅠⅠ）に分画できた．  

画群ⅠⅠのTHM前駆物質はクエン酸のフラクションと  

ほぼ一致することから，クエン酸あるいは分子量200前  

後の物質が推定され，画群ⅠⅠのTHM生成率は20〝g／mg  

でE2。。に吸収を持ち，ペブタイド及び炭水化物に関連す  

る物質が推定された．   

27 イオンクロマトグラフィーによる食品中亜硫酸塩  

の定i 永瀬 誠：第33回福岡県公衆衛生学会，福岡  

市，昭和61年5月23日   

食品に添加された亜硫酸塩類の定量を簡便に，精度長  

く行うため，イオンクロマトグラフィーによる定量法を  

開発した．試料をリン酸水溶液中で加熱し，発生した二  

酸化硫黄を窒素で追い出し，水酸化ナトリウム水溶液に  

捕集した．この捕集液を定容後，イオンクロマトグラフ  

を用いて分析した．ぷどう酒，かんぴょう，みそなどの ●●●●●●●●●●  

亜硫酸塩類使用食品に亜硫酸水素ナトリウムを添加し，  

回収実験を行ったところ，回収率は80－100％であった．  

本法を用いて種々の食品中の亜硫酸塩類の分析を行った  

ところ，ぶどう酒，かんぴょう，みそ，冷凍えびから亜 ●●●●●●●●●●■■  

硫酸塩類が検出されたが，いずれも使用基準値を超えて  

いなかった．なお，定量下限は，試料量を1gとする時，  

3〝g／gであった．   

28 主要な底生水生見虫による那珂川の水質評価  

古川満雄●・杉 奉昭・山崎正敏：第33回福岡県公衆衛  

生学会，福岡市，昭和61年5月23日   

福岡県那珂川において昭和60年5月に水生昆虫を採  

集し，生物指数及び多様性指数を用いて同河川の生物学  

的な水質評価を行うとともに，その結果を昭和48年同河  

川で実施された水生昆虫の調査結果（福間市衛生局公害  

部，1974）と比較検討した．なお，解析には個体数の多  

かったに好折目，毛趨目及び祷親日を用いた．蝉蛎目は  

上流域から中流域にかけて，毛週目は上流域に多く出現  

し，祷親日は上流域にわずかに出現した．生物指数値は  

上流一中流域ですべて20以上であり，特に上流域ではそ  

の値は高かった．多様性指数値は上流域で最も高く，中  

流域では低下した．以上の結果から当河川は中流域まで  

は貧腐水域で，上流域は清水性水域といえる．この結果  

を昭和48年調査結果と比較すると，調査方法，時期が若  

干異なるが，生物指数値が昭和48年調査では上流域でも  

低かったのに比べ本調査では高い値を示した．このこと  

から上流域の水質が改善されたと言える．   

＊ 福岡市衛生試験所   

26 飲料水中の化学物質の簡易測定法 農薬及び多  

環芳香族炭化水素への応用  松枝隆彦・黒川陽一・大  

崎靖彦：第33回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和61年  

5月23日   

水道水中の微量有機汚染物質の高感度迅速モニタリン  

グ法を確立する目的で微量溶媒抽出装置を試作し，農薬  

（有機塩素系：0－Cl，有機リン系：0－P）及び多額芳香族  

炭化水素（PAH）の濃縮定量法を検討した．水道水1Jを  

抽出容器に採り，1mJの乃－ヘキサンを加えマグネチッ  

クスタラーで30分かく拝後，乃－ヘキサン層の化学物質  

をガスクロマトグラフ又は高速液体タロマトグラフによ  

り定量した．本法を0－Cl（11種），OrP（8種）及びPAH  

（10種）の分析に応用した結果，オクタノール／水分配  

係数が3．7以上の物質については80％以上の回収率が  

得られ，変動係数は10％以下であった．検出限界は0－Cl  

：0・4－10ppt，0－P：3－20ppt，PAH：0．1－5pptで  

あった．本法は分析過程での汚染が極めて少なく，簡単  

な操作で水道水中のpptレベルの化学物質を測定する  

ことが可能であった．  
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1，3－DNPを活性化する酵素が存在していないのかも知れ  

ない．1，6－，1，8－DNP接種マウスに発生した腫瘍は組織  

学的に悪性線維性組織球腫であるが，腫瘍の発生は接種  

局所のみならず，肺にも観察された．発生率は1，6－DNP  

接種マウスが30％，1，8－DNP接種マウスが40％であっ  

た．一方，3，7一，3，9－DNFについてはF344ラットを使っ  

て皮下接種を行った．両化合物は0．05mgを20回に分  

けて総量1mgをそれぞれ接種した．その結果，接種130  

日後に3，9－DNF接種ラットの11匹中8匹に皮下腫瘍  

が発生した．3，7－DNF接種群については接種130日ま  

でに腫瘍の発生はみられなかった．   

29 環境騒音に関する研究（第2報） 地域類型別に  

みた環境騒音の実態  木本行雄・八尋正幹：第33回福  

岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和61年5月23日   

福岡市南区内を土地利用，道路の大きさ等を基準に13  

種の地域類型に区分し，各地域類型毎に一定数の測定場  

所を選定し，環境騒音の測定を行った．測定は昼間のみ  

の測定（69地点），昼・夕・夜間の時間帯別測定（48地  

点）及び終日測定（15地点）に分けて行った，1地点1  

回の測定時間は500秒間とした．その結果，一般地域の  

環境騒音は昼間48－51dB（A），夕方46－51dB（A），夜間  

40－47dB（A）であった．道路に面する地域は昼間62－70  

dB（A），夕方62－70dB（A），夜間55－67dB（A）であった．  

また，道路端と道路端から20－30m後背地とのレベル差  

は平均11dB（A）であったが，後背地の環境騒音は一般地  

域よりも大きく，この範囲まで自動車騒音の影響が及ん  

でいることを示していた．更に地域類型別に環境基準適  

合率を求めたところ，一般地域である住居地域は  

25－80％，商工業地域は100％であったが，道路に面する  

地域は商工業地域内の1車線道路を除きほとんど0％で  

あった．  

30 ディーゼル排ガス中のジニトロビレン，ジニトロ  

フルオランテンとその発がん性  常盤 寛・乙藤武  

志・堀川和美・中川礼子：ディーゼル排出ガスの健康影  

響に関するフォーラム，東京，昭和61年7月4日：  

ディーゼルエンジン排ガスの毒性影響国際シンポジウム，  

筑波，昭和61年7月26日：環境科学シンポジウム，東  

京，昭和61年11月12日：環境保全公害防止研究会，東  

京，昭和61年12月4日   

ディーゼルエンジン排ガス中の変異原性，発がん怪物  

質として注目されるのはビレン，フルオランチンのニト  

ロ誘導体で，ベンゾ（α）ビレンの5－10倍の濃度で検出さ  

れることがわかった．これらのニトロ誘導体は枯草菌  

DNA組換え修復欠損株に致死感受性を有している．  

DNP，DNFの致死感受性の強度RecL／Rec＋の比は4  

－20であった．即ち，組換え修復欠損株M45株はDNP，  

DNFによって，強く発育が阻止されることがわかった．   

1，3L，1，6－，1，8－DNPの発がん実験はBALB／cマウ  

スの雄（6過令）を使って，皮下接種を行った．1，3－，  

1，8－DNPは総量1mg（0．05mgを20回）を1，6－DNP  

は2mg（0．1mgを20回）を皮下に接種した．局所の腫  

瘍誘発能は1，8－DNP接種群が30％，1，6－DNP接種群  

が50％であったが，1，3－DNP接種マウスは腫瘍の誘発  

が認められなかった．1，3－DNPは1－NPと同様に共通  

の基質特異性還元酵素によって活性化されることが知ら  

れている．したがって，BALB／cマウスには1－NP，  

31原子吸光法による、ヨウ化物イオンの間接定i  

松枝隆彦：第23回化学関連支部合同九州大会，福岡市，  

昭和61年7月18日   

ヨウ化物イオン（I‾）はチオ尿素一嗣（I）錯体（Tu－Cu）  

とイオン対を生成しメチルイソプチルケトン（MIBK）に  

抽出されるので，この抽出系を利用して水中のⅠ‾を原子  

吸光法により間接定量する方法を検討した．   

50／Jg以下のⅠ‾を含む水試料100mJを採り，9N硫  

酸1mJ及び3％過酸化水素1mJを加え5分間放置後，  

四塩化炭素5mJで2回抽出した．四塩化炭素層のヨウ  

素を10‾3M亜硫酸ナトリウムで逆抽出し，この溶液に  

0．4MCu（II）1ml及び0．16MTulmlを加え全量を20  

mlとした．5分間放置後，10mlのMIBKで抽出し，  

MIBK層のCuを原子吸光法により定量した．検量線は  

Ⅰ‾：2－50／Jgの範囲で良好な直線を示し，変動係数  

（Ⅰ‾：20／Jg n＝10）は3・7％，定量‾F限は0・02／Jg／Jで  

あった．   

Tu－CuとILのイオン対が抽出可能なpH領域は  

2．2－4．8の範囲であった．平行移動法によりCuとTuの  

結合比を調べた結果，1：1と推定された．合成試料及び  

温泉水について，本法と吸光光度法による測定値を比較  

した結果，両者は良く一致した．  

32 化学物質の環境中の挙動（第1報） 芳香属ニト  

ロ化合物の微生物による分解挙動 松枝隆彦・黒川陽  

一・大崎靖彦・高田 智・小河 章：第23回化学関連支  

部合同九州大会，福岡市，昭和61年7月18日   

化学物質の環境中における挙動を推定する基礎資料を  

得る目的で，化学物質の環境残留性を決定する重要な因  

子である微生物分解性を検討した．対象物質は環境中に  

検出され，強い変異原性を示すことから注目されている  

芳香族ニトロ化合物（61種）をとりあげた．微生物源と  

しては河川水を用い，分解試験法は阪大法，培養期間は   
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3日間とした．ニトロ化合物の分解性は置換基の種類に  

よって差がみとめられ，ジニトロベンゼン類，ジメチル  

ニトロベンゼン頬，クロロニトロベンゼン類，多環ニト  

ロ化合物等は良好な分解性を示したが，ニトロアニリン  

類は分解率が20％以下であった．GC－MSにより20種  

のニトロ化合物について分解生成物を検索した結果，ニ  

トロ基がアミノ基に変換されることが分かった．更に椚  

－ジニトロベンゼンについて分解過程を詳しく調べた結  

果，椚位のニトロ基がニトロソ基を経てアミノ基に変化  

して行くことが確認された．   

作では，FWAを含む標準及び河川水100mlにドデシル  

硫酸ナトリウム（SDS，40mg／ml）を0．5ml添加し0．45  

〝mのフィルターによりろ過後，500〝Jのループイン  

ジェクター付のC18カラムを装着した逆相モードの高  

速液体クロマトグラフィーに導入した．SDSを添加する  

ことによりろ過及びサンプルループ内への吸着を減ずる  

ことが出来，その濃度は，0．1－0．2mg／mJが最も適当で  

あった．定量下限は0．05ngであり，河川試料での添加回  

収は87－88％であった．   

33 化学物質の環境中の挙動（第2報） ニトロベン  

ゼン誘導体の生分解性に対する置換基の影響  黒川陽  

一・松枝隆彦・大崎靖彦・高田 智り」、河 手：第23回  

化学関連支部合同九州大会，福岡市，昭和61年7月18日   

芳香族ニトロ化合物は，河川水中の微生物により比較  

的容易に芳香族アミンに還元されるが，この一次的な生  

分解性は化学物質の様々な物性と密接な関係があるもの  

と考えられる．オクタノール／水分配係数，ハメット定  

数，酸化還元電位等の諸物性と芳香族ニトロ化合物の生  

分解性との関係を比較検討した．生物分解性試験は，阪  

大法に従い，オクタノール／水分配係数については逆相高  

速液体クロマトグラフィーの保持時間より算出した．そ  

の他の定数については文献値を用いた．その結果，約40  

種の芳香族ニトロ化合物についての分配係数と生分解性  

の間には明確な関係は見出されなかった．しかしながら  

ニトロベンゼン誘導体は，その置換基の遠いによって生  

分解性が大きく異なり，ハメット定数の序列と生分解性  

の序列が良く一致することより置換基効果がニトロ基の  

還元に対してかなり寄与することが判明した．   

35 福岡県における非日脳ウイルス分離株について  

千々和勝己・多田俊助・大津隆一・福吉成典・高橋克巳：  

第21回日本脳炎ウイルス生態学研究会，阿蘇町，昭和61  

年7月24日   

要旨は本誌誌上発表抄録p．79と同じ．   

36 福岡県における日本脳炎流行要因の統計解析  

大久保彰人・福吉成典・多田俊助・千々和勝己・高橋克  

巳：第21回日本脳炎ウイルス生態学研究会，熊本県阿蘇  

郡阿蘇町，昭和61年7月24日   

日本脳炎患者発生規模と時期に対する豚・蚊の影響を  

明らかにする目的で，福岡県における昭和42年から同  

60年までの人，豚，蚊のデータを解析した．すなわち，  

豚HIlOO％上昇目，豚HI50％以上上昇目，2－ME感受  

性抗体検出日，コガタアカイエカ採集個体数ピーク日及  

びそのピーク値，コガタアカイエカからの日脳ウイルス  

分離日及びその期間の長さ，並びに，採集蚊プールの日  

脳ウイルス感染率のピーク日及びそのピーク値の調査項  

目の分類要約，また，それらの調査項目が日本脳炎患者  

発生規模（真性患者数，死亡者数，血清学的確認患者数）  

とその発生時期（血清学的確認患者の初発日とメディア  

ン日）にどのように関係しているかを，正準相関分析を  

使って解析した．その結果，正準変童貞荷の平面図から  

患者発生規模に対しては採集蚊ピーク値が，患者発生時  

期に対しては豚情報が関連していると解釈された．   

別 高速液体クロマトグラフィーによる河川水中の螢  

光増白剤の迅速定1法  黒川陽一：第23回化学関連  

支部合同九州大会，福岡市，昭和61年7月18日   

螢光増白剤（FWA）を迅速，簡易に分析する手法につ  

いて検討を行った．高速液体クロマトグラフィーを使用  

し，試料を水試料のまま多量にカラムに導入し，濃縮と  

分離を兼ねる方法である．FWAの標準としては，各社の  

洗剤に共通して使用されている4，4′－ビス（2－スルホ  

スチリル）ビフェニルー2－ナトリウムを用いた．分析操  
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39 高変異原物質ジニトロフルオランチンのディーゼ  

ル排ガス及びLPG燃焼物からの検出  中川礼子・せ  

良暢之・堀川和美・常盤 寛：日本環境変異原学会 第  

15回大会，東京都，昭和61年10月2日   

3－ニトロフルオランチン（3－NF）を硝酸及び発煙硝  

酸でニトロ化することにより，3種のジニトロ異性体，  

すなわち，ジニトロフルオランチン（DNF）を得た．こ  

れらはサルモネラ系の変異原性テストにおいて，ジニト  

ロビレンに匹敵する高変異原物質であることがわかった．  

そこで，ディーゼル排ガス及びLPG燃焼物中における  

DNFの検索を行った．   

ディーゼル排ガス及びLPG燃焼物の有機物質成分を  

ベンゼン・メタノールで超音波抽出し，その中性画分をシ  

リカゲルカラムクロマトによって，nOnpOlar，mOderately  

polar，pOlarに分画した．中性画分の変異原性の75％が  

moderately polar画分に移行した．この活性画分を  

ゾルバックスCNカラムを装着した高速液体クロマト  

グラフ及びフレームサーミオニック検出器付ガスクロマ  

トグラフに 

に加えて，3－NF，3，9－（3，7－）DNFを検出した．   

37 九州本島におけるインフルエンザの逐蛾伝播に関  

する調査  大久保彰人・福吉成典・高橋克巳・角 典  

子●1・松尾札三●2・渡辺邦昭■3・小野哲郎■4・河野喜美子■5・  

御供田睦代●6：第4回インフルエンザ疫学研究会，群馬  

県勢多郡富士見村，昭和61年9月15日：第12回九州衛  

生公害技術協議会，北九州市，昭和61年11月28日   

患者発生の地域的流行拡大，すなわち，逐域伝播現象  

に関する調査を，昭和60年から同61年のインフルエン  

ザの流行期に行った．福岡県内のパーソントリップ調査  

の36集約Bゾーンで人の流動量と流行伝播速度との相  

関を計算すると，B型流行時に北九州市小倉北区を起点  

とした時，A型（H3N2）流行時に本州方向，北九州市戸  

畑区を起点とした時に有意な相関があった．また，学校  

施設の休校または学級閉鎖にともなうインフルエンザ様  

疾患発生報告を基にして，等値線法により流行伝播の様  

子を地図上に描写することによって，地域的な面，流行  

ウイルス型的な面から伝播等値線パターンの差異が明ら  

かになった．   

＊1 佐賀県衛生研究所   

＊2 長崎県衛生公害研究所   

＊3 熊本県衛生公害研究所   

＊4 大分県公害衛生センター   

＊5 宮崎県衛生研究所   

＊6 鹿児島県衛生研究所   

40 高速液体クロマトグラフィーによる畜産品中の  

バージニアマイシンの定量  永瀬 誠・深町和美：第  

23回全国衛生化学技術協議会年会，長崎市，昭和61年10  

月3日   

螢光検出器付HPLCにより，豚肉，鶏肉，牛肉中に残  

留するバージニアマイシンM．（Ml），Sl（Sl），を簡便  

に，精度良く定量できる方法を開発した．細切りした試  

料10gを採り，アセトニトリルーハイフロスーパーセル  

により高速攫拝抽出，定容後，その一部を採り濃縮乾固  

した．残留物をメタノールに溶解後，クロロホルムに液々  

分配抽出した．更に，濃縮乾国後，移動相溶液に溶解し，  

HPLC用試験溶液とした．分離カラムはTSKgelODS－120T  

であり，移動相にはメタノールーアセトニトリルー0．015M  

リン酸二水素ナトリウム水溶液－テトラヒドロフラン  

（43：22：34：1）を用いた．添加回収実験を行ったと  

ころ，豚肉に添加したMlの回収率は97，0％，Slの回  

収率は95．6％であり，鶏肉，牛肉に関しても同様の結  

果が得られた．定量下限はM10．1JLg／g，SlO．01JLg／g  

であった．なお，市販の豚肉，鶏肉，牛肉について分析  

を行ったところ，いずれの検体からもMl，Slは検出され  

なかった．   

38 ジニトロフルオランテン（DNF）の突然変異能と  

ラット発がん性  堀川和美・乙藤武志・中川礼子・せ  

長嶋之・黒田行昭轟・大塚 久轟■・常盤 寛：日本環境変  

異原学会第15回大会，東京都，昭和61年10月1日   

3一ニトロフルオランチンをニトロ化すると，3，4－，3，  

7一及び3，9－ジニトロフルオランテン（DNF）が精製，分  

離された．3，7r，3，9－，3，4－DNFのS，WhimuriumHis，菌  

に対する変異原性（Rev．／ng）はTA1538株に対しては  

それぞれ43，105，1．5，TA98株に対してはそれぞれ  

422，355，15であった．この突然変異能は高変異原物質  

ジニトロビレンに相当するものであった．3，7－，3，  

9－DNFは枯草菌DNA損傷テスト についても  

0．02－0．05JLg／diskの濃度でM45（rec‾）株に対して強い  

致死感受性を示し，量反応関係が認められた．一方，3，  

8－，3，9－DNFの変異原性は6TGを耐性マーカーとす  

ると弱いながら変異原性が認められた．更に，3，7一，3，  

9－DNF各1mg量をF344ラットに皮下接種すると，接  

種部位に皮下腫瘍が発生した．  

＊ 国立遺伝学研究所   

＊＊ 徳島大学医学部  
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41ジニトロフルオランテン誘導体の変異原性及び  

ラット発がん性  橋川l和美・乙藤武志・中川礼子・泉   

啓介●・前田智治●・大塚 久●・大西克成●・石西 伸＝・  

常盤 寛：第45回日本癌学会総会，札幌市，昭和61年  

10月21日   

ジニトロフルオランテン（DNF）は，ジニトロビレン  

と同じ分子量を持つ芳香族炭化水素でディーゼル排ガス  

中に存在していることが予測される．そこで，3一ニトロ  

フルオランテンをニトロ化し，3，7一及び3，9－DNFを合  

成した．各標品の純度は99．9％以上であった．3，7－及び  

3，9－DNFは5－20ng／diskの低濃度で枯草菌M45（rec，）  

株の発育を阻止し，柁C－aSSay陽性であった．また，  

サルモネラ菌TA98株に対する変異原性（rev．／ng）は，  

3，7－DNFが423，3，9－DNFが355であった．一方，両  

DNFをF344／DuCrjラットに皮下接種を行った．即ち，  

DNFはDMSOに250JJg／mlの濃度で溶解し，6週令  

のF344ラットの背部に0．2ml週2回，計20回（1mg／  

ラット）皮下接種した．最初の腫瘍発生は，投与開始後  

3，9－DNFが88日目，3，7－DNFが155日目であった．  

＊ 徳島大字医学部   

＊＊ 九州大字医学部   

43 浮遊粒子状物質制御計画におけるCMB法の活  

用一福岡県における適応例一  岩本眞＝：第27回大  

気汚染学会浮遊粒子状物質規制対策討論会（全国公害研  

協議会集会），京都市，昭和61年11月16日   

浮遊粉じんはその発生源の多様性や挙動の複雑さから  

解析が難しく，従来よりリセブターモデルによる方法が  

多く行われてきた．リセブターモデルのなかでも最も有  

力な手法として多く使われているCMB法について大牟  

田市及び北九州市で実施した例について報告した．   

大牟田市の場合は，粉じん中の多量成分の把握を行い，  

その成分濃度から発生源寄与率を推定する方法である．  

この結果，土壌，自動車排気ガス等の発生源寄与率を全  

体で84．5％同定出来た．   

北九州市の場合は，CMB法と拡散計算による方法を  

組合せる手法について検討した．CMB法による各発生  

源での値と拡散計算による値を比較しその適合性を評価  

するとともに，拡散計算に組み入れにくい発生源は  

CMB法での値を用いることによって，拡散計算による  

同定率を大幅に上昇させることが出来た．   

42 福岡酎こおける大気環境濃度の推移 松家  

繁・黒木壬則：第27回大気汚染学会，京都市，昭和61年  

11月16日   

福岡県下の大気汚染常時測定局で得られた大気汚染物  

質濃度について，全県的に過去から現在までの最近10年  

間の濃度及び地域環境の特性を経年変化，等量線によっ  

て検討し，以下の結果を得た．  

1）SO2濃度は，現在，全県的に5ppb以下の低濃度地域  

が拡大しており，過去，全国的にも有数の高濃度汚染地  

域であった大牟田市及び北九州市は現在，昭和48年度の  

約1／4以下になっている．  

2）NO2濃度は全県的に昭和54年度以降，ほぼ横ばい状  

態であり，現在20ppb以下の地域が広範囲を占めてい  

る．  

3）環境基準値に対する濃度の割合の平均値を簡易的な  

大気環境指標とした場合，現在その指標は全県的に30％  

程度になっている．  

44 ジニトロフルオランテン：ディーゼル排ガスから  

の検出及びその変異原性  世良暢之・中川礼子・1副Il  

和美・常磐 寛：第27回大気汚染学会，京都市，昭和61  

年11月18日   

ディーゼル排ガス中に含まれる変異原物質について化  

学分析を行った結果，従来より高い変異原性を示すジニ  

トロビレン（DNP）に加えて新たにジニトロフルオラン  

テン（DNF）を検出した．ディーゼル排ガスの粒子状物  

質をベンゼンーメタノールで超音波抽出し，液一液分配に  

より中性画分を得，更にシリカゲルカラムクロマトグラ  

フにより4分画した．高変異原性画分を高速液体クロマ  

トグラフ（HPLC）及びキャピラリーガスクロマトグラフ  

により分析した．その結果，3－NF，トNP，1，6一及び  

1，8－DNPに加えて，3，7一及び3，9－DNFを検出した．  

DNFは3一ニトロフルオランチン（3－NF）をニトロ化  

し，アルミナカラム，再結晶及びHPLCにより精製し  

た．これらは質量分析，核磁気共鳴及び元素分析によっ  

て3，4－，3，7一及び3，9－DNFと同定された．これらDNF  

の変異原性は1，6－DNPに相当するフレームシフト型の  

ものであった．   
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47 エンテロウイルスレファレンス九州支部センター  

の活動状況と問題点  福吉成典：第12回九州衛生公  

害技術協議会，北九州市，昭和61年11月27日   

エンテロウイルス九州支部センター（当センターウイ  

ルス課内）は，昭和61年3月10日付で発足したが，そ  

の運営については第11回当技術協議で討議し，予研の助  

言により「エンテロウイルス九州支部センター運営要領」  

を作成した．また，支部内各地研で保有している培養細  

胞，エンテロウイルス標準株及び診断用免疫血清等の調  

査を行い各地研に配布した．その後のアンケート調査で  

各地研から最も要望の多かったのは，ウイルス検出情報  

の交換（運営要領5）であったが，情報の提供は1件も  

なかった．そこで，第37回地研全国協議会九州支部総会  

（昭和61年8月）の議題として，情報交換その他につい  

ての各地研の理解と協力を要請した結果，提案の主旨に  

は全地研から賛同が得られた．しかし，その後も支部セ  

ンターヘの情報提供はない．エンテロウイルスの検出状  

況，検査技術，診断用免疫血清，培養細胞等に関する情  

報提供あるいは質疑等があれば，支部センターとしては  

“情報交換”の仲介体制は整えてある．   

45 ヒトにおける皮下脂肪及び血液中PCQ骨格異性  

体  竹中圭幸・飯田隆雄・深町和美・中川礼子・高橋  

克巳：日本食品衛生学会第52回学術講演会，高知市，昭  

和61年11月20日   

典型的カネミ油症患者7名及び成人健常者9名の腹部  

皮下脂肪及び血液中の6種のポリ塩化クアテルフェニル  

（PCQ）骨格異性体及びポリ塩化ビフユニ）t／（PCB）の  

分析をキャピラリーガスクロマトグラフィーを用いて  

行った．患者と健常者を比較すると，皮下脂肪では各  

PCQ骨格異性体濃度は約300－500倍患者が高く，血中で  

は約200－500倍患者が高かった．皮下脂肪及び血中の  

PCB濃度はPCQ濃度に比較すると，患者と健常者の間  

であまり差は見られなかった．また，PCQ骨格異性体構  

成比は，皮下脂肪及び血中で患者及び健常者問に差が見  

られた．さらに，油症原因オイル中にわずかに見られた  

4，4′一PCQの蓄積が皮下脂肪及び血中に高く見られ，先  

に報告した4，4′－PCQの薬動力学的性質を裏付ける意味  

で興味深い．   

48 梅製品中のシアン含量  森田邦正・大野健治・  

毛利隆美・楢崎幸範・深町和美：第12回九州衛生公害技  

術協議会，福岡市，昭和61年11月27日   

梅干しは食あたり防止，疲労回復等の目的で今日まで  

家庭の常備食品として普及してきたが，近年の健康食晶  

ブームにより従来の民間伝承的製法と違った方法で作ら  

れた梅製品が市販されるようになってきた．そこで，梅  

製品－22検体について遊離シアン及び総シアンを調査し  

た．総シアンはβ－グルコングーゼ10ユニット及び0．05  

Mクエン酸緩衝液（pH5．2）200mlを加え，370C，3時  

間インキュベーションを行った，次いで，水蒸気蒸留を  

行い，ビリジン・ピラゾロン法で定量した．その結果，  

全検体から遊離シアン（1－19ppm），総シアン（6－127  

ppm）を検出した．特に，高濃度のシアンを検出した梅  

製品は従来の梅干し，梅漬け及び梅肉エキスの製造法と  

遠い，果肉と核（胚乳）を混ぜて作られていたため，通  

常の梅干し（遊離シアン5ppm，総シアン10ppm）と比  

較して，遊離シアンが3－4倍，総シアンが2－12倍含ま  

れていた，   

46 福岡県における最近の感染症サーベイランスの成  

績  多田俊助・千々和勝己・福吉成典・高橋克巳：第  

12回九州衛生公害技術協議会，北九州市，昭和61年11  

月27日   

感染症サーベイランス事業も5年目を迎え，当県にお  

いても検査情報関係の体制が整備・定着化したため検体  

数も年々増加し，検査情報の速報性，早期還元等に問題  

をのこしているが，検査対象疾病についてはほとんど病  

原ウイルスを検出し，検査情報として関係各機関へ還元  

できるようになった．昭和59年から同61年にかけて病  

原ウイルスが変化した疾病としては手足口病，ヘルパン  

ギーナ，無菌性髄膜炎があげられる．手足口病は，昭和  

59年がコクサッキーA5，AlO，A16であったが，他の  

2年はエンテロウイル71であった．ヘルパンギーナは，  

いずれの年もコクサッキーA群で59年がA4，A5，A  

lOであったのに対し，60年はA4，A6，61年はA5，  

A6であった．無菌性髄膜炎は，59年はコクサッキーB  

5，B3が原因ウイルスであったが，他の2年はエコーウ  

イルス6，14に変った．  
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49 分析型電子顕微鏡によるスパイクタイヤ粉じんの  

解析  下原孝幸・宇都宮彬・岩本眞二・今 武純●・武  

藤博昭：第12回九州衛生公害技術協議会，北九州市，昭  

和61年11月27日   

3月（積雪時期）及び10月の2回，スパイクタイヤを  

装着した自動車の走行が多い道路近傍で大気浮遊粉じん  

を採取し，走査一分析型電子顕微鏡を用いスパイク装着時  

期に特徴的な粒子を観察した．スパイクタイヤ装着時期  

の粉じん中にはイオウ，ハロゲン元素等或いは他の鉱物  

質とは結合していない炭酸カルシウム状の特徴的な粒子  

が観察された．これら粒子はアスファルト舗装材内部に  

存在し，道路表面の白色ペイントの主成分であるCa－Si－Ti  

等が混合した粒子とは明らかに区別できた．また，炭  

酸カルシウム状粉じんは，一般の土壌，石炭燃焼粒子，  

重質油燃焼粒子等には認められない．このようにカルシ  

ウムは組成的には季節による変化がそれほど認められな  

いが，化合物の形態では大きな差異が認められた．スパ  

イクタイヤはアスファルト舗装材の内部まで削るため，  

アスファルト粉じんとして炭酸カルシウムのような粉じ  

んが発生するのであろう．   

■ 青森県公害調査事務所   

51Ⅳ02簡易捕集器の試作と応用  近藤紘之・柳川  

正男：第12回九州衛生公害技術協議会，北九州市，昭和  

61年11月28日   

第25回大気汚染学会，第11回環境保全公害防止研究  

発表会及び全国公害研会誌，11（1），7－16（1986）にお  

いて公表した内容（要旨は本誌誌上発表論文抄録p．86）  

に加えて，新法，ナイトレーションプレート法及びろ紙  

法における発色液の色調の差異を検討した．新法の色調  

は標準液の色調と同様に清澄な赤色であり，可視部吸収  

スペクトルにおいても標準液と同一のパターンを示した．  

一方，ナイトレーションプレート法の場合は不透明な鈍  

い赤色を呈しており，短波長側にシフトした吸収スペク  

トルを示した．   

50 浮遊粉じん中の特定成分による発生源の推定  

岩本眞二・宇都宮彬・石橋龍吾・武藤博昭：第12回九州  

衛生公害技術協議会，北九州市，昭和61年11月27日   

要旨は，本誌誌上発表論文抄録p．84と同じ  

52 底辛中無機態リンの形態別分布  永淵 修・古  

賀けい子：第12回九州衛生公害技術協議会，北九州市，  

昭和61年11月27日   

湖沼水の書架糞化問題を考えるとき，底泥の影響を無  

視して通ることはできない．底泥は，水域の内外生産物  

の歴史をよく反映した堆積物であり，底泥相と水相相互  

間の物質移動，特に底泥からの栄養塩の溶出，吸着等が  

水圏の富栄養化に影響している．これらの機構の基礎資  

料を得るために底泥の粒度組成及び底泥中の栄養塩，特  

に無機態リンの形態別について調査した．その結果とし  

て，無機態リンは，ダム流入部から流出部にかけてCa－P  

の割合が80％から15％に減少し，逆にFe－Pの割合は，  

8％から60％に増大していた．また，Md¢と栄養塩の関  

係をみると，T－Pとかなり高い相関がみられた．底泥か  

らの栄養塩，特にリンの溶出について考えると，Fe－Pが  

流出部でかなり高く，この水域では夏期に底層において  

低酸素水塊が形成されることからも，かなりリンの溶出  

があると思われる．また，この水域に；㌧ゝの養魚場があ  

り，これが植物プランクトンの異常発生に影響を与えて  

いるものと考えられた．   
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55 窒素排水基準適用対象湖沼（力丸ダム湖）の植物  

プランクトン調査成績  村田敦子：第12回九州衛生  

公害技術協議会，北九州市，昭和61年11月27日   

福岡県内大規模ダム湖の一つである力丸ダム湖が昭和  

60年度窒素排水基準適用対象湖沼になったため，水質化  

学分析調査（水質課担当）を行うとともに．植物プラン  

クトンを採集し（昭和60年4月－61年6月の間，月：L回  

湖心の表層水），植物プランクトンの消長，優占種の動  

態，藻群落の多様度の変化及び淡水赤潮の発生状況の調  

査を行った．出現した植物プランクトンは夏季を除くと  

全般的に珪藻類が多く，昭和60年5月には均朋ed和が  

大発生し，水の華を形成した．9月，10月は全植物プラ  

ンクトンは多くなかったが，多様性指数が高かった．渦  

鞭毛藻による淡水赤潮の発生が力丸ダム湖においては昭  

和59年からみられ，60年には3月2回，4月1回，61年  

には3月2回，4月4回発生した．発生時における水温  

はいずれも150C以下で渦鞭毛藻は月わ滋紘涙厄椚であった．   

53 福岡県内のトリクレン，バークレン等による地下  

水汚染  北森成治・古賀けい子・松浦聴朗：第12回九  

州衛生公害技術協議会．北九州市，昭和61年11月27日   

要旨は，本誌誌上発表論文抄録p．87に同じ．   

54 河川水質指標生物としてのユスリカ幼虫  山本  

美穂・山崎正敏・杉 奉昭・徳永隆司・村田敦子・小河  

章：第12回九州衛生公害技術協議会，北九州市，昭和61  

年11月27日   

要旨は本誌誌上発表論文抄録p．91と同じ．  

56 ソ連原発事故に伴う牛乳及び飲料水の放射能汚染  

毛利隆美・深町和美・楢崎幸範：第12回九州衛生公害技  

術協議会，北九州市，昭和61年11月28日  

福岡県におけるソ連チェルノフィル原発事故に係  

る放射能調査  毛利隆美・深町和美・楕崎幸範：第28  

回放射能調査研究成果発表会，千葉市，昭和61年12月  

4日   

ソ連チェルノブイル原発事故（昭和61年4月26日）  

による放射能汚染状況を把握するため昭和61年4月30  

日一同6月6日の期間，降水，浮遊じん，蛇口水などの1日Ⅰ  

核種分析，更に，モニタリングポストによる空間線量率  

測定を実施した．その結果，蛇口水，空間線量率には，  

異常は認められなかった．5月5日の浮遊じん，同6日  

の雨及び同7日の牛乳に131Ⅰが検出されたのを始めとし  

て5月いっぱい影響が見られた．また，事故1箇月後に  

採取したヨモギには131Ⅰが検出されたが．2箇月後採取  

したヨモギには131Ⅰの存在が認められず，この時期には  

今回の事故による131Ⅰフォールアウトの影響はほとんど  

なくなった．   
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57 福岡掛＝おける放射能調査  毛利隆美・森田邦  

正・大野健治・深町和美：第28回環境放射能調査研究成  

果発表会，千葉市，昭和61年12月4日   

昭和60年度にフォールアウトによる放射能汚染状況  

を把握するため，雨水，上水，海水，海底土，土壌，ほ  

うれんそう，大根，米，鯛，日常食及び牛乳などの全ベー  

タ放射能測定並びに空間線量率測定を行った．また，牛  

乳，上水については核種分析も行った．その結果，雨水  

の月間降下物，降雨ごとの降下物，上水及び海水の全ベー  

タ線測定値は，検出限界値付近の近い値であったが，海  

底土，土壌，ほうれんそう，大根，米，鯛，日常食など  

は，昨年と同じレベルであり，フォールアウトによる影  

響は認められなかった．サーベイメータ及びモニタリン  

グポストによる空間線量率は，7．4－8．0／ノR／hr及び  

12－23cpsであり，昨年とほぼ同じであった．核種分析で  

は，上水中の90Sは0．067－0．076pCi／lであったが，137Cs  

は検出されなかった．また，牛乳中の137Cs，90Sr及び131I  

は，それぞれ0．8－1．8pCi／l，0．6－1．2pCi／lおよび検出  

限界以下であった．   

59 福岡県におけるつつがむしの分布及び発生状況  

山崎正敏：つつがむし病流行対策連絡協議会（仮称）福  

岡市，昭和62年2月21日   

福岡県におけるつつがむし相の確認のため，1981年か  

ら1984年にかけて県下19地点で野そ寄生性つつがむし  

相を調査した．5属6種199個体の野そを捕獲，6属13  

種29，646個体のつつがむしを採集するとともにつつが  

むし病リケッチア媒介種タテツツガムシ，フトゲツツガ  

ムシの生息を確認した．採集つつがむしはフクオカツツ  

ガムシ以外はいずれも西日本の普通種であった．つつが  

むしの群集組成は大部分の地点間で類似していたが，つ  

つがむし指数は地点間で大きく変動した．媒介種の採集  

地域は限定されており，その寄生数の変動係数は極めて  

大きかった．植生別データ解析の結果，多くのつつがむ  

しにとって好適な生息環境は落葉広葉樹林と推察された  

が，フトゲツツガムシは草地での捕獲野そに多く寄生し  

ていた．つつがむしの野そ寄生消長は他県のそれと同様  

であったが，タチッツガムシは10月から12月の間だけ  

に多数寄生が見られた．   

60 アセトアルデヒド・プロピオンアルデヒド・アク  

ロレイン・クロトンアルデヒドの分析法  大崎靖彦・  

永瀬 誠・松枝隆彦：第4回環境科芋セミナー，所沢市  

昭和62年2月25日   

要旨は本誌誌上発表論文抄録p．83と同じ．   

58 ユスリカ幼虫による河川水乍判定法の検討 1．  

福岡県那珂川におけるエリユスリカの分布  山崎正  

敏・山本美穂・杉 奉昭・徳永隆司・村田敦子・小河  

幸：第13回環境保全・公害防止研究発表会，東京都，昭  

和61年12月5日   

福岡県那珂川で年5回水質を測定するとともに，6月  

と10月にユスリカ科幼虫を採集し，そのうちエリユスリ  

カ亜科の幼虫について，その水質指標性を検討するため  

の第1段階として，流程分布を調べた．第1回調査では  

6，239個体，第2回調査では19，470個体が得られ，いず  

れも17属35タクサに分類できた．Coり明0乃g〟和属，  

乃fβ乃g桝α乃乃∫βJ血A群，C，血相）鋸屑（肋5わCOC血d∫鮎  

亜属）は，上一中流域に，刀払触卯矧棚壷比E群，  

助烏柳汚g地属，Cわ成加南蛮鋸屑は中一下流域に，  

凡z乃OC血粛〟5∂∫coわrグループ，C正のわ♪鮎属（血c由成∽  

亜属），C，イcoわ♪〟5∂∫c∫乃助ざグループ，Or兢oc由滋猥  

属は下流域に主に分布した．また，中流域下部一下流域で  

はエリユスリカ幼虫群集の多様度が低下しこのこ  

とは，河川の有機汚濁の進行とよく一致した．なお，  

BO印直1以下の水域だけに出現したのは，乃わ乃β，批Z乃乃∫g地  

A群，Cbり明0乃β〝和属，C，加わ♪鋸屑（〃ゎざねでOC血成〟5  

亜属）であり，他の種類の出現した水域のBOD値はかな  

り広い幅にわたった．  
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63 コミュニティープラントにおけるトリハロメタン  

生成能の実態 永淵義孝・松尾 宏・中村又善・三成  

滋夫・近藤紘之：第2二L回水質汚濁学会，東京都，昭和62  

年3月10日  

トリハロメタン（THM）前駆物質の排出源と考えられ  

るコミュニティープラントの工程別排水についてTHM  

生成能を測定し，工程別毎のTHM生成能の経時変化並  

びにTHM生成能発生負荷量原単位及び排出負荷量原  

単位を明らかにした．更に，生物処理及び物理処理プロ  

セスにおける処理効果について，THM生成能から検討  

した．調査の結果，流入水中THM生成能の経時変化は  

TOCのパターンと概ね一致し，生活排水に起因する典型  

的なパターンであった．発生負荷量原単位及び排出負荷  

量原単位はそれぞれ82mg／人・日，10mg／人・日であっ  

た．THM生成能の除去率は83．6％であり，生物処理で  

89，6％，物理処理で4％であった．この値はBODの除去  

率99．7％より低値であった．流入水及び処理水のTHM  

生成率は3．5JLg／mg，13．6JLg／mgであり，現在の生活排  

水による河川汚濁の著しさを考えると水道水中THM  

の発生源として無視できないものと考えられる．   

61周防灘底泥中の重金属分布  永淵 修・黒川陽  

一・永淵義孝：第10回瀬戸内海水質汚濁研究公害研会  

議シンポジウム，徳島市，昭和62年3月5日   

瀬戸内海のような閉鎖的な海域では人間活動によって  

負荷された汚染物質は大部分堆積物に移行しているもの  

と思われる．そこでわれわれは福岡県沿岸部である周防  

灘西部海域の堆積物中の重金属及び多環芳香族炭化水素  

の水平及び鉛直分布を明らかにし，この海域が50－100年  

にわたってうけた重金属汚染及び人間活動との因果関係  

の解明を試みた．この海域では重金属及びB（α）Pの濃度  

は九州沿岸部から沖合部に向かって濃度が漸次減少し，  

特に苅田沖及び北九州市門司区沖の2点からの汚染の広  

がりが認められた．このような結果から，北九州市小倉  

南区と京都郡苅田町にかけての福岡県沿岸部のセメント  

工場を中心とする工場群からの汚染の影響が考えられた．  

過去の報告においてセメント工場からの環境汚染物質と  

して重金属，特に高濃度のPb，Cdの汚染例がある．そ  

こでPbとCdの比から，これら重金属の汚染の履歴の検  

討を行い，この海域の底泥中のPb，Cdはセメント工場  

の影響ではないかと結論し，報告した．   

62 事業場排水中のトリハロメタン前駆物質に関する  

研究（l）－果実（みかん）缶詰製造業排水中のフラパノ  

ン誘ヰ体一  松尾 宏・永淵義孝・中村又善・三成滋  

夫・近藤紘之：第21回水質汚濁学会，東京都，昭和62年  

3月10日   

トリハロメタン（THM）生成率の高いみかん缶詰製造  

業の原水を対象としてTHM前駆物質の検討を行った．  

身割，湯通し工程排水のTHM生成率が非常に高く，紫  

外吸収スペクトルでも285nm付近に吸収極大があるこ  

とから，みかん原料からTHM生成率の高いフラバノン  

誘導体が排水中に溶出していることが推定された．そこ  

で，試料ろ液を塩酸加水分解後，高速液体クロマトグラ  

フィーによるフラバノン誘導体の同定，定量を行った．  

その結果，身割，湯通し工程排水から，ヘスベレチンが  

13．3，14．5mg／l，ナリンゲニンが12．0，4．4mg／lとそ  

れぞれ検出された。更にフラバノン誘導体のTHM生成  

率を測定し，各工程排水中のTHM生成能に対する寄与  

率を算定した結果，身割，湯通し工程排水で79，32％，  

また総合排水で50％を示し，フラバノン誘導体が主な  

THM前駆物質であることが分かった．  
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昭和61年度 行政運営の改善に関する提案（知事感謝状，昭和62年3月18日）  

結核・感染症サーベイランス事業開始に伴う共用プログラムの開発  

衛生公害センターグループ（大久保彰人・片岡恭一郎・篠原 志郎・美原  巌・高橋 克巳）   

昭和62年1月に開始された結核・感染症サーベイラン  

ス事業では，厚生省・都道府県・保健所のオンライン化  

が実現され，福岡県でも県保健対策課，県内21保健所，  

県衛生公害センター及び県医師会に，コンピュータ（（株）  

日本電気製N5200モデル05mkII，N6500）が一斉に導  

入された．このコンピューター斉導入の時期をとらえて，  

各コンピュータ設置機関で有用な共用プログラムを開発  

することは，設置されたコンピュータをさらに有効に活  

用するものとなる．   

その例として，我々は，画面会話式の感染症情報の図  

表化を行うシステムを作成した．今回のオンライン化で  

コンピュータ設置機関では昭和62年1月以降の全国及  

び福岡県の感染症発生に関する情報を参照できるように  

なった．しかし，福岡県では独自に昭和53年半ばより感  

染症サーベイランス事業を継続して行ってきたために，  

その昭和61年以前の多大な情報の蓄積が既に存在して  

おり，それ等とオンライン化で収集された昭和62年以降  

の情報と連結したり比較参照することにより，各感染症  

の現況評価及び予測に当たって，このシステムが威力を  

発揮すると思われる．このシステムの5つのメニューの  

概要と特徴は以下に示すとおりである．  

（1）疾患別・地域ブロック別・月別・年齢階級別の互  

換ファイル作成   

各週の患者報告カードイメージファイルからの数値  

データを，左スペースを0に変換して互換ファイルを作  

成する．出来あがった互換ファイルは，ディレクトリを  

付すことによってLANシリーズで使用可能となり，図  

1のような地域ブロック別のエリア分析等ができる．  

．・∴、‾ニJ  「
【
－
 
 

「′＼ィ1√・富ンノ  

四年階G  

〕  

′へ＿．＿′J  
一）／  

「ノ  
「
・
く
1
く
⊂
′
＼
／
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
㌧
 
 

＼
 
 

‾
‾
‾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
可
．
㍉
げ
、
イ
J
I
J
一
小
一
ぺ
・
ノ
～
■
 
 √  

図 l 互換ファイルを利用したエリア分析例  
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（5）疾患別・地域ブロック別の年間患者報告数表   

年報作成時に，各地域ブロック内での疾患別の報告数  

と順位を付ける．   

以上のプログラムのプリンター出力図表例を，図2か  

ら図4に示している．なお，このプログラム群の運用上  

の詳細及び操作方法については，提案時に添付した“感  

染症サーベイランス解析システム（SUREKI）説明書’’  

を参照するとよい．   

この程案の実施当初に要する費用は，プログラムと  

データのフロッピーディスクを各コンピュータ設置機関  

に供給するとして，一機関当たりフロツピーディスク2  

枚2千円程度である．また，各コンピュータ用の需用晶  

のフロッピーディスクを使用してコピーで済ませば，費  

用は全くかからない．   

我々は，福岡県における感染症サーベイランス事業の  

貴重な成果が，県内各地域の疾病流行の予防活動，衛生  

教育等に，有効かつ積極的に利用されることを目的とし  

て，標記提案を行った．  

（2）疾患別・地域ブロック別の時系列患者発生推移グ  

ラフ   

任意の年月から任意の年月までの推移グラフを描くこ  

とができる．さらに，感染症流行時に検出されたウイル  

ス型をグラフ上に記入することができる．一度に，最大  

6個の疾患を描画指定することができる．  

（3）疾患別・地域ブロック別の患者発生年齢構成割合  

図   

年齢構成が分かり易いように，人口構成でよく使用さ  

れるピラミッド図に模して作成した．一度に最大27個の  

疾患まで，まとめて描画指定することができ，画面上に  

は最大9個ずつ順に描画する．  

（4）地域ブロック別・月別の全疾患年間発生推移図   

年間の疾患別報告数を，指定された地域ブロック内で  

報告数の多い方から順位付けして，図の下方から積上げ  

ていく要素棒グラフを作成し，一定数以上の疾患では棒  

グラフの中に疾患番号が記入され，それらの疾患名も図  

の右上に印刷される．  

（14〉咽 頭 結 膜 熱 【福 岡】  

図 2  疾患別・地域ブロック別の時系列患者発生推移グラフ   

（83）水  痘【県全体】  

（％〉 臼 柑 2日 3日 服 58  

そ の 他  

中 学 生  

小 学 生  

3オ～入学前  

l ～ 2オ  

0  オ  

図 3  疾患別・地域ブロック別の患者発生年齢構成割合図   
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月別報告数と疾患構成〔【県全体】86年）  

く飢〉麻 疹 様 疾 患  

く陀）風  疹  

く83）水  痘  

く朗）流行性耳下腺炎  
（齢）溶連菌感染症  
（蹄）乳児喝吐下痢症  
（齢）その他の感染性下痢症  

く18）手 足 口 病  
く11）伝 染 性 紅 班  

（12）突 発 性 発 疹  
（13）ヘルパンギーナ  
（15）流行性角結膜炎  
（甜）インフル工ンザ様感冒  
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図 4  地域ブロック別・月別の全疾患年間発生推移図   
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13）行橋市における降下ばいじん調査  

大気課 池浦 太荘  

14）大気中の塩素化炭化水素類の測定方法の検討  

大気課 石橋 龍吾  

15）久留米及び行橋・苅田地区における大気清浄度指   

数  

環境生物課 村田 敦子  

16）検知管による悪臭物質の簡易測定（第1報）  

大気課 櫻井 利彦  

17）事業場排出水から発生する悪臭物質に関する調査  

大気課 柳川 正男  

18）太宰府市における降雨水の調査  

大気課 大崎真紗子  

19）環境騒音に関する研究（第2報）   

一地域類型別にみた環境騒音の実態一  

環境理学課 木本 行雄  

20）県内ダム湖沼水の全有機ハロゲン化合物生成能に   

ついて  

水質課 古賀けい子  

21）ゲルクロマトグラフィーによるみかん缶詰工場排   

水中の総トリハロメタン生成要因物質の検討（第2   

報）  

水質課 松尾  宏  

22）生活排水の汚濁負荷  

水質課 三成 滋夫  

23）飲料水中の化学物質の簡易測定法   

一農薬及び多環芳香族炭化水素への応用一  

管理課 松枝 隆彦  

24）福岡県内河川水質の汚濁評価について  

水質課 大石 興弘  

25）内水面養殖漁場をもつダム湖底泥の栄養塩につい   

て  

水質課 永淵  修  

第111回（昭和61年6月25日）  

1）バイオテクノロジーによる排水処理の展望  

水質課 松尾  宏  

2）生活排水の現状と課恵  

水質課 中村 又善  

第112回（昭和61年9月26日）  

1）県内の航空機騒音の実態について  

環境理学課 木本 行雄  

2）映画「日本のごみ焼却技術－21世紀へ向かって   

一」   

集  談   

昭和61年度中に実施した福岡県衛生公害センター集  

談会は，次のとおりである．  

第109回（昭和61年4月23日）  

1）酸性雨について  

大気課 大崎真妙子   

2）官能試験法による悪臭の評価  

iスライド「官能試験法」（環境庁監修）  

ii三点比較式臭袋法について  

大気課 柳川 正男   

第110回（昭和61年5月20日）  

1）福岡県における昭和61年冬のインフルエンザ流  

行状況  

ウイルス課 大津 隆一   

2）インフルエンザの逐域伝播について  

疫学課 大久保彰人   

3）福岡県における地域別受療率と死亡率  

疫学課 片岡恭一郎   

4）福岡県における昭和60年度感染症サーベイラン  

スの成績（検査情報）  

ウイルス課 多田 俊助   

5）福岡県におけるヒトのリケッチアツツガムシに対  

する抗体保有調査  

ウイルス課 福吉 成典   

6）陰膳によるアミン，亜硝酸及び硝酸の摂取量並び  

に唾液中亜硝酸・硝酸について  

衛生化学課 毛利 隆美   

7）食物繊維摂取量について  

衛生化学課 森田 邦正   

8）イオンクロマトグラフィーによる食品中亜硫酸塩  

の定量  

管理課 永瀬  誠   

9）ニトロビレン誘導体の発がん性について  

細菌課 乙藤 武志  

10）新変異原物質ジニトロフルオランチンの化学及び  

生物学的性状とその環境汚染  

衛生化学課 中川 礼子  

11）枯草菌によるニトロアレーンのrec，aSSay  

細菌課 堀川 和美  

12）分析型電子顕微鏡による大気浮遊粉じん解析法の  

試み  

大気課 下原 孝幸  
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第113回（昭和61年10月23日）  

1）C4型光合成回路とその生態分布  

環境生物課 奥田 敏統  

第114回（昭和61年11月25日）  

1）福岡県における最近の感染症サーベイランスの成   

績  

ウイルス課 多田 俊助   

2）ェンテロウイルスレファレンス九州支部センター   

の活動状況と問題点  

ウイルス課 福吉 成典   

3）九州本島におけるインフルエンザ逐域伝播に関す  

る調査  

疫学課 大久保彰人   

4）梅製品中のシアン含量  

衛生化学課 森田 邦正   

5）ソ連原発事故に伴う牛乳および飲料水の放射能汚  

染  

衛生化学課 毛利 隆美   

6）電子顕微鏡による分析について   

一分析型電子顕微鏡によるスパイクタイヤ粉じんの   

解析一  

大気課 下原 孝幸   

7）気象との関連について   

－浮遊粉じん中の特定成分による発生源の推移一  

大気課 岩本 眞二   

8）無頼ガス状物質の測定法について   

－No2簡易捕集器の試作と応用一  

大気課 柳川 正男   

9）底質中無機リンの形態別分布  

水質課 永淵  修  

10）窒素排水基準適用対象湖沼（力丸ダム湖）の植物   

プランクトンの調査成績  

環境生物課 村田 敦子  

11）福岡県内のトリクレン，バークレン等による地下   

水汚染  

水質課 北森 成治  

12）河川水質指標生物としてのユスリカ幼虫  

環境生物課 山本 英穂  

第115回（昭和61年12月23日）  

1）アメリカに留学して  

iパルプ廃液中の変異原性物質  

iiアメリカの自然  

水質課 石黒 靖尚  

2）中国を旅して  

水質課 北森 成治  

第116回（昭和62年1月30日）  

1）当所電算機の利用状況と今後の課題  

管理課 田辺 敏久  

2）コンピュータの進化と今後の応用  

九州工業大字工学部助教授 矢嶋 虎夫  

第117回．（昭和62年2月25日）  

1）OA（LA）技術動向について  

日本電気㈱情報処理第1公共システム事業部  

販売促進課長 斎藤  誠  

第118回（昭和62年3月19日）  

1）バイオテクノロジーを用いた新しい水処理  

島根大字農学部教授 森  忠洋  

2）OAについて  

iOA化業務の総括  

福岡県衛生公害センター所長 高橋 克巳  

iiOA化業務の61年度の進捗状況  

総括責任者 篠原 志郎  

iii電算機の使用管理状況  

システム管理者 松家  繁   
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講  師  派  遣  

年月日（昭和）  名  主  催  場  所  職  名   氏 名  

61．7．3  日本廃棄物処理技術管理者協議会  

福岡県支部研修会  

61．7．24  産業廃棄物処理業者に関する講習会  

61．7．25  〃  

61．7．28  筑後六市公害事務連絡協議会  

（生活雑排水対策）  

61．8．22  昭和61年度臨床検査技師研修会  

61．8．28  久保成人学級  

61．8．30  古賀町庄婦人学級  

61，9．2  産業廃棄物処理業者に関する講習会  

日本廃棄物処理技術管理者協議会 大野城市 研 究 員 徳永 隆司   

（財）日本環境衛生センター九州  福岡市 疫 学 課 長 篠原 志郎  

支局  
／／  

／／   管 理 課 長 松浦 聴朗  

筑後六市公害事務連絡協議会   柳川市 研 究 員 永淵 義孝  
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古賀町公民館  
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（財）日本環境衛生センター九州  
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〃   環境生物課長   

〃   疫 学 課 長   

〃   環境理学課長   

〃   大 気 課 長   

／／  水 質 課 長  

瀬高町 所  長  

〃  

〃  

61．9．3  

／／  

61．9．5  

61．12．1  

62．2．17  

〃  

〃  

〃  

〃  

昭和61年度食生活改善セミナー   福  岡  県  

ノノ   

〃   

〃   

〃  

九州・沖縄地区衛生害虫同定研修会（財）日本環境衛生センター九州  太宰府市 専門研究貞  

支局  
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騒音・振動及び悪臭に関する研修会  
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24  

25  

27  

第9回九州・中国・四国地区公害（財）日本環境衛生センター九州  

セミナー（昭和61年度）  支局  

昭和61年度第2回食品衛生監視員 福  岡  県  

研修会  

17  

玄海町 ウイルス課長 福吉 成典  62．3．19  

職  鼻  技  術  研  修  

年月日（昭和）  研  修  名  主  催  場 所 職 名  氏 名  

61．7．1－7．17 機器分析研修  国 立 公 害 研 修 所 所沢市 主任技師 三成 滋夫  

61．9．18  昭和61年慶福同県大気汚染対策協議会研修会 福岡県大気汚染対策協議会 福岡市 研 究 貞 宇都宮 彬  

〃  ノ／  ／／  ／／ 主任技師 池浦 太荘  

61．10．20－10．31第9回環境放射線モニタリング技術課程研修 放射線医学総合研究所 千葉県 主任技師 楢崎 幸範  

62．1．13－2．6 国立公衆衛生院特別課程（ウイルスコース） 国 立 公 衆 衛 生 院 東京都 研 究 員 大津 隆一  

62．1．20－1．28 情報処理研修  国 立 公 害 研 修 所 所沢市 研 究 貞 大石 典弘  

62．3．16－3．20 AIDS抗体検査技術研修  厚  生  省 東京都 主任技師 千々和勝己   
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編 集 後 記   

国際社会の中で，衛生行政も例外でなく，放射能汚染やエイズウイルス感染にみられる如く，最早  

汚染物の国内浄化対策だけでは不可能になってきた．国家間の技術協力が必要な時であろう．昭和61  

年度年報はソ連チェリノブイリ原発事故に伴う放射能調査報告など，時代の特色を著した記録である．  

しかし，年幸酌ま記録のみにとどめず，掲載したデータを各方面で活用されることを期待したい．原発  

事故による放射能影響は，今後50年間にヨーロッパを中心に約40，000人以上の癌屑患の増加が予測  

されている．広島，長崎に次ぐものである．したがって，地方の日常の科学技術データの蓄積は重要  

である．本年度も，内容は業務編，学術編に分け編集した．  

（常盤 寛 記）  

編 集 委 員  

常 盤  寛   

松 浦 聴 朗   

松 枝 隆 彦  

松 家  繁  

乙 藤 武 志  

大 津 隆 一   

片 岡 恭一郎  

飯 田 隆 雄  

池 浦 太 荘   

北 森 成 治   

田 上 四 郎  

山 崎 正 敏  

小 宮 芙美子   
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